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本作品の全部または一部を無断で複製、転載、配信、送信したり、ホームページ上に転載することを禁止します。また、本作品の内容を無断で改変、改ざん等を行うことも禁止します。

本作品購入時にご承諾いただいた規約により、有償・無償にかかわらず本作品を第三者に譲渡することはできません。

本作品を示すサムネイルなどのイメージ画像は、再ダウンロード時に予告なく変更される場合があります。






本作品は縦書きでレイアウトされています。





また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。
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『私、記憶が無いんです』





　かつて、九ここの重え音おと羽はは表情を曇くもらせながらに笑みを浮かべ、そう口にした。

　主と教え子の部屋を清掃中に机の上に置かれたタブレットを目にし、サラ＝ギルフォードの脳裏にそのとき少女と交わした会話が甦よみがえる。







　それは音羽が昊こう陵りよう学がく園えんに身を寄せてから、一ヶ月程が過ぎた五月の半ばのこと──

　ある日、音羽は学習時間に大幅に遅刻した。

　写真を撮るのに夢中だったという理由に、サラは『またですか』と大きなため息をつく。

　そう、音羽の遅刻はこのときが初めてではなく、四度目──それも毎回同じ理由ともなれば、サラがため息をつきたくなるのも理解して貰もらえるだろう。

「四度目の遅刻をした場合、タブレットのカメラ機能はしばらく使用出来ないよう設定させて頂きます──前回遅刻した際に、そう伝えたことは憶おぼえていますね？」

「うう……。ごめんなさい……。次は本当の本当に注意します──だからカメラは……」

「なりません。後で設定変更をさせて頂きます」

　音羽がすがるようにサラを見つめるも、一刀両断だった。

　──対象が透とお流るやトラであれば、結果は逆であっただろう。

「……サラさん。カメラの件ですけど──」

「何度言われようともなりません」

　学習時間が終了するなり再びサラに頼み込んでみるも、返答が変わることは無かった。

　音羽は大きく肩を落とし、うなだれる。

「いくら趣味とはいえ、勉学に支障が出るほど夢中になるようではいけません」

「趣味ってわけじゃないんですけど……」

　ぽそりと音羽が口にし、サラはその呟つぶやきを聞き逃さなかった。

「趣味でないのであれば、何であると言うのですか？」

「──っ!!　い、いえ、その……んっと……」

　問い掛けに対して言いい淀よどむ音羽であったが、やがて正直に理由を打ち明けることにした。

　それこそが、記憶が無いという言葉であった。

「……どういうことですか？」

　戸惑いつつも、サラは発言の真意を訊たずねる。

　サラが見る限りでは、音羽の記憶に何かしらの問題が有るとは思えないからだ。

　兄──九重透流と接している姿は仲の良い兄きよう妹だいそのものであり、またティータイム中には音羽から生前にあった出来事を聞いたりもしているということもある。

「全部ってわけじゃないですよ。憶えてることもいろいろありますし……」

　ただ、ところどころの記憶が抜け落ちているのだと音羽は語る。

　最初に気がついたのは、透流と昔の話をしていた際だった。

　透流から振られた自身の話が、まったく身に覚えのないものであった。

　そんなことがあったかと訊きく妹に、兄は何度も──それも何年経たっても、思い出す度に楽しかったと言っていたじゃないかと返す。

　言われてみれば確かに楽しかったと口にした憶おぼえはあるも、肝心要かなめの楽しかった内容がまったく思い出せない。

　子供の頃のことだから忘れてしまったのだろうと、透とお流るは言った。

　違和感はあるも、そんなものかと音おと羽はもその場は納得した。

　しかし──その後も同じような出来事が幾いく度どとなくあり、音羽は自身の記憶が欠落しているのだと気がつく。

　思い当たる理由はあった。

　人に非あらざる者として再び生を授さずかると引き替えに、記憶の幾いくつかが失われたのではないか──と少女は推測し、そしてその考えはほぼ正解に近かった。

《反魂法リフレイン》──死した少女の《魂》を現世に呼び戻した術には、記憶の欠落や人格の喪失が伴ともなうといった厄介な問題がある。

「思い出せないことで、何だか自分が自分じゃなくなっちゃったみたいなんです。それが少し怖くて、でも──」

　音羽は視線を落としたまま、記憶の欠落に対する自身の考えを述べる。

「本当に怖いのは、これから先にも同じことが──また記憶が無くなっちゃうんじゃないかってことなんです」

　透流のことを再び忘れてしまうのではないか──

　忘れてしまったとき、再び透流を傷付けてしまうのではないか──

　そう考えるだけで、ひどく恐ろしく思えた。

「だからいっぱい写真を撮ってるんです。……また記憶が無くなっても思い出せるように」

「そういうことでしたか……」

　明るさを絶やさない教え子が抱えていた苦悩を知り、教師を務つとめる少女はそう口にするのがやっとであった。

　束つかの間まの沈黙の中、サラは何か己に出来ることは無いだろうか考える。

　けれど残念ながらサラは異質な《力》も、ましてや魔術に関する知識も持ち合わせていなく、故ゆえに彼女が導みちびき出せた答えは一つだけ──

「……カメラの件は不問としましょう」

「えっ？」

「そのような事情を聞いて尚なお、カメラ機能の使用を禁ずるほど私は鬼ではありません」

　サラの言葉に、音羽はきょとんと目を丸くし──

「本当ですか!?」

　驚きと喜びが入り交じった表情で叫ぶや立ち上がる。

「ええ。……とはいえ遅刻までも不問にするわけにはいきません。代わりに課題をいつもより多く出しておきます」

　口角を僅わずかに上げるサラに、音おと羽はは大きく頷うなずいた。

「ありがとうございますっ。課題頑張ります！　いつもの倍でも大丈夫ですっ！」

「そうですか。では希望どおり倍の量を──」

「わわーっ!?　い、今のは言葉のあやですよ──っ!!」

　慌てる音羽に対してサラはティータイムにしましょうと返し、結局は本当に課題の量を倍にしたのだった。







　音羽が写真を撮る理由を知っているのは、《修羅會グラデイエイト》が始まった今でもサラだけだ。

　兄には内緒にしておいて欲しいという希望を受け入れたためだ。

（どちらが気を遣い過ぎているのやら、ですね……）

　再会以降、兄がひどく気を遣っているのがよくわかる──とは音羽の談だ。

　けれど、今以上に心配させないよう自身の苦悩を唯一の家族へ隠す少女もまた、気を遣い過ぎているのではないかとサラは考えた。

（ある意味、よく似た兄きよう妹だいということでしょうね）

　小さく嘆たん息そくした後、サラはそっとタブレットに触れながら願う。

　音羽が、主たる黄金の少女が、その他《修羅會》へ招かれた者たちが誰だれ一人欠けることなく帰還することを。






■第一章『私、知ってたよ』









「音羽……」

　日が暮れ始めてもいまだ意識を失ったままの妹を見つめ、その名を呟つぶやく。

　音羽の体に起きた異変が脳裏から離れない。

　頬ほおに出来たひび割れ──

　あれこそが、《焱ちから》を使うことで命が削られたという証あかしなのだろう。

　けれどその証は、音羽が倒れてからほどなくして跡形もなく消えてしまった。

　まるで悪い夢のように。

（くそっ、どうしてこんなことに……どんなに寝覚めが悪くたって、夢だったら……）

　しかし痕こん跡せきは残らずとも場を包む重苦しい空気が、あれは夢などではなく現実だと告げていた。

「……トール。こちらを」

　顔を上げると、銀色の髪を持つ少女──ユリエが俺に向かってコップを差し出していた。

　受け取ると中には近くの沢で汲くんできた水が入っている。

「水分を摂とった方がいいです。この島は暑いですし」

「ああ、そうだな」












　頷うなずくとコップを受け取り、喉のどを潤うるおす。

　汲くんできたばかりの冷たい水は、心に積もった重い不安を少しだけ流してくれた。

「ありがとな。……それとごめん。敵地の真まっ直ただ中なかだからこそ《絆双刃デユオ》として俺が一緒に水を汲みに行くべきだったのに」

「ナイ。トールは音おと羽はの傍そばに居てあげることが一番大切です」

　言いながらユリエは音羽に目を向け、俺もまたそれに倣ならう。

　視線の先には横になったまま、目を閉じた音羽の姿が変わらずあった。







　アキラとの闘いの後、俺たちは他の闘士団チームが現れる前に島の奥へと向かうことにした。

　浜沿いに続くアスファルトを越えた先は密林となっていて、様々な動物の鳴き声が響いてくる中、傷ついた体を──何よりも音羽を休ませる場所を探し、奥へ奥へと先に進んだ。

　やがて五メートル四方ほど開けた空間──つまり今居るこの場所を見つけ、ようやく腰を下ろした。

　木々からだらんと垂たれ下がった蔦つたや、覆おおい茂しげった熱帯植物に囲まれ、遠目からは空間があることに気付くのは難しいだろう。

　難を言えば海辺と違って風通しが悪く、湿しつ度ども高いため息苦しい。

　それでも意識を失ったままの音羽を抱えて動き回り、敵と遭そう遇ぐうする可能性を考えれば我慢するしかない。

　野営地が決定すると、事前に用意しておいた護陵衛士エトナルク用サバイバルキットなどが入ったバッグからフード付きの外がい套とうを取り出しシート代わりにし、音おと羽はを寝かせて容態を見る。

　すると妹の体を突とつ如じよ襲おそった異変──頬ほおのひび割れは、跡形も無く消えていた。

　戸惑いつつも他に外傷は無いと確認──さすがにこれはみやびたちに任せた──したが、少し熱が出ているようだ。

（くそっ……!!）

　怒りに震え、固く拳こぶしを握る。

　矛先は自分自身に対してだ。

　恐らく音羽は、俺に隠れて《焱ちから》を使いこなすための訓練を行っていた。

　これまで音羽は《焱》を広範囲を灼やき尽くす焱、もしくは爆はぜる焱えん珠じゆとしてしか放てなかった。

　けれどアキラに対して放った焱は、これまで音羽が使ったことのない形状──槍やりを思わせるものであったことを考えると、まず間違いないだろう。

（もっとしっかり音羽のことを見ていれば……）

　後悔先に立たずとはまさにこのこと──

　眉み間けんに皺しわが寄ったところで、強く握った拳の上に銀色の少女の小さな手が重ねられる。

「気持ちはわかりますが、自分を責めないでください」

「……よくわかったな」

「ヤー。トールのその顔は自分自身を責めているときですから」

「さすがは《絆双刃デユオ》ってところか」

「ふん、ユリエじゃなくともわからいでか。貴様は顔に思考が出すぎるからな」

　近くで周囲の様子を窺うかがっていたトラが、こちらに視線だけを向けて呆あきれたように言う。

「それとぐだぐだ考え事をしているくらいなら、少しでも体を休めておくんだな」

　とは言われるも、流石さすがに水みず汲くみや歩ほ哨しよう──見張りを任せてばかりは申し訳無いと立ち上がる。

「見張りは俺がやるから、トラこそ休んでいいぜ」

「……僕たちの話を聞いていなかったのか、このバカモノが」

「話？」

「あのね、透とお流るくん。実は──」

　と、別方向の外の様子を窺っていたみやびが振り返り、小一時間ほど前に話し合った内容について語ってくれる。

　日が暮れ始めた今、何事も起きない限り今夜はこのままここで過ごすとリーリス、橘たちばな、トラの三人で話し合って決めたそうだ。

　夜は交代制で歩哨を立て、今はトラとみやびの時間帯とのことだった。

　ここで初めて気がついたが、橘は負傷した体を少しでも休めるために既に横になっており、その傍そばでリーリスが木に寄り掛かるようにして目を閉じていた。

　歩ほ哨しようは二人一組で、まず最初にトラとみやびが立ち、次いで俺、ユリエ、橘たちばな、リーリスという順に一人ずつ交代をしていくらしい。

《絆双刃デユオ》であるみやびと橘が一緒じゃないのは、負傷を考こう慮りよしてのことだろう。

「こんな状況だが貴様にも役割を果たして貰もらうぞ」

「気を遣わないでくれ。俺一人ぼんやりしてるわけにはいかないって」

　今、俺が音おと羽はのために出来ることは、与えられた役割を果たすことだ。

　この場の安全を保つことが、ひいては音羽の身を護まもることに繋つながる。

「ふんっ、そう思うならとっとと休め。一眠りしたら気持ちも多少は落ち着くだろうしな」

　ぶっきらぼうな物言いの中にトラなりの気遣いがあり、みやびが小さく吹き出した。

　そのみやびは、トラに無言で睨にらまれると慌てて背中を向ける。

「トール、それでは一休みしましょう。……それとも、休む前にぎゅっとしますか？」

「は？」

「気持ちが楽になると思いますので」

「いやいやいや、間に合ってるからっ。おやすみっ」

　慌てて首を左右に振り、即そく座ざにみんなに背を向ける形で横になる。

　無論、狭い空間とあって今の会話はトラやみやびに筒抜けだ。

（冗談でも何でもなく、本気で気遣ってくれてるのはわかるけど……）

　背中に視線が刺さるのを感じつつ、俺はこっそりとため息をつくのだった。







　意識が落ちたことに俺はまったく気付かなかった。

　落ちていくという感覚すら無いまま眠りについていた。

　日中のアキラとの闘いで疲労や負傷をしていたこともあるが、自分で思っていた以上に音羽の件で精神的に参っていたらしい。

　肩を軽く揺さぶられて意識が覚かく醒せいしたとき、辺りはすっかり暗闇に包まれていた。

　音羽も含め、特に変わったことはないようだ。

　こちらの頭が冴さえたところでトラと交代し、緊張に包まれた夜が更ふけていく。

（明かりが使えないってのは不便なもんだな）

　ある程度目が慣なれたとはいえ視界は悪く、昼間とは大違いだ。

　新月も近く、月の光もほとんど頼りにならない。

　とはいえ自分たちの居場所をむざむざ敵に教えてしまう可能性を考慮すると、不便でも明かりを灯ともすわけにもいかないのだ。

　また、夜は多くの動物が活動する時間でもある。

　姿は見えずとも密林には様々な鳴き声が響き、気持ちの安らぐ暇ひまを貰えない。

　緊張が続く見張りは時間以上に長く感じ、けれど幸いにも何事も起こらずに過ぎていく。

　やがてみやびとユリエが交代し、そこからさらに時間が過ぎて橘たちばなと交代して貰もらい、俺は再び眠りにつく。

　次に目が覚めた──と言うより夢ゆめ現うつつといった状態になったのは、トラと橘の会話が耳に入ったときだった。

「橘、見張りを変わろう」

「しかし君は既に──」

「構わん、十分に休ませて貰った。今は僕より自分が少しでも復調することを考えろ」

「……すまない、感謝する」

「なかなか紳士じゃない。まあ紳士って言うには普段がちょっと口うるさい──」

「黙って見張りをしていろ」

「つれないわね」

「間違っても大声でケンカなどしないよう頼むぞ、二人とも」

　リーリスにバッサリと切り返すトラ。

　橘はそんな二人へ苦笑気味に戒いましめてから横になる。

　それからどれほどの時間が過ぎただろうか。

「明後日までだけど──」「いつ使えば──」「あたしがギリギリまで──」「醜しゆう態たいを晒さらすことに──」「同時に役立たずになるわけにも──」

　再び夢と現実の狭間はざまに意識が戻ったのは、トラとリーリスの会話が聞こえたためだ。

　とはいえ、意識は途切れ途切れでどんな話かさっぱりなのだが。

（……ケンカ、してないなら……いいか……）

　ぼんやりと考え、俺はすぐに夢の世界へと逆戻りしたのだった。







　目を覚ますと緊張に満ちた夜は終わりを告げ、朝焼けで星の光はほぼ消えかけていた。

《修羅會グラデイエイト》二日目の始まりだ。

　音おと羽はは相変わらず目を覚まさないが、それでも昨日と比べて熱は収まってきているのは不幸中の幸いというやつだろう。

　俺はと言うとユリエと二人で沢へ水を汲くみに向かったのだが、幸い何事も起こることはなく野営地に戻ることが出来た。

「大丈夫だっただろうな？」

　戻った俺に、トラが見張りを続けながら訊たずねてくる。

「念のため迂う回かいした後しばらく繁しげみで待機したけど、特に変わった様子はなかったぜ」

　見張りを続けたまま訊ねてきたトラへ、野営地に敵を引き連れてこないよう注意を払ってきた旨むねを伝える。

「ふん、どうやら教科書どおり、すべきことはしてきたようだな」

　敵地における行動の一つとして、授業で教わったのだ──とユリエが言っていた。

　尚なお、俺は寝ていたので憶おぼえていない。

「……とはいえ、《６６６やつら》にここが筒抜けということに変わりはない。注意するに越したことはないがな」

　俺たちが乗ってきた船にいた賓客たち──《修羅會グラデイエイト》の観客に闘いを見せるため、島内には様々な場所にカメラが設置されている。

　少し離れた木──この野営地が見える位置にも設置されているのは確認済みだ。

　つまりトラの言うとおり、俺たちの居場所は観客はもちろんのこと、主催の《６６６ザ・ビースト》にも当然筒抜けになっているわけだ。

　とはいえ、今のところ俺たちの居場所を他の闘士団チームに教えるといった不正は行われている様子は無い。

　主催側としては、そのような行為は決して行わないと《第一圜カイナ》──クロヴィスは一昨日全参加者の前で公言したが、それでも注意を怠おこたらない方がいいことに変わりはない。

「みやび、水飲むか？」

「あ、うん。ありがとう」

　トラとのやり取りを終えると、音おと羽はの様子を見ていてくれたみやびへ声を掛ける。

　汲くんできた水を携帯ボトル型浄水器──これもサバイバルキットの一つ──からコップへ移して手渡すと、みやびは喉のどを潤うるおした。

「ありがとう、か……。それはこっちのセリフだけどな」

「ううん、様子を見てるくらいしかしてないし……」

「音羽のことに限った話じゃないさ。傷の手当てもしてもらったし、みやびが事前にいろいろ用意してくれてたおかげで随分と助かってるしさ」

《位階レベル》が俺たちよりも劣るみやびは、《修羅會》参加に向けて彼女なりに様々な準備をしてきていた。

　日々の訓練に加えて怪け我がの処置を授業で習った以上に勉強したり、任務でサバイバル経験がある護陵衛士エトナルクに指導を受けたりと、戦闘にばかり意識が向いていた俺たちとは違う形で今回の闘いに臨いどんできている。

　例のサバイバルキットも文字通りの荷物にならないよう、みやびが厳げん選せんしてくれた。

　それら下準備の甲か斐いもあって昨日の野営準備は彼女中心に行ったり、怪我の応急処置もして貰もらったりととても助かっている。

　そういったみやびなりの闘い方に、感謝の言葉が出てくるのも当然のことだろう。

「わたしはみんなと違って強くないから、サポートで頑張れればってだけだよ」

「強さなんてそれぞれさ。俺には出来ない闘い方をしているみやびは強いと思うぜ」

　笑みながら言うと、何な故ぜか顔を逸そらされてしまう。

　その横顔は少し頬ほおが染まっていて、照れくさかったのだろうと気付いた。

「……不意打ちはずるいよ、透とお流るくん」

（不意打ちってなんだ？）

　俺も水分補給をしておこうとコップに水を注ぎつつ、内心首を傾かしげる。

「も、もう少し水を貰もらえるかな？　音おと羽はちゃんの布を冷たいのに替えてあげないと……」

　みやびにボトルを渡すと、彼女は手にした布に水を少々かけてから軽く絞り、音羽の額ひたいにそっと乗せた直後──場の空気が一変した。

「ん……つめ、た……」

「「──っ!!」」

　ひんやりとした布に、音羽が反応をしたのだ。

「う……んん……」

　小さくうめく声とともに、表情が強こわ張ばる。

「音羽……音羽っ……!!」

　二度、三度と呼び掛けると、音羽は僅わずかに瞳ひとみを開き、俺を見た。

「あ……お兄、ちゃん……。あ、れ……？　私……おんぶ、してもらってんじゃ……？」

　意識を失う辺りの記憶があやふやなのだろう。

　自身の置かれた状況を掴つかめず、音羽はぼんやりとした表情のまま呟つぶやいた後──

「──っ!!　お兄ちゃん、怪け我がは!?　大丈──」

　突然、音羽は勢いよく体を起こす。

　けれどすべてを言い切るよりも早く、その体がふらつく。

　ぐらりと傾いた体を支え、そのまま腕の内に抱き締める。

「あ……。お兄、ちゃん……？」

「バカ、急に起き上がったりしたらダメだろ……。一晩意識を失ってたんだぞ、お前……」

「え……？」

「だけどお前のおかげで助かった。俺も、他の誰だれも大した怪我はしていない。ありがとな」

　音羽が気絶する前にも伝えたことだが、憶おぼえていない様子のため改めて無事だと伝える。

「そっか……。よかった……」

　安あん堵どの籠こもった声が腕の中から聞こえてくる。

　出来ればこのままここでゆっくりと休ませてやりたいが、そうもいかない事情があった。

　音羽を解放し、その小さな肩に手を乗せるとまっすぐに視線を向け、俺は告げる。

　それは何よりも優先となる、知るべき事実を伝えておくことだった。

「でもな、音羽。もうあの《焱ちから》は使わないでくれ。あれは──」

　口にするには躊躇ためらいがある。

　けれど俺が最初に伝えなかったために、音羽は知らずに《焱》を使ってしまった。

　余計な不安を煽あおらないようにという配はい慮りよは完全に裏目に出てしまった。

　だからこそ、真実を告げなければならない。

「あの《焱》はお前の命を削る──使えば使うほどだ」

　突然に告げられた残酷な事実に音羽は勿もち論ろんのこと、俺たちを注視していた場のみんなが静まり返る。

「ごめんな。俺が最初に言ってればこんなことに──」

「ううん──私、知ってたよ……」

「知って、いた……？」

「うん、知ってた。だから、お兄ちゃんのせいじゃないよ」

　音おと羽はが申し訳なさそうに笑む。

　このとき俺は、音羽が《焱ちから》を使うリスクについての真実をいったいいつ知ったのだろうかと疑問を持つ間も無く叱りつける。

「バカっ！　知っててどうして……!!」

　音羽は視線を落とし、しばし間を置いた後に再び俺を見つめて言った。

「……お兄ちゃんも私と同じ立場だったら、きっと《焱》を使ったんじゃないかな？」

「──っ!!　それは……」

　返す言葉が無かった。

　たとえ命を削るとわかっていても、きっと《焱》を使っただろうから。

「ごめんね、意地悪な答え方をしちゃって。でも、お兄ちゃんや皆さんに迷惑を掛けちゃった今でも、大きな怪け我がが無くてよかったって思ってるよ」

　改めて向けられた申し訳なさそうで、それでいてどこか満足そうな笑みに胸が張り裂さけそうな思いに囚とらわれる。

　囚われつつも、俺は首を横に振った。

「お兄ちゃん……？」

「怪我はいずれ治る……。だけど、失われた命は戻らない。今、お前の身に起きている奇跡も二度は起こらないと俺は思っている。だからもっと自分の命を大切にしてくれ」

　同じ立場だったら同じように《焱》を使っただろうという考えに目を瞑つむり、俺は自分の望みを口にする。

　何よりも強く願い、叶かなった奇跡の今が長く続いて欲しいからこそ。

「ごめんね。でも、さっきも言ったけどお兄ちゃんが私と同じ──」

「俺は！」

　強い声に遮さえぎられ、小さな体がびくりと震える。

「俺のためにお前が命を落とすなんて、もう二度とあって欲しくないんだ……。あんな思い、二度としたくない……。だから音羽、頼むから……」

「お兄ちゃん……」

「……残された者は心に深く傷を負います。それこそ、長くいつまでも癒いえない傷を」

　ここまで黙って見守っていたユリエが、音羽の傍そばに両膝を突く。

「だからこそトールは必ず生き抜いてくれます。残された者の辛つらさをあなたに抱えさせないためにも──絶対に」

「ユリエさん……」

　ユリエもまた、残された者の辛さを知っている。

　音おと羽ははその事実を知らないまでも、銀色の少女が口にした言葉の重みを感じ取っているように見えた。

「私もあなたに同じ想おもいを抱えさせたくありません。ですから、今度こそトールは私が護まもることをここに誓ちかいます」

「あら、ユリエだけに任せておけないわ。未来の旦那様はこのあたしが護るわ」

「ふん、状況によっては僕も護ってやる。安心するんだな、音羽」

「《門鎖織インハリツト・リネージユ》を得た今ならば、私でも九ここの重えを護れるはずだ」

「……どうして俺がピンチになることを前提で話してるんだ」

　ユリエを皮切りに、みんなが次々と口を開き、俺のぼやきにみやびがくすりと笑う。

「だって透とお流るくんってば自分のことを顧かえりみないで誰だれかを助けようとしてばかりでしょ。だからこそ、そんな透流くんの力になりたいんじゃないかなって。わたしは護るって言えるほど強くないけど、それでもそう思うよ」

　みやびの言葉に、みんなの頷うなずきが返ってくる。

　もっともトラだけは「見ていて危なっかしいバカモノだからな」といった返しだったが。

　俺はみんなを見回した後、改めて音羽をまっすぐに見つめて言う。

「俺は死なない。みんなも力になってくれる。俺を──俺たちを信じてくれ」

　じっと俺を見つめ返していた音羽が、胸元に手を当てる。

「ごめんなさい、お兄ちゃん。私、信じるね」

「それじゃあ──」

「うん、もう《焱ちから》は使わないようにする。約束するね」

　聞きたかった言葉が聞けた。

　妹の口にした約束に、俺はようやく口くち許もとに笑みが浮かぶ。

「皆さん、お兄ちゃんをよろしくお願いしますっ。信じてますからっ」

「俺からも頼む。みんな、俺をよろしく頼む──って、俺を信じたんじゃないのかよっ!?」

　音羽に倣ならってみんなに頭を下げかけたところでツッコんだ俺を待っていたのは、音羽の笑顔だった。

　直後、周囲からも笑いが零こぼれ、俺たちは重苦しい空気から解き放たれた。

　けれどこの明るい時間は後に待ち受ける嵐あらしの前の静けさであったのだと、まだ誰一人として知る由は無かった。





　　　　◇






　黒衣の少女と護衛の青年が招かれた部屋へ訪れると、室内で待ち受けていた軍服を身に纏まとう青年が恭うやうやしく頭を下げる。

「お招き頂き光栄ですわ、《颶煉の裁者テンペスト・ジヤツジス》様」

　漆黒の衣装ゴシツクドレスを摘つまんで持ちあげ、朔さく夜やは返礼をした。

《七曜レイン》二人の邂かい逅こうの場は、黒衣の少女や透とお流るたちが乗ってきたクルーズ船ではない。

《颶煉の裁者テンペスト・ジヤツジス》──クロヴィスの有する軍ぐん艦かんであった。

「クルーズ船あちらでは君の生徒たちばかりを追うわけにもいかないのでね」

「お心遣いに感謝致しますわ」

　黒衣の少女はくすりと微笑みつつ、用意された席へ腰を沈める。

　透流たちが乗ってきた船のシアタールームでは、《修羅會グラデイエイト》の中継が行われている。

　それらはメインモニターとサブモニターに流され、当然ながら戦闘の中継が最優先だ。

　次いで優先されるのは闘士団チームが接近したときであり、戦闘を行っていない各チームの様子は数あるサブモニターの内一つに中継されるだけと優先度が低い。

　戦闘が発生していないときであっても、メインモニターには既に決着がついた戦闘の録画画像や以前の《修羅會》の映像が流されているのだが、朔さく夜やには何の興味も湧かない。

　だからこそクロヴィスは朔夜を自艦へと招待したのである。

「それにしても、このような艦かんをお持ちでしたとは……」

　迎えのヘリ内から目にした艦の姿を思い出し、少女は驚きよう嘆たんの意を口にする。

　少女と同様に腰を下ろした軍服の青年は、口くち許もとへ僅わずかに笑みを浮かべた。

「少しは驚かせることが出来たかね」

「ええ、とても。無論、世辞など無しに」

「ならば彼も少しばかりは浮かばれるだろう」

「……彼、とは？」

　問いへ返って来た答えは、朔夜の知っている人物の名だった。

「《装鋼の技師エクイプメント・スミス》──エドワード＝ウォーカー。この艦は彼の遺のこした最後の作品だ」

「あの方の……。流石さすが、と口にすれば尚なおお喜びになられるでしょうか」

「満足げな笑みを浮かべ、どれほどの性能であるかをとくとくと語ってくれたであろうよ」

　その姿は想像に難くなく、朔夜はくすくすと笑うがそれも短い間のことだ。

　透流たちの野営地に近づく集団がモニターに映し出されたからだ。

「どうやら始まるようだ。君の作品がこの《修羅會》でどれほどの活躍を見せるか、私も楽しませて貰もらうとしよう」

　朔夜はクロヴィスともどもメインモニターへ顔を向ける。

　画面には透流たちが敵の接近を察知し、野営地から打って出る姿が映し出されていた。

（死線を潜くぐり抜ぬけ、より強き魂を……。そのときこそ貴方あなた達たちは更なる領域へと至り、新たなる《力》に覚め醒ざめて頂きますわ）

《魔女デアボリカ》は薄い笑みを浮かべる。

　その手の内にある特殊噴射式注射ジエツトインジエクターを弄もてあそびながら。






■第二章『おはようのキスを』









《修羅會グラデイエイト》は二日目の夕刻を迎え、俺たちは一晩を過ごした野営地を離れていた。

　昼過ぎに敵の襲撃があったため、離れざるを得なかったというのが本当のところだが。

　原因は、運営が昼に島内各所へ投下した物資にある。

　一昨日行われた《第四圜ジユデツカ》のメドラウト、そして《第一圜カイナ》のクロヴィスとの会見の際、《修羅會》では日に一度、食料と島の白地図を投下すると聞かされた。

　随分と優しい心遣いをしてくれるものだとトラや他闘士団チームの参加者数人が皮肉るも、クロヴィスは『観客は君達たちのキャンプ姿を観に来ているわけではないのでね』と笑った。

　とはいえ物資投下は別の一面も持っている。

　何日続くかわからない状況下において、食糧の確保は非常に重要だ。

　故ゆえに手に入れようと降下地点へ向かうとなれば、同様に食料目当ての敵と遭そう遇ぐうする可能性が飛ひ躍やく的に高くなる。

　もちろん、投下物資を餌えさとして罠わなを掛けることも可能だ。

　今回の場合、その罠に俺たちは掛かってしまったのだ──と状況から察するに思う。

　食料を手に入れて野営地に戻ってから、さほど間もなく襲撃されたからだ。

　敵は会見中に見かけた軍隊崩くずれの連中だった。

　もっともリーリスがいち早く接近に気づいたおかげで、後手を踏むことなく対処出来たために手傷を少々負った程度で勝利を収めることが出来たのだが。

　けれど戦闘を終えるや野営地を捨てて移動せざるを得なかった。

　銃声や手しゆ榴りゆう弾だんの爆発など戦闘音が響き渡ったこともあるが、一番の問題は投下された食料とともに入っていた一枚の白地図が原因だ。

　会見で聞かされなかったが、地図には各チームの現在地が記されていた。

　つまり投下物資を手にしたチームには、俺たちの居場所が筒抜けということになる。

　そのため襲撃が無かったとしても、移動する以外なかったのである。

　可能な限り隠れてやり過ごそうという手は使わせないという意図だろう。

　そして今、新たな野営地を求めていると、厚く灰色の雲から雨粒が落ちてきた。

　ぽつりぽつりと思ったのも束つかの間ま、一気に雨足が強くなる。

　急激な天候変化スコール──俺たちの感覚で言うならゲリラ豪雨が近いだろうか。

　密林の内にあっても尚なお激しく、周囲からは雨音以外何も聞こえなくなる。

　羽は織おっているフード付き外がい套とうは防水性だが、豪雨の中で行軍を続けるのは好ましくない。

　しかし幸いにも降り始めてさほど間を置かず、根もとに空洞がある巨木を発見する。

　ここで俺とみやびは外で入口の偽装を、トラと橘たちばなは周辺の見回りを、残りの面々は中で食事の準備や休息を取ることにした。

　みやびの指示で木や繁しげみを拾ったり引っこ抜いたりしてくると、彼女は手際よく入口を上手に隠していく。

　その慣なれた手並みは、力量が劣る分はサポートで頑張ると誓ちかって努力してきた証あかしだった。

　ほどなくして偽装を終えると俺たちも中に入る。

「狭いな……。けど贅ぜい沢たく言える状況でも無いよな」

「そうだね。でも雨が凌しのげるだけいいんじゃないかなって」

「ははっ、確かにそうだな」

　空洞は少し頭を低くしないと入れない高さで、横幅は二メートル強、奥行きは四メートルほどといったところか。

　雨が地表を流れて入り込んで来てはいるものの、低い方向に流れて行っているので水が溜たまるといった心配は無さそうだ。

「足元がごつごつしてるから気を付けてね、お兄ちゃん」

　洞内は大小様々な石がごろごろと転がっているため、横になって休めそうにない。

「過ごしやすさはどうだ？」

「私は全然大丈夫だよ。でも長く座ってたらお尻が痛くなっちゃうかも……？」

「お尻が気になるならここに座れば大丈夫よ、音おと羽は」

　音羽の隣に座るリーリスが、ぽんと自身の太ももを叩たたく。

「それはさすがに申し訳無いですよ。だから気持ちだけ受け取っておきますね」

「あら、気にしなくていいのよ？　将しようを射いんと欲ほつすればまず馬を射よって言うじゃない♪」

（小をｉｎと干せばまず馬を……？）

　何な故ぜかこちらにウインクを送ってくるリーリスに、俺は内心首を捻ひねっていた。

「……おかしいわね。ここで透とお流るからのツッコミが入って話が弾はずむ流れのはずなんだけど……」

「お兄ちゃんの勉強嫌いを甘く見ちゃだめですよ。たぶん今のことわざの意味が分かってませんから……」

　何故かジト目になる二人に、俺は自分が何をしたのだろうと内心で再び首を捻った。

　──が、すぐにその思考は腹の虫が鳴いたために中断される。

　思い返せば昼食を摂とる前に襲撃されたのだから、空腹も当然だ。

「腹へった……。肉が食いたい……」

　力無く呟つぶやく俺に、ユリエが耳を疑うようなことを言った。

「お肉ならあります」

　そんな馬鹿なと銀色の少女を見ると、紛うかたなく揚げたチキンを手にしていた。

「肉!?」

「物資に入っていました。まだほんのり温かいですので作りたてだったのかもしれません」

「本当か!?　てっきり糧食レーシヨンが入っているとばかり思ってたのに……」

　俺の疑問にリーリスが推測を述べてくる。

「おそらくだけど、わざと保存食にしなかったんじゃないかしら。食べる量を調節すれば、毎日危険を冒して物資を拾いに行く必要がなくなるもの。他のチームと鉢合わせる危険性の少ない数日前の物資を取りに行ったりとかね」

　確かに日持ちしそうにないものばかりだなと、他の食料も見ながらに納得する。

「なるほどな。それよりも腹が減って死にそうだし頂くと──」

「お兄ちゃん、食べる前に手の汚れを落としなさい」

「うぐ……」

　入口の偽装を行ったため、俺の手は土でかなり汚れていた。

　落とすには一分も掛からないが、それでも泣く泣く肉を（一時的に）諦めかけると──

「このままどうぞ」

　俺の心情を察したユリエが肉をこちらに差し出してくれる。

「ありがとな、ユリエ」

「ヤー♪」

　ありがたく頂くことにし、半分ほどをがぶりと一口でいく。

「美味い、美味すぎる……」

　肉が語りかけてくるような美味さに感動する。

　作りたてはもっと美味かったのだろうが、状況を考えるにそれは贅ぜい沢たくと言うものだ。

　そして二口目でユリエの手から肉が消える。

「ありがとな、ユリエ」

　ちょっぴり満たされたので、雨水で手の汚れを落としてこようと腰を上げるも──

　何やら視線を感じて振り返ると、さっきと同じく音おと羽はとリーリス、加えて今度はみやびまでがジト目を向けてきていた。

「ど、どうかしたのか……？」

「どうもこうも、みんなの前で堂々といちゃいちゃされると反応に困るんだけどな……」

「い、いや、別にいちゃついてたとかじゃなくて、肉を早く食べたくて思わずだな……」

　音羽にユリエとの行為について指摘され、視線の意味を理解して狼狽うろたえている最中、周辺の様子を窺うかがってきたトラと橘たちばなが戻ってきた。

「ざっと見回った限りでは、敵が潜んでいる様子は無さそうだ」

「先ほどトラとも話をしたのだが、今日はここを野営地にすべきだと思う」

　時刻と天候を考えれば異論は無く、他のみんなも了りよう承しようする。

「見回りお疲れさん。二人とも中へ入って休んでくれ」

　入れ替わりに俺とみやびが洞の外で歩ほ哨しように立つと伝える。

「くれぐれも騒がんようにな」「ではしばし休ませて貰もらうとしよう」

　まずトラが、続いて橘が洞に入って外がい套とうを脱いだのだが──

「──っ！　た、橘、服……！」

　外套の下の制服がかなり濡ぬれていたため、俺は思わず指差してしまう。

「ああ、これか。先の闘いで外套を羽は織おったままだったからな。少々傷ついて穴が、な」

「そうだったのか──って、いやいやいや、それは災難だったけどそうじゃなくてっ」

　俺は顔を逸そらしつつ彼女の上着を指す。

「……だから透けてるんだって」

「透すけ……？」

　ぼそりと告げると、橘たちばなは自身の体に視線を動かし──ようやく気付いて大きく息を呑のむ。

　濡ぬれた制服のシャツが吸い付くように胸の膨ふくらみに密着し、うっすらとだが肌の色と暗色系の下着を透けさせていたことに。

　ぱくぱくと口を動かしつつ、橘の顔は見る間に赤く染まっていき──

「わ、わわっ……私の──ふらっ、ふごごっ、んぉおおっ!?」

　絶ぜつ叫きようが発せられる寸前、俺は橘の口を手で塞ふさぐ。

「もがががっ!?」

「しーっ、静かに！」

　言葉だけに留とどまらず、自分の口先に指を立て叫ぶのはまずいと伝える。

　橘に俺の言葉は届き、すぐに我に返って頷うなずいてくれた。

（いくら豪雨とはいえ、絶叫がどこまで届くかはわからないからな……）

　咄とつ嗟さとはいえ我ながらナイス反応だったと思う──ここまでは。

「あ、あの、透とお流るくん。いいい、いま巴ともえちゃんと何をしてたのかなって……」

　少し震えるような声で訊きいてきたみやびは、どこか平静ではない様子が見て取れる。

「……何って、橘の口を塞いだことか？」

「塞っ!?　そそそれってつまり、その、やっぱり、キキキ、キス、したってこと……？」

「「「キス!?」」」

　みやびの発言に数人の声がハモった。

「ちょ、ちょっと透流。聞き捨てならない単語が聞こえたんだけど？」

「こんなときに不ふ謹きん慎しんだよ、お兄ちゃん──じゃなくて、巴さんのことが好きだったの!?」

「……トールは巴のことが好きなのですか？」

「いやいやいや、どうしてそういう話に──」

　と途中まで言い掛けるも、さっきの体勢が背後から見れば言われたとおりだと気付く。

　橘に（静かにと伝える仕草を見せるために）顔を近づけ、口を（手で）塞いだ。

「違う、違うんだ──っ」

　慌てふためき、俺はみんなの想像を否定する。

　誤解が解けるまでの束つかの間ま、俺たちは日常に還かえったかのような賑にぎやかな刻ときを過ごした。







　雨はほどなくして止やみ、やがて夜の帳とばりが落ちる。

　夕食を済ませてしばらくすると、歩ほ哨しように立つユリエとみやび以外の面々は身を寄せ合うようにして就寝した。

　無論、俺とトラは個々で眠りについたわけだが。

　やがて夜半を迎え、交代の時刻になると俺は眠い目を擦りながら洞を抜け出す。

　入口は倒木や繁しげみで偽装してあるため、歩ほ哨しように立つ位置は僅わずかだが離れた場所となる。

　見張り中のユリエと橘たちばなに声を掛け、俺の意識が完全に覚かく醒せいするまで三人で過ごす。

　ほどなくしてユリエは洞内に戻り、歩哨は俺と橘の二人だけとなった。

　歩哨に立つ際は目立たないよう暗色の外がい套とうを羽は織おっているため、これが地味に暑いのだが、雨が降ったおかげで昨晩よりも遥はるかに過ごしやすい。

「体の調子はどうだ？」

「昼間、キミが見たとおりだ。十分に動けるくらいには回復しているよ」

　すべてを見ていたわけではないが、日中の襲撃時に橘は敵を一人打ち倒していた。

「まあ、それならいいけど──ヤバイときは遠慮なく頼ってくれよな」

「そのときはお言葉に甘えさせて貰もらおう。もっともキミが厳しい状況の際は、私を頼って貰えると嬉うれしいのだがな」

「わかってるって。前にも言われたしな」

「ふふっ、そうだったな。だがあのときより多少なりともキミの力になれるとは思うが」

　小さく笑いながら、橘は自信をのぞかせる。

「《門鎖織インハリツト・リネージユ》、か。聞くタイミングが無かったから今さらになるけど、あれって橘家の先祖の力を使うことが出来るで合ってるんだよな？」

　アキラとの闘いで橘が告げたことを思い出しながら訊きく。

「うむ。《門鎖織》を纏まとうことで橘の先人が研けん鑽さんして得た技術、磨みがき鍛えた身体能力を扱えるようになる──それが私の能力だ。もっとも借り受けている《力》であるから、今以上に強くなるには私自身が先人を超える他無いのだがな」

「なるほど……。しかしすごいな、橘流は。まさか《超えし者イクシード》や《獣魔ヴイルゾア》と肩を並べる《力》を手にした人がいたなんてな」

「ははっ、橘は七百年の歴史があるのでな。達人と称される者も多く輩出しているのだよ」

「七百年って……。えーっと、平安時代くらいか？」

「間違えるにしてもそこはせめて鎌倉時代だろうに……。《修羅會グラデイエイト》が終わったら、その辺りについてもう少し勉強をした方を──いや、せっかくだから私が教えようではないか。無論、キミが勉強を好んでいないことは分かっているが、それでも様々な流派の歴史を学ぶ内に自然と興味を──」

「そ、そう言えばあの技が特にすごかったな」

　なし崩くずし的に約束となりそうだったため、慌てて話題を変えようとして──地雷を踏む。

「ほら、アキラを倒した鳳ほう凰おう──あ……」

「気にすることは無い。晶あきら兄さんとは既に決別したのだからな」

　そう橘は口にするものの、明らかにこれまでとは口調が変わっていた。

「悪い……」

「気にしないでくれと言っているだろうに。兄さんは橘を捨て、道を外れて我々の前に立ちはだかった敵なのだから」

「そうは言っても、簡単に気持ちを切り捨てられるものじゃないだろ。だから──ごめん」

　〇ゼロか百のどちらかと極端に感情を切り替えることは難しい。

　相手との関わりが深ければ深いほど、単純なものじゃない。

　──俺自身がそうであるから。

「気を遣わせてしまってすまない」

「元はと言えば俺が話に出したことだからさ。橘たちばなが謝ることなんて何一つ無いって」

「そうか……」

　そのまましばらく無言の刻ときが続く。

　どれほどの時間が過ぎただろうか。

「……愛とはどのような感情なのだろうな」

　静かな声で、橘が疑問を口にする。

　昨日の闘いの中で交わされた会話を思い出してのものに違いない。

　橘を強く想おもうが故ゆえに道を誤あやまり、外れてしまったあの男との会話を。

「晶あきら兄さんは私を愛していると言った。愛──あの人に道を誤らせるほどの強い感情が、どれほど身を焦がすものであるのか私にはわからない。私が知っている愛とは家族や師弟としてのものであり、異性に対する想いと言うのは物語の中だけであったから……」

「……意外だな」

「い、意外とはどういう意味だ。自慢ではないが、私はいまだ初恋の経験が無いのだぞ」












「あ、そういう意味じゃなくて、橘たちばなでも恋愛物の小説を読んだりするのかってな」

　偏見かとは思うが橘がマンガを読んだりドラマを見たりするという姿は想像出来ず、となれば小説だろうと絞る。

「ははっ、ああいった話はどうにも苦手でな。もっぱら時代物や推理物だよ」

　そういった類たぐいの中に出てくる愛という感情は物語を大きく動かすようなものがほとんどで、脚色された感情だとばかり思っていたのだと橘は言う。

　だからこそ自分へ向けられた愛について、それも人生を歪ゆがませることになった感情について考えるところがあるのだろう。

「愛、か……」

　改めて口にすると妙に気恥ずかしい。

　けれど橘の置かれた状況を考えるに、真しん摯しな答えを返すべきだと思った。

　俺も橘と同じく誰だれかを好きになったことが無い。

　経験から答えは出せないまでも、ふと浮かぶものがあった。

「好きな人の幸せを望む──ってのが俺はしっくりくるかな」

　どこかで聞いた憶おぼえがある言葉だが、そのときは愛という認識は無かったように思える。

「橘を好きだからこそ自分が幸せにしたい──それがアキラあいつの想おもい方だったのかもな」

　けれどその想いは様々な状況の中で歪み、最後はあんな形になってしまった。

「それがキミなりの解釈か……。ふふっ、参考になる」

「ははっ、前にどこかで聞いたことの受け売りなんだけどな」

「ふむ。だがそれでも私もしっくりと来たことに変わりない。答えてくれて感謝するぞ」

「どういたしましてだな。それと──無事だといいな、あの人」

「……うむ」

　敵だった相手の心配をするというのもおかしな気はする。

　だがそれでも俺たちは無事を願う。

　生きていれば、いつか再び正しい道に戻れる可能性もあるのだから。

《修羅會グラデイエイト》の敗者──死亡、もしくは戦闘不能となって主催側に敗者と認定された者は、闘う権利を失う。

　戦闘不能となって敗者の烙印を押された者は運営側が回収をするとのことだが、到着まで生きていられるかどうかは運次第とのことだ。

　無論、意識を取り戻していれば抵抗することも可能だろうが、ダメージを負った体でどこまでやれるかはそいつ次第となるだろう。

　敗者を襲おそう利は、島内で一人殺すごとに十万ドルもの大金が手に入るという規定ルールにある。

　もっとも襲撃者を撃退したとしても、敗者には何も与えられることはないのだが。

「晶あきら兄さん……」

　無意識の内にだろう、橘がぽそりと呟つぶやく。

　アキラを倒したのは俺たちだ。

　敵として対たい峙じしたのだから当然だが、それでも今はアキラの無事を祈る。

　酷ひどく皮肉な話だ。

（それにしても──）

　先刻までの会話の中で、自分自身が口にした言葉を思い返す。

　幸せになって貰もらいたい──

（どこで聞いたんだっけかな？　つい最近だったような──そうか、音おと羽はの宿題か！）

『きちんと考えて。お兄ちゃんが幸せになって貰いたい人のことを』

　クルーズ船で過ごした最後の夜、音羽に訊きかれたことだ。

　あのとき、俺は答えなかった。

　そう、答えられなかったわけじゃない。

　一人の女の子を思い浮かべていた。

　その子の名を告げなかったのは、話の流れから音羽に誤解をされたくなかったからだ。

　ユリエ＝シグトゥーナ。

　口数が多くなく感情もほとんど露あらわにしない物静かな彼女だが、その実とても寂さびしがりで、甘えたがりで、少し天然で、けれどとても優しい心根を持つ女の子だ。

　そして──殺された父の仇かたきを討うつことを望んでいる。

　だが俺は、ユリエにその道を歩んで欲しくない。

　普通の女の子としての幸せを掴つかんで欲しいと、そのためになら俺が代わりに傷つくことも厭いとわないと思っている。

（ん？　あれ……？）

　改めて音羽の宿題を、ユリエのことを思い浮かべ、ふと疑問が浮かんだ。

　ここまでの、愛とは何かという話と繋つながったことで。

　好きな人の幸せを望むこと──俺が一番しっくり来る愛というものの考え方だ。

　そして俺には今、幸せになって貰いたい女の子がいる。

（も、もしかして俺……ユリエのことを……。いやいやいや、待て、ちょっと待て！　ユリエへの感情はそういうものじゃないだろっ!!　そ、そりゃあ女の子として意識したことは数え切れないほどあるけど、でも、いや、うぇええええっっ!?）

　心臓は全力疾しつ走そうをしたかのように激しく脈打ち、顔は火が出るかのように熱い。

　そんなはずは、と思う。

　もしかして、とも思う。

（そ、そもそも幸せを願うことがイコールそれってわけでもないしっ）

　とは思うも、自分自身の感情であるのに結論が導みちびき出せない。

　好意を持っていることくらい自覚している。

　けれどそれは絆きずなを誓ちかい合った仲間としてのものであり、さすがに恋愛感情とするには飛ひ躍やくし過ぎに思うも──

　ここでさらに記憶の底から甦よみがえる言葉があった。

　かつてさかきと対たい峙じした際、あいつが俺とユリエの関係性を称したものだった。

『君が得た《力》──愛、だね』

（違う……!!）

　あのときと同じく、俺はの言葉を否定する。

（俺たちの絆きずなは信頼を積み重ねてきたものだ！　お前の言うとおりのはずがあるものか!!）

　音おと羽はの苦境を作りだした元凶たるあいつの言葉なんて、絶対に認めたくない。

　認められるはずがない。

（よりにもよって、どうしてのことを思い出すんだ……）

　直前までの狼ろう狽ばいや動揺は消え、いつの間にか拳こぶしを強く固めていた。

（落ち着かないと。今は《修羅會グラデイエイト》を乗り切ることに集中するんだ）

　力を抜き、心を落ち着けるように息を長く吐く。

　そこへ幸運にも、橘たちばなが空気を変える話題を振ってきた。

「九ここの重え。先ほどの発言についてだが……」

　何だろうかと思っていると、橘はこほんと咳せき払ばらいをしてから改めて口を開く。

　それも何だか言いい辛づらそうに。

「う、うむ……。ま、まあなんだ。私の……は、初恋がまだだという話は、周りには言わないで貰もらいたいのだ」

「なんだ、そんなことか」

「そんなこととはなんだ。私にとっては割と重要なのだぞ……」

　普段の凛り々りしさはどこに行ったのやら。

　妙に弱々しい橘の口調は俺の笑いを誘さそい、おかげで先刻までのささくれだった心がかなり穏やかなものへと変わる。

「別に構わないけど、これまで誰だれかとそういう話ってしたことないのか？」

「したことはあるのだが、そのときは申し訳無いが誤ご魔ま化かさせてもらったのだよ」

　曰いわく、想おもいを告げる前に転校したという話で誤魔化したそうだが、何百年も続くような武門の家に生まれてるのに引っ越しは無いだろうと内心でツッコむ。

「……キ、キミはどう思う？　この歳としで初恋がまだと言うのはやはり遅いのだろうか？」

「うーん、確かにちょっと遅いかもしれないけど、そんなの人それぞれだと思うぜ──とか言ってる俺も、まだ誰かを好きになったことなんて無いけどな」

　多少でも橘の気が楽になればと、異性の違いはあれど俺もそうだと教えて返す。

「キミもそうだったのか。ははっ、仲間が居ると思うとほっとした気持ちになるものだ」

「まあ、いつかは好きになる相手と出で逢あえるさ。そのときは応援するぜ」

　どんと胸を叩たたき、宣言する。

　もっとも、俺の応援なんて必要無い気もするが。

　少々頭が硬いところはあるが、橘は魅力的な女の子なのだから。

　だが──何な故ぜか橘からの返事が無い。

「橘たちばな？」

「あ、すまない。急に息苦しさを感じてな……」

　心配ではあるが、まさか胸を覗のぞき込こむわけにもいかない。

「無理するなよ。気付いてなかったダメージが残ってるのかもしれないし」

「う、うむ……。注意、しよう……」

　幸いにも、その後に橘が息苦しさを感じることは無く、夜は更ふけていく。

　やがて橘がトラと、それからさらに間を置いて俺はリーリスと見張りを交代した。

　その後、就寝直前にちょっとした問題が発生するも、他のみんなからすると平穏無事に二日目の夜は終わりを告げた。







　三日目の朝は眠くて目を開けるのが億おつ劫くうだった。

　理由は昨夜のちょっとした問題にある。

　洞に戻って寝ようとしたところで、隣で休んでいたユリエが俺の肩に寄り掛かってきたことで動揺してしまい、なかなか寝付けなかったのだ。

　自分の感情に結論は出したはずなのに、それでも動揺をしてしまった。

　普段のことを思えば、あの程度のことを気にするような関係じゃないというのに。

　無論、そんなことがあったなどと知る由もない音おと羽はは、俺を起こそうと奮闘中だ。

「お兄ちゃん。そろそろ起きた方がいいよ」

「わかってる。わかってるんだが……」

　眠い。

「もう、こんな状況でどうしてぐーすか寝られるんだか」

　と言われても、寝付いたのはほとんど明け方だったのだから仕方ない。

「中番だから疲れてるんじゃないかな？　もう少し休ませてあげてもいいと思うよ」

　みやびのフォローが入り、じゃああと十分だけだよと音羽が設定する。

「悪い……ありがとな、みや、び……」

「くすっ、どういたしまして」

　みやびの声が遠ざかる中、眠気に身を任せるも──

「お兄ちゃん、十分経たったよ。もう起きないとみんなに悪いってば」

　俺の時間感覚では一瞬で十分が過ぎ去ってしまった。

　当然、眠気はまだまだ残っていたのだが──

「トールはまだお休み中なのですか？」

　そこに聞こえてきたのは、寝不足の原因となった少女の声。

　もちろんユリエは何も悪くない。

「あ、はい。お兄ちゃんってば寝ぼすけさんで困っちゃいます」

「珍しいですね。いつもは私より早起きなのですが……」

　銀色の少女は疑問を口にするも、既に俺の意識は覚かく醒せいしていた。

　ユリエの声を聞いた途端、一気に目が覚めたというのが正しいが──

「もう、お兄ちゃんってば起きなさーい」

　ゆさゆさと体を揺らされるも、俺は起きようとしなかった。

　というより、顔が熱くなっていて起きられないのだ。

（ううっ、結論を出したはずなのに……!!）

　一方、音おと羽はたちはと言えば、どうやって俺を起こそうかと頭を悩ませていた。

「うーん、くすぐるのが一番かもって思うけど、大笑いでもされちゃったら大変なことになるかもだよね」

「では、驚かすというのはどうですかね？」

「えっと、大声を出すのはＮＧだと思いますよ」

「そうでした……」

　ユリエらしいボケっぷりに思わず吹き出しそうになるも我慢。

「でも、びっくりさせるって案はありかもですね。……おはようのキスをしちゃうとか♪」

「「っっっ!?」」

　妹が出したとんでもない提案に俺とみやびは息を飲む。

「おおお、音羽ちゃん。さ、さ、さすがにそれはちょっと……」

　みやびがあからさまに動揺するも、ユリエの反応はまったく別のものだった。

「みやびがしないのであれば、私がしますが」

「「「え？」」」

　音羽とみやびの声が重なるが、実は俺の声も重なっていた。

「キスをするとトールは驚いて起きるのですよね？」

「と、飛び起きるくらい驚くと思いますけど……」

「え、えっと、キスの意味ってわかってるのかなって……？」

「ヤー。おはようのキスでしたら、ママがいつもおでこやほっぺに──」

「グッドモーニンッ!!」

　このままでは大変な事態に進んでしまいそうで、俺は飛び起きる。

　──中腰でしか入ることの出来ない洞の中で。

「いてててて……」

　頭上に出来た凹くぼみからぱらぱらと木片が落ちてくるその下で、俺は痛みに頭を抱える。

　もし《超えし者イクシード》じゃなければ、陥かん没ぼつしたのは俺の頭であっただろうというくらいの勢いだったのだからそれも当然か。

「大丈夫ですか？」

　ユリエが覗のぞき込こむように顔を近づけてきたことで思わず飛とび退のいてしまい、頭上の凹みが追加されることに。

　そんな俺を見る目は様々で、怪け訝げんそうなものや心配そうなものが向けられる。

「透とお流るくん……？」

　中でもみやびは困惑したような表情を浮かべ、俺を見ていたのだった。







　昼を迎え、投下された食料を手に入れると今日も白地図が同どう梱こんしてあった。

　昨日の件もあって、全員で降りしきる雨の中食料を取りに向かい、手に入れるとそのまますぐに移動を始める。

　幸い他の闘士団チームと遭そう遇ぐうすることもなく新たな野営地を見つけ、緊張は途切れないまでも平穏な一日が過ぎたのだが──

　翌、四日目の朝はリーリスが体調を崩くずすというトラブルから始まった。

　様子がおかしいとトラが気づき、すぐにみやびと橘たちばなが診たところ微熱を発していた。

　気配を察する感覚に優れているが故ゆえに本人が率先して長く歩ほ哨しように立っていたとあって、疲労が出たのだろう。

　ゆっくり休ませてやりたいのはやまやまだが、昼の食料投下時に野営地はバレてしまう。

　そのため昼の投下が始まる少し前の時点で野営地を離れ、移動しながら食料を回収すると話し合いで決定する。

　今はユリエを先頭にし、次いでリーリスをおぶった橘、野戦キットをまとめて持つみやび、音おと羽はをおぶった俺、しんがりをトラが務つとめての移動中だ。

　とはいえ移動速度は決して速くない。

　急げば注意が散さん漫まんになってしまうので、敵との遭遇を回かい避ひするためにも周囲を警戒しつつ進むしかなく、それが酷ひどくもどかしい。

「悪いわね、足手まといになっちゃって……」

　しおらしく謝るリーリスは、普段の自信たっぷりな彼女からは想像できない状態だ。

「気にするなって。お互いに支え合うのがチームってものだろ」

「ありがと。だったら遠慮なく透流におんぶをお願いしようかしら♪　もちろん抱き抱えてくれてもいいのよ？　というわけで音羽、あたしと替わってくれるかしら」

　一瞬でいつものノリに戻ったリーリスが音羽に交代を求め、そんな彼女に俺は苦笑するばかりであった。







　そろそろ夕方を迎えようといった時刻になり、俺たちが今日の野営地と決めた場所は岩壁の基部にぽっかりと口を空けた洞窟だった。

　洞窟と言っても単語から想像するような長く深いものじゃなく、奥行き四メートルほどのワンルームサイズだが。

　中に入ると少し下っていて、最奥の岩と岩の間に裂さけ目がある。

　風の流れがあり、もしかしたら奥は鍾しよう乳にゆう洞どうになっている可能性があるかもしれないとは橘たちばなの見立てだ。

「リーリス、今日は見張りに立たなくていいからな」

「気を遣わなくて大丈夫よ。夜には治るわ」

　腰を下ろして多少楽になったのか、黄金の少女は僅わずかに笑みを浮かべつつ言う。

　無論、その言葉を真に受けるわけにはいかないわけだが。

「場所が場所だから寝心地はよくないだろうけど、今は体を休めてくれ」

「せめて柔らかい枕があればマシなんだけど──あ、透とお流るに膝ひざ枕まくらをお願いしようかしら♪」

「そうしてやりたいところだけど、今から見張りに立つんでな」

「ということですので、ここは私が膝枕を」

「…………よろしく」

　割り込んできた銀色の少女をリーリスは一瞬ジト目で見るも、すぐにため息をついて頷うなずくのだった。

　二人のやり取りに肩を震わせつつ外へ出ると、先に歩ほ哨しように立っていたみやびが空を見る。

「雨が来そうだね」

　昼はからっと晴れていた空が、今は雲に覆おおわれている。

　初日が終日晴れていたからあまり意識していなかったが、この忘却の島ゴーストアイランドは現在雨季を迎えているらしいと、二日目以降、日に何度も強い雨に見舞われたことで気付いた。

　ほどなくして、予想どおり雨が降り始める。












　互いに別方向を見張りながら時が刻まれ──

　降り始めて三十分くらい経たった頃だろうか。

　雨の音以外何も聞こえない中で、みやびが話し掛けてきた。

「早く調子がよくなるといいね」

　訊きくまでもなくリーリスの体調についてだろう。

「口を開けばいつもどおりなんだけどな」

　こちらの返しが予想外だったのか、みやびが吹き出す。

「もう、透とお流るくんってば……。でも、リーリスさんのああいうところはちょっと羨うらやましいなって思うこともあるかな」

「そうなのか？」

「うん。わざとおどけた感じで言ってるけど、それでも透流くんに対して好きってことをはっきりアピールしてるのがいいなぁって」

「……みやびも割と積極的な気がするんだが」

　ぼそっと呟つぶやいた俺の感想は、しっかりと彼女の元へ届いていた。

「リ、リーリスさんとは違うよ。だって私の場合、頑張って積極的にならないと負けちゃいそうだからって気持ちがあるもん」

　言われてみると確かにリーリスは自然というか、余裕があると思う。

　それもすべては自分への自負があるからこそだろう。

「余裕ありきだからこそってところだろうな。だけど、みやびにはみやびのいいところがあるんだから、対抗して積極的にならなくてもいいと思うぜ。……割と反応に困るときあるし」

「反応に困るときって……？」

「……腕を組まれたときとか」

　腕を組んでくる＝みやびの大きな胸が当たるということを遠回しに伝えてみる。

「えっ、ダ、ダメだった……？」

「ダメと言うか──」

　伝わらなかったので小しよう考こうし、もう少しだけ踏み込んでみることに。

「当たったとき反応に困るんだ……」

「…………。あっ」

　察して貰もらえたようだ。

　ちらりとみやびを見ると、耳が赤くなっていた。

「ま、まあそういうことで、リーリスの積極的な面はいいところだけど俺としてはちょっと苦手な部分でもあって、だからみやびは無理して対抗をしなくてもとは思うんだ」

「苦手、だったんだ……」

　正直男として嬉うれしいといった意識はあるが、そこは黙っておく。

「うう、もしかしてこれまで頑張ったのって全部逆効果だったのかな……」

　肩を落とすみやびの呟つぶやきは、しっかりと聞こえていた。

「べ、別に逆効果ってことはないからな。積極的なみやびが悪いとは思ってないしさ」

「そ、そうなの……？」

　頷うなずいて返すと、みやびはしばし考え込む。

「こ、今後は注意するね。それと、あの……手を繋つなぐくらいならいいかな？」

「え……っと……」

　いいと答えてしまえば期待を持たせてしまうだけに思え、だめだとも言いい辛づらくて言葉に詰まる。

　そんな俺の葛藤にみやびも気付く。

「あ……。今のは無しっ。透とお流るくんは押しに弱いところあるからって、それをわかってて許可を貰もらおうとするのはずるいよね」

「……ごめん」

「ううん、わたしこそごめんね」

　ここで会話は途切れる。

　しばらくして雨の音が聞こえなくなった頃、みやびが再び話し掛けてきた。

「あのね、透流くん。もしかしてだけど──」

　それはどこか怖々とした声色で、けれど彼女がその句を最後まで口にすることは適かなわなかった。

「みやび、そろそろ日が暮れますので交代です。それとトール、食事を持ってきました」

「あ、もうそんな時間だったんだ……」「ありがとな、ユリエ」

　いつの間にか歩ほ哨しよう交代の時刻となっており、銀色の少女が場に姿を現わしたからだ。

　そのユリエに対してだが、さすがに二日も経たつので妙な意識はほぼ無くなっている。

　もっとも学園の寮生活──数日に一度の添い寝が続いていたなら、そうもいかなかっただろう。

　もちろん《修羅會グラデイエイト》という今の状況を歓迎する気はさらさら無いが。

「それじゃお疲れさん──っと、みやび。さっき何を言い掛けたんだ？」

「あ、えっと……。ま、また今度でいいかな」

　みやびがそう言って洞へ戻ろうとしたそのとき。

「──っ!?」

　突とつ如じよ、えも言われぬ奇妙な感覚に襲おそわれ、俺はびくりと体を震わせる。

　風、もしくは波のような何かが体を通り抜けていった──

　そういったイメージを連想させる、生まれて初めての感覚だった。

「トール？」「どうかしたの、透流くん」

「いや、何でも──今、風が吹いたりしたか？」

　俺の様子に何かを察した二人へ訊たずね返す。

　だが、二人は揃そろって首を振る。

（何も無かった？　だけど今のは……）

　未体験の感覚が俺の心の中で警けい鐘しようを打ち鳴らす。

「気を付けてくれ。……何か嫌な予感がする」

　いつ何が起きても対処できるようにと《楯たて》を具現化し、腰を落として警戒を強める俺の姿に二人も緊張の面持ちへと変わる。

「みやび、何か異変があったらすぐにみんなのところへ」

「う、うん……」

　緊張した声が返ってくるみやびは素手だ。

《騎兵槍ランス》を手にしていては、咄とつ嗟さに動けないと判断してのことだ。

　ユリエは俺と同様《焔牙ブレイズ》を構えて周囲の気配を探り、何か動くものが無いかと注意を払う。

「左に……!!」

　小さくも鋭い警告をユリエが発す。

　ユリエの指し示した先に動く影が見える。

　影は密林をまっすぐこちらに向かってきており、その足取りに迷いは無い。

　みやびは事前の取り決めどおり、洞へみんなを呼びに戻る。

　僅わずかに間を置き橘たちばなを連れて戻って来たきたときには、影の姿は何者であるかをはっきりと捉えられる距離まで近づいていた。

「ご安心を。警戒しなくとも大丈夫です」

「あんたは……」

　両手を挙げて敵意が無いことを示すその人物は見知った顔だった。

「ご無沙汰しております、《超えし者イクシード》の皆様。全員無事のようで何よりです」

　俺の反応に影──白い鎧の騎士が答える。

　故ゆえあって《６６６ザ・ビースト》に属するという聖騎士──ヘレン。

《修羅會グラデイエイト》開始前日の会見の場で、あわや戦闘勃ぼつ発ぱつといったときに俺たちを護まもろうとしてくれた彼女であると判明するも、俺は警戒を解かなかった。

　ヘレンに警戒を抱く理由は、ひとえに彼女が《聖庁ホーリー》の関係者だからである。

　以前、ユーゴは言っていた。

　音おと羽はの──人造生命体ホムンクルスの存在は、《聖庁》にとって許し難がたいものなのだと。

　たとえ《超えし者》を敵に回すことになろうとも、音羽の存在を知ったならばその痕こん跡せきすべてを消しに来てもおかしくないと。

　二日目に音羽が目覚めた後、その辺りについてはすべて伝えた。

　今の状況で俺一人の胸の内に秘めている理由が無いからだ。

　そうした事情を知っているため、ユリエや橘たちも警戒を解いていない。

「一人、ですか？　仲間は？」

　既に倒されてしまったのか、それとも別の場所で待機しているのか、もしかしたら伏兵として潜ませているのかもしれない。

　だが、予想はすべて外れる。

「もとより一人にて参加しております」

　その言葉は、彼女の実力を推おし量はかるに十分なものだった。

　次に口を開いて問い掛けたのは橘たちばなだ。

「……どうして我々が全員無事であると？」

　ヘレンは全員無事で何よりだと言った。

　しかしこの場に姿を見せているのは四人だけで、リーリスと音おと羽は、そして二人を護まもるために洞へ残ったと思われるトラはいない。

　なぜ彼女は俺たちが全員無事だとわかったのか。

　もしや監視されていたのではないかと思う中、ヘレンはこちらの考えを読んでか首を横に振る。

「警戒されずとも結構です。先程《探波ソナー》という術を使いました。その際この付近で七人分の生体波動を感知し、数からしてもしやと確認に来た次第ですから」

　だから迷いなくこちらへ真まっ直すぐやってきたのかと納得をするも、ふと思い浮かぶことがあった。

「もしかしてさっきの妙な感覚は、あなたの使った魔法だったんですか？」

「あれを感じ取りましたか」

　風、もしくは波のような感覚について訊きくと、肯定を示す言葉が返ってくる。

　曰いわく、霊マ輝ナの流れを感じ取る能力──魔法使いとしての基礎訓練を学んでいなければ気付かないものらしい。

　感覚の鋭さで言えばユリエの方が上だというのに、俺だけが気付いた理由に納得がいく。

「では、こちらからも質問を。《超えし者イクシード》である貴方あなたが、何な故ぜ《探波》を感じ取れたのでしょうか？」

「それは……。師匠から教わったんです。基礎レベル程度ですけど」

「師匠とは？」

　ここでユーゴの名を出せるわけもなく、急場凌しのぎと王城さんの名を告げる。

「ミスター・オウギ、ですか……」

「王城さんを知ってるのか……!?」

　だが、意外やヘレンは驚いた様子を浮かべ、俺もまた彼女の反応に素に戻って驚く。

　会ったことはないと前置き、王城さんのことをヘレンは語る。

「裏社会においてオウギの名を知らぬ者など居ないでしょう。彼はそれほどの武名を轟とどろかせております故ゆえに」

「そんなに有名だったのか、あの人……」

「我が主より、武の世界で三指に入る強者であると聞き及んでいます」

　化け物じみた強さだとは思っていたが、王城さんは俺の想像以上の強さだったらしい。

「もっとも、武のみならず魔法にも通じているとは初耳でしたが。……とはいえ、彼の方であれば十分に納得は出来ます。しかしオウギに教えを受けるとは──貴方あなたはいったい何者なのでしょうか？」

「俺は──」

　どう答えるべきか僅わずかに悩み、結論を出す。

「ただの弱者です。《超えし者イクシード》になる前、俺が《力》を望んだときでした。たまたまあの人と出で逢あって──強くなる方法を教えて欲しいとしつこく頼み込んだら、教えてくれたんです」

　嘘うそ──本当に教わったのは雷神の一撃ミヨルニール──は一つだけに抑え、あとは事実を話す。

　多くの嘘は小さな破は綻たんからすべての露ろ呈ていを招くと考えてのことだ。

（それにしても、まさかおっさんのことを知ってるとは──いや、あんな化け物が裏社会で知られてないはずがないか）

　名前をそのまま口にしたのは迂う闊かつだったが、それでも誤ご魔ま化かしきれたように思える。

「さて、そろそろ警戒を解いて頂いても宜よろしいですか？　私は貴方がたと敵対する意志を持ち合わせておりません。……むしろこちらとしては、共闘という形を取らせて頂ければと考えております」

　提示された案に確認を取ったのは橘たちばなだ。

「……つまり行動を共にするということですか？」

「はい。このような状況下ではお互い心強いでしょう」

「確かに仰おつしやるとおりです。……どうする、九ここの重え？」

　俺に決定権を委ねる橘に、ユリエとみやびも頷うなずく。

　理由は音おと羽はに深く関わるからだろう。

　ヘレンは《聖庁ホーリー》とドーン機関の微妙な関係を感じさせないどころか、《圜冥主コキユートス》との会見直前にあわや乱闘が始まろうかといったとき、こちらが《超えし者》と知った上で護まもろうとしてくれた。

　だが音羽の素性を知られた場合、変わらず共闘を続けられるだろうか。

　大丈夫だろうと根拠無く信じるにはリスクが高すぎる。

「……すみません。失礼な物言いだとわかってるので先に謝らせて貰もらいます。あなたにどんな理由があるかはわかりませんが、《６６６ザ・ビースト》に所属する相手と共闘は出来ません」

「いいえ、私の立ち位置を考えれば信頼しきれないと言うのも致し方ない──」

「お、お兄ちゃんっ」

　白い鎧の騎士の言葉を遮さえぎったのは、洞から姿を見せた音羽だった。

　横には《焔牙ブレイズ》を手にしたトラとリーリスも居て、どうやら話を聞いていたらしい。

「えっと、一緒に闘うってことでいいんじゃないかな？　こんな状況だもん。一人でも仲間が多い方がお互いに心強いと思うし」

　音羽自身、ヘレンと行動を共にする危険性については理解しているはずだ。

　その上で共闘をした方がいいと口にする理由は、俺やみんなから《焱ちから》を使うことを禁じられ、自身が戦力になっていないという負い目からなのかもしれない。

「音おと羽ははこう言ってるけど……」

「僕ははっきり言って反対だが、音羽が頑固なのは貴様の方がよく知っているだろう……」

　リーリスとトラは揃そろって反対のようだが、音羽の意志を尊重したくもあるようだ。

　しばし悩んだ末──俺もまた、音羽の意志に従うことを決めた。

「提案に乗ろう。すみません、言ってることがころころ変わって申し訳ないんですが、よろしくお願い出来ればと……」

「構いません。先にも言ったように、《６６６ザ・ビースト》に属する私を信頼しろというのは難しいでしょうから」

　聖騎士ヘレンは首を横に振った後、右手を差し出してくる。

「申し出を受け入れてくださり感謝します。それと、無理に言葉遣いを正さずとも構いません。自然に接して頂ければと」

「わかった。じゃあそうさせて貰もらう。九ここの重え透とお流るだ、よろしくな」

「私はヘレン＝ルーアン。先にもお伝えしたとおり、故ゆえあって《６６６》にこの身を置いている《聖庁ホーリー》の聖騎士です」

　互いに名乗り、握手を交わす。

　手が離れるとヘレンは俺の隣に立つユリエへ向き直る。

「私はヘレン＝ルーアン。先にもお伝えしたとおり、故あって《６６６》にこの身を置いている《聖庁》の聖騎士です。……」

　先刻、俺に向かって告げた内容と一言一句同じ挨拶。

　それは橘たちばな、そしてみやびに対しても続き、律儀とも判を押したとも言えるその行動にこちらとしては戸惑いつつも応じていく。

「私はヘレン＝ルーアン。先にも──。……」

「え？　何て言いました……？」

「何でもありません。お気になさらずに」

　だが、握手を交わしたみやびが妙な反応を見せたことで、違和感を覚えた。

「……私のときも何かを言った、もしくは何か言い掛けたようでした」

　そこへユリエが囁ささやいてきたことで、違和感は胸騒ぎへと変わる。

（俺のときは何も変わったことはなかったが──何かあるのか……？）

　小さなことかもしれないが、ヘレンに対する危機感がそう思わせるのかも知れないと考えを巡らせたそのとき──

「違う……」

　五人目のトラに挨拶をすべく歩を進める最中、白の騎士が一言呟つぶやく。

（違う？　何がだ？）

　わからないが、ヘレンがトラたちへ一歩近づく度に、ざわめきは大きくなっていく。

　不安が渦巻き、何か重要なことを見落としているような思いに囚とらわれる。

（何だ？　何か見落としてるのか、俺は……!?）

　ヘレンの背中を見つめながら思考を巡らせる。

　平時であればさほど気に留とめなかったであろうことに、必死で脳をフル回転させ──

　引っ掛かるものがあった。

　彼女はユリエとみやび、おそらくは橘たちばなのときも、握手を交わした際に何事かを口にした。

　どうして俺だけが違ったのか。

　俺に告げては不都合なことがあったんじゃないだろうか。

　もしそうであれば、俺だけを除外する理由は──

「──っ！」

　ヘレンは言っていた。

　この場所へ来たのは、《探波ソナー》という魔法で俺たちの生体波動を感知したからだと。

　そして俺は、霊マ輝ナの流れを感じ取る訓練のおかげで術に気付いたと彼女に話した。

（魔法、か……!?　だけど術を使ったとして、ユリエやみやびが何らかの影響を受けたような感じには見えないが……）

　傍目にはただ握手を交わしただけだ。

（──っ！　そうだ、音おと羽はがユーゴに──）

　音羽が昊こう陵りよう学がく園えんに来た初日、ユーゴから心臓に《焱ちから》の核が埋め込まれていると聞かされたそうだ。

　その精査方法は、体に触れること──

「まさ、かっ……!!」

「トール？」

　十分にあり得る可能性に白の騎士に目を向ける。

　視界に映ったのは、トラとの握手を終えたヘレンが音羽の前に立つ様だった。

「──故ゆえあって《６６６ザ・ビースト》にこの身を置いている《聖庁ホーリー》の聖騎士です」

「よ、よろしくお願いしますっ」

　緊張した声で音羽は差し出された手に自身の手を差し伸べる。

「ま、待て────っ!!」

「……《探波》」

　俺が止めるとほぼ同時、二人の手が触れ──ヘレンは一言告げた。

「貴女でしたか」

　その声は、まるで地の底から響いて来たかのような暗さと冷たさを秘めていた。





　　　　◇






　時は僅わずかに遡さかのぼる。

《装鋼の技師エクイプメント・スミス》の遺産である戦艦──《光輪ハイ＝ロウ》内の貴き賓ひん室に、朔さく夜やとともに座する軍服の青年へと魔術による念話メツセージが届いた。

『ご報告します。先程《探波ソナー》を発動したところ範囲内に七名を感知し、内一名の生体波動が人にも《獣ゾア》にも非あらざるものでした。もしやこの者こそが件くだんの──』

「では先に伝えたとおり存在を確認の後、真であれば禁忌封ふう滅めつの執しつ行こうを」

『承知致しました、我が主よ』

　主──クロヴィスの真意を知らぬまま、彼の手掛けた作品たる少女に向かって白い鎧の女騎士は歩を進めていく。

　その姿は、これまで透とお流るたちで占められていたモニターへと映し出される。

「こちらが先程お話しされていた方ですの……？」

「そのとおりセサ。彼女は私の配下の中で最も腕の立つ者。かつては《聖庁ホーリー》にて聖騎士の位を与えられたほどの実力者だ」

　だが、ヘレンは《聖庁》を裏切った。

　もっとも彼女には裏切ったという認識は無い。

《聖庁》内の膿うみを吐き出すため一時的に背信者となるよう最高権威者である聖せい皇おうより任じられた、という敬愛する主の言葉を信じているからだ。

　無論、まったくの虚きよ偽ぎだ。

　けれどそうと見抜けぬほどに、白き鎧の女騎士は主に盲信していた。

　クロヴィスの目的を達するために使い倒され、切り捨てられる時期すら既に定められているとも知らずに。

「どうやら気付いたようだね」

　モニターの中で、銀色の髪を持つ少女が密林の奥から近づいて来る影を指す。

　けれども、クロヴィスはその先のほとんどを観ることが適かなわなかった。

　室内に彼の部下が入って来たためだ。

　部下は青年の耳元で何事かをささやき、退室する。

「残念なことだが、しばし失礼させて貰もらわねばならなくなったよ」

「このタイミングで席を立たれるとは、余程の火か急きゆうご用件でも入りまして？」

「太陽ソレイユが昇ったという報告があったのでね。では、また後ほど」

　黒衣の少女の問い掛けに、軍服の青年は奇妙な一言を返して去っていった。

　部屋に残るは《操焔の魔女ブレイズ・デアボリカ》とその従者のみ。

「……太陽ソレイユ、ですか。そういう繋つながりがありましたのね」

　一つ、また一つと運命の流れが繋がっていく。

　やがてその流れは否いや応おうなしに巨大なものと化し、すべては一つの結末へ向かうのだ。

《絶対双刃アブソリユート・デユオ》という結末へと。

　その刻ときがさほど遠くない未来であると、神ならぬ身の少女はまだ気付いていない。






■第三章『お兄ちゃんの妹だもん』









「離れろ、音おと羽は────っ!!」

　俺の叫びとほぼ同時、ヘレンが掲かかげた腕に巨大な刃じん爪そうを持つ《籠手爪クローガントレツト》が現われる。

（間に合わない……!!）

　全力で地を蹴ろうと、《絶刃圏イージスデイザイアー》を発動させようと、刃爪を振り下ろす方が速かった。

「消去完了です」

　だが、間に合わないのは俺に限っての話だ。

　ギキィイイッ!!　音羽に襲おそい掛かった刃爪が銃身によって阻はばまれる。

「何が完了よ。あたしの義妹いもうとに手を出──」

　リーリスが最後まで言い終えるよりも早く、その体に蹴りが叩たたき込こまれる。

　直後、黄金の少女は木々を薙なぎ倒たおしながら後方へ吹き飛んでいく。

　本調子であれば躱かわせたかもしれないが、今の体調では回かい避ひは適かなわなかった。

　だがリーリスが攻撃されたことで生まれた僅わずかな時間が音羽を救う。

　先刻とは違う音色で金属がぶつかり合う。

　音羽の手を掴つかんでいたヘレンの腕に、トラが下方から弧こを描いた斬ざん撃げきを叩き込んだのだ。

　刃爪の無い腕も籠こ手てで覆おおわれていて刃やいばは阻まれるも、衝撃で腕が上方へ弾かれたことで音羽が自由になる。

　トラは後ろに転びそうになった音羽を抱き止めつつ、同時に蹴りを叩き込む。

「あ、ありがとう、トラちゃん……」

「これまで世話を掛けた分を少しばかり返しただけだ」

　半ば呆ぼう然ぜんとしたまま礼を言う音羽に対し、トラは白の騎士から視線を逸そらさずに返す。

　蹴りが直撃したヘレンは長い直線の足跡を二本作るも、倒れず踏ふみ留とどまっていたのだ。

　体重が軽いとはいえ、《Ⅴレベル５》の《超えし者イクシード》であるトラの蹴りは相当の威力を持つ。

　しかし白い鎧は汚れた程度で凹へこんだ様子すらなく、当然それを纏まとうヘレンにダメージを与えた様子は無い。

「ふん、なかなか硬──ちっ、問答無用か!!」

　ヘレンが《籠手爪》を構え、再度襲い来る。

　トラは音羽を抱えたまま横へ跳とぶも、白の騎士は即そく座ざに対応して追ってきた──

　が、俺が体当たりをぶちかまし、その体が横に弾けて地に転がった。

　けれどすぐさま体を起こし、ヘレンは中腰のまま地を蹴る。

　妨害をした俺ではなく、標的である音羽へ向かって。

「させません……!!」

　ユリエが進路を塞ふさぎ、白の騎士が《籠手爪》で薙なぐ。

　巨大な爪を滑すべらせるようにして剣で受け流し、もう片方の剣で薙ぎ返すと甲高い音が響き、刃やいばは鎧に弾かれた。

　そこへ刃じん爪そうが振るわれ髪が数本宙を舞うも、ユリエは身を回転させるようにして躱かわした。

　だが避け方がまずく、体勢が崩くずれてユリエに隙が生まれる。

　しかしヘレンはそのユリエに目もくれず、トラ──に抱き抱えられたままの音おと羽はへと、突進していく。

（標音的羽以外、眼中に無しってわけか!!）

　トラが《印短刀カタール》で応戦する中、俺も割って入る形でヘレンの攻撃を防ぎ拳こぶしを叩たたき込こむ。

　よろめかすことは出来たがダメージは通らず、すぐさま刃爪の反撃が来る。

　刹せつ那な、踏み込みつつ《楯たて》で爪を防ぎ、右手でヘレンの左上腕部を抑え、左の腿ももを踏みつけるようにして動きを止めた。

　互いに自由になるのは足一本のみの状態で睨にらみ合あう中、突とつ如じよどこからか木を打ち鳴らす音が聞こえてくる。

「九ここの重え、こちらは心配無用だ!!　すぐそちらへ加勢する!!」

　次いで橘たちばなの声が響く。

　みやびとともにリーリスの下へ向かい、無事を確認したようだ。

　その報告に安心するも、状況は決して予断を許さない。

　最初の木を打ち鳴らした音は暗号となっており、しばらく動けそうにないといった意味の報しらせだったためだ。

　同時にそれは、橘がこちらに戻れないという意味でもある。

　ヘレンがダメージを負って動けないリーリスを標的に変えた場合、みやび一人では抗しきれないからだ。

「聞いてのとおりだ。あんたが相当強いのはわかるが、それでも多た勢ぜいに無ぶ勢ぜいってやつだな」

　リーリスの状況を悟られないうちに退かせることが出来れば──

　そう考えての言葉に対し、ヘレンは牙きばを剥むいてから初めて口を開いた。

「……九重透とお流ると言いましたか。邪魔立てしないで頂きたい」

「ふざけるな！　音羽には──俺の妹には指一本だって触れさせやしない……!!」

「妹……？　最初に邪魔をした者と同様、異なことを仰おつしやられますね。もしや貴方あなたがたはそれが人の形をした紛まがい物ものであると知らずに口にしているのですか？」

「──っ!!　ふざけたことを抜かすなよ、あんた……!!」

　音羽は人じゃなくなったなどと、そんなことは痛いほど分かっている。

　だけどそれでも、人であることを否定されて激高する。

「今の表情からして知らぬのではなく知っていて尚なお、人として扱おうとしている──相違ありませんね？」

　俺は答えず、けれどそれがそのまま答えとなっていた。

「わかりません。何な故ぜ貴方がたは人の理を外れた存在を護まもろうとしているのですか」

「わからないのはあなたの方です。大切な人を護りたいと思うのは当然です」

　続く問い掛けに答えたのはユリエだ。

　大切な人を失ったことで剣を取った銀色の少女の声は、怒りの色が混じっていた。

「それが人の世を乱す忌いまわしき秘法によって蘇りし存在であってもですか」

「音おと羽はが世界を乱すなんてことをするわけないだろ!!」

　怒りとともに、直前まで腿ももを踏みつけていた足をヘレンに叩たたき込こむ。

　多少体を浮かせるもダメージは鎧によって遮断され、白の騎士は難なく着地する。

「それの意志など関係有りません。いずれそれの存在は世に知れ渡り永遠なる生の手がかりを求める者が現われるでしょう。そして己の手中に収めんと争い始めることになるのです。たとえ秘法がもたらす永遠が不完全であろうとも」

「どんなことになろうと俺が音羽を護まもる!!　今度こそ、絶対に!!」

「僕も同意するぞ、透とお流る」「私にも護らせてください、トール」

　俺の脇を二つの疾風が駆け抜けながらに叫ぶ。

　二人の動きに呼応し、俺は後方へ下がって音羽を庇かばうように立つ。

「音羽、大丈夫だったか？」

「う、うん。トラちゃんに後でいっぱいお礼をしないとだね」

　音羽は笑みを浮かべるも、命を狙われたためか、それとも人ではないことを改めて突き付けられたためか、その表情は強こわ張ばっていた。

「トラがもうやめろーって言うまで礼を言わないとだな」












「あ……。うんっ」

　安心させるためにあえて笑みを見せると、少しばかり明るい頷うなずきが返って来た。

　一方、攻め手に回った二人だが、ユリエは《天翔颯ヴインドイエールズ》で常じよう軌きを逸いつした動きと速さで撹かく乱らんし、トラはヘレンの正面に位置取り手数で攻め込んでいた。

　トラが足を止めて闘う理由は、ヘレンが二人の猛攻の中でも俺──正しくは音おと羽はから意識を外していないためだ。

　隙あらばこちらに襲おそい掛かって来るのは明白で、だからこそトラは危険を顧かえりみずに正面からの攻防を続けていた。

（さすがに相当の手て練だれだな……！）

　手数は圧倒的にユリエとトラだが、ヘレンはそれを完全に凌しのぎきっている。

　速さは通常時のユリエより僅わずかに速く、見ている限りで膂りよ力りよくは俺と同程度だろうか。

　だが何よりも厄介なのは彼女が纏まとう白い鎧だ。

　ヘレン自身も絶大な信頼を置いているようで、ユリエたちの攻撃を無理に躱かわそうとせず、あえて鎧で受けていることが多々ある。

　鎧に刃やいばが弾かれるとなれば、狙うのは関節などの隙間、もしくは露出した頭部しかない。

　当然、ヘレンも二人の狙いはわかっているため、確実に攻撃を防ぎ、背筋が凍るような反撃を繰り出してきていた。

「ふんっ、確かに強い──が、強過ぎはしない!!」

　カウンターの刺突を既すんでのところで身を捻ひねって躱し、トラは《力ある言葉》によって《焔牙ブレイズ》の《力》を解放する。

「薙なぎ絶て──《斬鐵閃コールブランド》!!」

　キィンッ!!　強い輝かがやきを帯びた刃が一いつ閃せんし、一際甲高い音が辺りに響いた。

　舌を打ち、トラは苛いら立だちを見せる。

　ヘレンはここまで鎧で受け止めていた斜め下からの斬り上げに対し、瞬時に《斬鐵閃》が危険と判断して大きく飛とび退のいた。

　結果、輝く刃は白い鎧の胸部に斬ざん撃げき痕を残すも、体には僅かに届いていなかった。

「まさかこの鎧を傷付けるとは……」

　言葉だけを聞けば驚いているように取れるが、表情に動きはない。

　決して揺らがない精神を見ていると、ユリエのように感情表現が控えめというのではなく、感情そのものが無いのではないかとさえ思えてくる。

「先手で仕し留とめられなかった以上、ここからは本気で行きます。そちらに増援が来るとなれば出し惜おしみをしている場合ではありませんからね」

　ヘレンは《籠手爪クローガントレツト》の無い方の腕を天に向かって突き上げて何事かを呟つぶやくと、彼女の頭上に光を帯びた七芒星の紋もん様ようが浮かび上がる。

（魔法か!!）

　ユーゴと同じく彼女もまた《聖庁ホーリー》の聖騎士であり、闘いのための魔法術を身につけていてもおかしくない。

「始動──《輝影陣デイバインガーデン》!!」

　術が発動すると紋もん様ようは高度を上げていき、直径数百メートルほどのサイズに変化する。

「あれは……!?」

　紋様は遥はるか頭上で輝かがやき、地上を明るく照らす。

　日が沈む直前の薄暗い世界がまるで真昼のように変わり、俺たちを含む辺り一帯の影がくっきりと浮かび上がる──が、それだけだ。

　上空の紋様は、他者に直接的な効果を及ぼすものではなかったようだ。

「……どうやら彼女自身に効果を与える魔法だったようですね」

　白い騎士の姿を見つめつつユリエが言う。

　その姿はまるで紋様に呼応するかの如ごとく、薄く光を放っていた。

　さっきまでと比べて、爆発的に圧力が増しているのだ。

「この魔法陣は霊マ輝ナの源たる天の力──煌熾エーテルを我が身に宿し、身体能力を高める加護をもたらすのです」

「ふん、わざわざ手の内を明かしてくれるとは随分と親切なものだ」

「騎士道とはそういうものです」

「……音おと羽はを騙だまし討うちしようとした騎士が道を語るなんて、冗談にしてもタチが悪いぜ」

「どのように誹そしられようと、すべては大きな秩序を保つためです」

「そのために女の子一人を犠牲にするのか！　それが正義だとでも言うつもりか!?」

「犠牲無く秩序を保つなど夢物語に過ぎません」

　感情の揺らぎなど一切無く、ヘレンは淡々と返してくる。

　それはこれ以上話し続けても無駄だと、強く感じる一言でもあった。

「……そろそろ再開としましょう。こちらとしては《輝影陣》を発動した以上、余計な邪魔立てが入る前に終わらせねばなりませんので」

　上空の紋様はその巨大さ故ゆえに、相当遠くからでも視認出来るだろう。

　近辺に他闘士団チームが居たならば、既にこちらへ向かっていてもおかしくない。

　もし混戦にでもなれば俺たちを取り逃がす可能性もあると考えているようだ。

「我が秘技にて終わりにしましょう」

　ヘレンが《籠手爪クローガントレツト》を突き出すように構えた瞬間、全身が総毛立つ。

「《穿孔閃シヤインクラツシヤー》!!」

　彼女の体を覆おおう輝きが一層強くなった直後、地を蹴り、銃弾の如く体を回転させることで貫通力を高め、投とう擲てきされた矛の如く突っ込んでくる。

「牙きばを断て──《絶刃圏イージスデイザイアー》!!」

　咄とつ嗟さに《焔牙ブレイズ》の《力》を解放し、防御結界を展開する。

　煌熾を纏まとった《籠手爪》は結界とぶつかり合い──

　一呼吸の間もなく、貫つらぬいてきた。

「っく!!」

　音おと羽はを抱えて横へ飛とび退のくと、光の矛と化したヘレンが寸前まで俺たちの立っていた空間を貫つらぬいていく。

　だがそれだけじゃない。

　背後の木々は薙なぎ倒たおされ、地面はヘレンの技が終わる場所まで抉えぐられていた。

「まるで切削工具ドリルだな。──っ、またか!!」

　間髪入れず、輝かがやきを纏まとった白い騎士が再び同じ技を仕掛けてくる。

　今度は距離があったため余裕を持って避けるも、すぐさま次の攻撃が襲おそい来る。

　しかも今度は突進距離を短くし、俺たちが躱かわした直後に次の《穿孔閃シヤインクラツシヤー》を放ってきた。

「トール!!」「透とお流る!!」「お兄ちゃん!!」

　音羽を抱えていた俺は僅わずかに避けきれず、刃じん爪そうが掠かすめた肩から血ち飛し沫ぶきが舞う。

「大丈夫だ！　それよりトラ、タイミングを合わせて斬れないか!?」

「……相打ちがいいところだ。だが今はそれすらも無理だろうがな」

　トラの手にする《印短刀カタール》からは既に強い輝きは失われ、平常時の状態へと戻っていた。

「再解放リキヤストまでは!?」

「一分といったところだ！　その後、一瞬でいいから動きを止められるな!?」

「わかった、任せてくれ！　それと──」

　音羽も含め、俺は三人に気に掛かっている点を伝える。

　可能性の一つとして頭に入れておいて欲しい、と最後に付け加えて。

「っと、また来やがったか！」

　ヘレンが寸前まで俺が立っていた空間を貫き、大地を抉えぐり取とっていく。

　一度でも喰くらえば致命的なダメージを負うであろう攻撃ではあるも、直線的な動き故ゆえに見切ることはそう難しくない──などと思うのは余りに早計だった。

　数度躱し続けたことで、ヘレンは直接狙ってくるのではなく、短い突進を周囲で乱発する撹かく乱らん戦術に切り替えたのだ。

（くそっ、厄介な動きをしてきやがったな……！）

　フェイントの中に本命を混ぜ込んだ怒濤の攻めに、息をつく暇ひまなど一瞬たりとも無い。

「あ、あのね。私に考えがあるんだけど──」

　腕の中の音羽が、そう前置いてからとんでもない提案を口にしてくる。

「バカなことを言うな。お前は俺たちを信じて大人しくしてるんだ」

「信じてるよ、絶対に護まもってくれるって。だから、こんな提案をしてるんだよ」

　フェイントからの《穿孔閃》を躱し、俺は苦笑を浮かべる。

「……本当にバカだな、お前は」

「お兄ちゃんの妹だもん」

「透流！」

　俺の表情を真剣なものに戻したのは、準備が整ったという意志が籠こめられたトラの声だ。

　頷うなずき、今度は俺がユリエに声を掛けたところへ再び本命の《穿孔閃シヤインクラツシヤー》が襲おそい来る。

　俺とユリエは左右に分かれるようにして飛とび退のくも──

「っく……!!」

　着地した際、俺がバランスを崩くずす。

　次の瞬間、振り返ったヘレンの視界に映ったであろう光景は、背を向けて片膝をついている俺と、俺の腕を離れて地面に尻もちをつく音おと羽はの姿だ。

　回かい避ひをしくじったその瞬間を、白の騎士が見逃すはずもない。

　銀色の少女の警告が飛び、振り返った俺が見たものは光り輝かがやく矛が迫ってくる様で──

　けれど慌てることなく、迫ってくる光を受け止めるかのように手をかざして叫ぶ。

「《絶刃圏・參式スリーフオールドイージス》!!」

　意図的にバランスを崩して隙を見せ、攻撃を誘さそう──

　一歩間違えれば命を失う危険な策を提案したのは他ならぬ音羽自身だ。

　だが、その策は見事に決まり、光輝の矛と三重の結界が激しくぶつかり合う。

　衝撃に結界が震え、余波で地響きが起こる。

「今だ、トラ────っ!!」

　通常の障壁では一呼吸と保たなかったが、參式は相乗効果によって防御力を大きく引き上げてトラの望んだ一瞬を作り出す。

「よくやった、透とお流る！」

　結界の範囲外で待機していたトラが《斬鐵閃コールブランド》を発動して飛び込み──斬る。

　斬ったはずだった。

《印短刀カタール》が振るわれ光の矛を斬った瞬間に、ヘレンの姿は跡形も無く消えていた。

「ユリエ────っ!!」

　どこへ行ったのかなどと考えるよりも早く、俺は叫び──

　ほぼ同時、突とつ如じよとして結界の中にヘレンが出現し、音羽の居た空間を刃じん爪そうで薙なぐ。

「なっ……!?」

　けれどその一撃は空を切っただけに終わる。

　合図とともに《天翔颯ヴインドイエールズ》で疾風と化した銀色の少女が、音羽を抱えて駆けたのだ。

　ここまでひた隠しにしてきた奥の手が不発に終わったことで、氷の如ごとく冷たく、決して動かなかったヘレンの顔に初めて驚きという感情が浮かぶ。

「まさか隠し球が瞬間移動とはな……。それも《絶刃圏イージスデイザイアー》の中にまで現われるなんて想定外にも程があるぜ。けど──こいつで終わりだ!!　穿うち砕け──雷神の一撃ミヨルニール!!」

　振り返る勢いでフック気味となった拳こぶしをヘレンの脇腹へ叩たたき込こみ、白の騎士の体はくの字に折れて吹き飛ぶ。

《斬鐵閃》を除く斬ざん撃げきが通じない鎧であっても、打撃となれば話は別だ。

　立ち上がった白の騎士の表情は僅わずかだが苦痛に歪ゆがんでいた。

「……《異翔影シヤドウリープ》を読んでいたと？」

「あんたの言葉を信じなかった──それだけの話だ」

　瞬間移動の名称なのだろうと思いつつ、俺は上空の紋もん様ようを指して言葉を続ける。

「最初に手の内を明かされたときに疑問が浮かんだんだ。本当にそれで全てなのかってな」

　指を差す対象を紋様からヘレンへ移す。

「俺にはあんたが自分の能力を正々堂々、全て明かすとは思えなかったんだ。歪ゆがんだ正義を語るあんたがな」

「……私の正義が歪んでいる？　たとえ妄言であろうと許しませんよ」

　俺の告げた言葉に、ここまでほとんど感情を露あらわにしてこなかったヘレンが怒りではっきりと表情を歪ませる。

「さっきあんたは、秩序を保つために犠牲は当然だと言ったな」

　ヘレンの反応を無視し、俺は彼女が口にしたことを思い返しながら話を続ける。

「犠牲は──どんなに頑張ったとしても出るかもしれない。俺だってそれくらい理解している。……だけど犠牲を当たり前だと思った時点で、それが正しい考えのはずがない！」

　かつてユーゴと初めて出で逢あったときを思い返す。

　同じ組織に属し、同じように正義を心に宿しながらも、ユーゴはこの女と違って目的のために犠牲を出してしまうことに心を痛めていたというのに。

「犠牲を出すことに痛みを覚えなくなった時点で、あんたの正義は歪んじまったんだ」

「お、のれ……！　おのれ、おのれ、おのれ、《超えし者イクシード》ぉおおおっっ!!」

　自身の正義を否定され、ついにヘレンが激昂の叫びをあげる。

「ふん、澄すました顔の下は随分と下品じゃないか」

「だぁまれぇええええええっっ!!」

　トラの嘲あざけりに怒声で返すや否や地を蹴り、《穿孔閃シヤインクラツシヤー》をヘレンが放つ。

　音おと羽はじゃなく、俺を狙って。

　無論やすやすと喰くらうはずもなく躱かわすも、ヘレンは纏まとった光ごと密林の闇へと姿を消す。

「トール、後ろです!!」

　ユリエの警告が飛ばなかったらどうなっていたかは想像もしたくない。

　反射的に伏せると背中を衝撃が掠かすめ、次いで焼けるような痛みが走るも、ヘレンはこちらに息をつかせる間も無く飛び掛かってきて力任せに《籠手爪クローガントレツト》を振るう。

　フェイントも何もなく、ただただ怒りに任せて。

「あぁあああああああああああああっっっ!!」

　自らが騎士であると忘れたかのように、咆さ吼けぶ姿はまるで獣のようだ。

（一撃でもまともに喰らったら終わりだな！　けど──）

　身が竦すくむような乱撃を凌しのぎつつ確信する。

　血走った瞳ひとみが映すのは俺だけであり、彼女の狙いは音羽からこちらに移ったのだと。

「望むところだ!!」

　振り下ろしを躱し、拳こぶしを叩たたき込こむ。

　白の騎士はたたらを踏むも、ダメージそのものは通っておらず踏ふみ留とどまった。

　刃じん爪そうを振りかぶり再び踏み込んで来るところへ、俺は《纏雷アドベント》を発動させて待ち受ける。

（次の縦の斬ざん撃げきにカウンターで《煌霆の雷撃エルデインガルソール》を叩たたき込こんでやる!!）

　第一段階の《纏雷》ではあるも、威力は雷神の一撃ミヨルニールよりも遥はるかに上だ。

　決着がつかなかったとしても、叩き込めれば闘いの趨すう勢せいは大きくこちらへ傾くだろう。

　とはいえ《輝影陣デイバインガーデン》で身体能力が跳ね上がったヘレンの攻撃はとてつもなく重く、ガードをしてからの反撃は間に合わない可能性が高い。

　理性を失い、力任せに刃爪を振り回す今となれば余計にだ。

（縦か、横か──どっちが来る!?）

　縦の攻撃を回かい避ひし、フォロースルーの隙に勝負の流れを決める。

　横の場合は防御するか大きく下がるかしなければならないので、次の縦を待つ。

　はたして次の一撃は──縦だった。

「喰くらえっ!!」

　大振りの一撃を橘たちばな流の足捌さばきで回避し、先に叩き込んだ雷神の一撃とほぼ同じ部位を目掛けて《煌霆の雷撃》を解き放つ。

　白い鎧に亀き裂れつが入り、砕け、ヘレンの体は大きく吹き飛んで岩壁へと叩きつけられる。

　衝撃で岩壁に亀裂が入り、直後に崩くずれ落ちる岩壁とともにヘレンは落下していく。

　そして地表に叩きつけられ、倒れ伏す──はずだった。

　上空の紋もん様ようの輝かがやきで生まれた、崩れ落ちる岩の影へとその姿が沈み込み、消えた。

（影の中に消えた……!?　そうか、さっきの瞬間移動は影から影に──まさか、俺を狙うと見せかけて音おと羽はを!?）

　焦りに振り返った俺が見たのは、俺の上方を指す銀色の少女の姿で──

「上です、トール!!」

　視線を戻すと、光が目の前に迫っていて──

「《超えし者イクシード》ぉおおお────っ!!」

　直後、血ち飛し沫ぶきが舞う。

　咄とつ嗟さに身を捩ねじって回避を試みるも、胸に数本の傷を刻まれてしまう。

　白の騎士は着地ではなく、そのまま影に沈み再び姿を消す。

（どこだ、次はどこから──右か!!）

　ヘレンの纏まとう輝きが視界の端はしに映り、そちらへ顔を向けるもその姿はどこにもない。

　このとき悪寒が走り、俺はユリエと音羽の下へ無意識の内に駆け出す。

　光の矛と化したヘレンが二人の影──それも後方という死角から飛び出してきた。

（ぜんぶ嘘フエイクだったのか……!!）

　激高したヘレンは音羽から俺へ狙いを変えた──そう思わされた。

　だが、ヘレンは変わらず冷静だった。

　キレた演技すらして、この一瞬を狙っていた。

《異翔影シヤドウリープ》を使った直後、一度は俺を狙うという念の入れようで。

「さ、せ、る、かぁあああ────っ!!」

　駆け出してから一秒に達するか達しないかの時間、《異翔影》からの《穿孔閃シヤインクラツシヤー》に反応出来たのは俺だけだった。

　音おと羽はを抱えたユリエを突き飛ばした瞬刻の後、凄すさまじい衝撃が俺の体を襲おそった。

　刃じん爪そうは辛からくも《楯たて》で防ぎはしたものの、体ごと持って行かれてしまう。

　ユリエたちが俺の名を叫ぶ声が一瞬で遠くなり──

　今度は俺が岩壁に激しく叩たたきつけられる番だった。

　岩壁は大きく揺れ、先刻ヘレンを叩きつけたときと同様──

　いや、それ以上に大きな地響きを立てて崩ほう落らくしていく。

　俺の意識はここで途絶えた。





　　　　◇






「そろそろ彼らの闘いも終わりそうだ──全て予定通りにね」

　クロヴィスの艦かん──《光輪ハイ＝ロウ》内のとある一室にて、モニターに映し出される透とお流るたちの闘う姿を見ながらに軍服の青年は述べる。

　彼の言葉が向けられた相手は、朔さく夜やではない。

《操焔の魔女ブレイズ・デアボリカ》の名を冠する黒衣の少女は別室にその身を置いている。

　では、誰だれに向けられたのか──

　それは豪奢なベッドに入り、上体を起こしている一人の人物に対してであった。

　その人物──少年は先ほどの発言に問いで返す。

「貴方あなたは本当にそれでいいのかな？」

　どこまでも冥くらく、惺しずかで、闇色をした瞳ひとみを持つ少年──

　鳴なる皇かみさかきの確認にも似た問い掛けへ、クロヴィスは微笑みを湛える。

「改めて訊きくなど君らしくもない──が、あえて答えるとしよう。私には理想があり、必ずや現実のものとすると誓ちかいを立てている。なればこそ、この道を進むのは当然のこと」

「……道の先には破滅が待ち受けているというのに？」

「フフ、道半ばで倒れる運命に比ぶれば、我が身の滅びなど些末なことではないだろうか」

　語られた内に思うところがあったのだろう。

　しばし間を置き、少年は謝意を伝える。

「貴方には感謝しているよ、《颶煉の裁者テンペスト・ジヤツジス》」

「感謝すべきは私の方なのだが──我らは運命共同体、故ゆえにお互い様とさせてもらうとしよう」

　この艦において《第一圜カイナ》と称される青年は、別の名──《七曜レイン》の《曜業セフアーネーム》で呼んだ少年に対し、自分たちは一蓮托生の関係であると告げる。

　少年は求める──

　青年は利用する──

《絶対双刃アブソリユート・デユオ》を。

　さかきは静かに笑み、ベッドに横たわる。

「少し休ませて貰もらうよ。次は──」

「十日目、だろう。滞りなく進めておく。君は安心して休息を取りたまえ」

　青年が頷うなずくと少年は目を閉じ、程なくして寝息を立て始めた。

（随分とあどけない表情だね、ソレイユ）

　穏やかに眠る少年──

　彼が己が目的のために世界を破滅に導みちびく流れを創り出しているなどと、この姿を見て誰だれが思おうか。

　クロヴィスは踵を返して部屋を去る。

　その口くち許もとに冷ややかな笑みを浮かべながら。

（希望を求め愛する者すら斬り捨てる君、絶望を願い愛する者の祈りを裏切る私──我々はどちらもどうしようもなく愚かだな）

　狂気と凶気が混じり合い、運命は流れゆく。

《絶対双刃》へ至るその日まで。






■幕間劇『その道を進み続けると』









　崩くずれ落ちたのは岩壁だけではなかった。

　発した亀き裂れつは地表にまで達し、直後に地割れが発生する。

　巴ともえが見立てたとおり野営地と決めた洞窟の地下には鍾しよう乳にゆう洞どうが広がっており、地割れが起きたのはその天井に当たる部分だったのだ。

　野営地はまるで大地が口を開けたかのように崩ほう落らくが広がり、透とお流るの姿はその中に消えた。

　同じくヘレンも巻き込まれたが、瞬間移動によって再び音おと羽はの近くに現われ、その命を狙って襲おそい掛かる。

「ユリエさん、私を連れて逃げてくださいっ!!」

　無情とすら取れるその言葉を告げたのは音羽だった。

　相手が相手だけに、ユリエは驚き耳を疑う他ない。

「……トールを、あなたのお兄さんを置いて逃げろと言うのですか？」

　困惑の色を浮かべ、ユリエは腕の中の少女──音羽の瞳ひとみを見つめる。

「見捨てるわけじゃありません。どうなったのかはわからないけど、お兄ちゃんは今動けない状態だと思うんです。動けるなら、すぐにでも飛んできてくれるはずだから……」

　その通りだとユリエは思う。

　そして透とお流るが姿を見せないということは、余程の状況に陥おちいっているのだろうとも。

　このとき二人の予想は正しく、透流は岩の下敷きとなって意識を失っていた。

「今、あの人は私を狙って襲おそってきています。だけどこのままじゃ埒らちがあかないって思ったとき、お兄ちゃんが動けないことに気がついたら……」

　人質に取られる可能性が高いと、音おと羽はは言外で伝える。

　そして透流は自身が人質とされたとしても、音羽の無事を優先させようとするであろう性格だと誰だれもが分かっていた。

「ユリエ、あのバカモノは僕に任せろ！　見つけたら合図を送る」

「トラちゃん……」

　先に決断したのは、ユリエの背後を護まもりながら会話を聞いていたトラだ。

「……ヤー。出来る限り引きつけますので、トールをよろしくお願いします。そして──」

《天翔颯ヴインドイエールズ》を蹴りながら、ユリエは叫ぶ。

「音羽は絶対に護ります!!」

「頼む!!」

　音羽を抱えたまま密林の奥へと銀色の疾風が駆け、トラは真逆の方向となる巨大なクレバスへと飛び込んだ。

　兄を救おうと音羽が意図したとおり、白の騎士は追ってくる。

《輝影陣デイバインガーデン》の範囲にある影を超高速で移動する魔法術──《異翔影シヤドウリープ》を駆使しての追跡は執しつ拗ようなものだった。

　夜の密林を疾しつ駆くする行為はユリエであっても困難で、二人は次第に追いめられていく。

　ガキィンッ!!　激しい音とともに《片刃剣セイバー》がユリエの手を離れ、木に突き刺さる。

　加えて攻撃を受け損そこなった際、ユリエは木の根に足を取られてバランスを崩くずしてしまう。

　音羽はユリエの腕の中から投げ出される形になり、二人は揃そろって地面に倒れ込む。

「……予想以上に手間を掛けさせてくれましたね」

　体を起こす間も末まつ期ごの言葉を口にする刻ときすら与えぬとばかりに、ヘレンは《籠手爪クローガントレツト》を構えて切っ先の狙いを音羽に定める。

　ユリエは音羽の名を叫びながら飛び込むも、刃じん爪そうを突く方が速い──はずだった。

　ヘレンの顔が一瞬歪ゆがみ、動きが止まる。

　その理由にユリエが思い至るよりも早く、二人の少女に光明が差した。

　天空の紋もん様ようよりも尚なお明るい、まるで流星の如ごとき光が闇夜ごと白い騎士を貫つらぬかんと迫ってきたのだ。

　ヘレンが咄とつ嗟さに飛とび退のいた直後、光は大地を穿うがち、一瞬遅れて爆砕した。

　その威力はヘレンの纏まとう白い鎧であろうと、防ぎきれるものではなかった。

　何事かと彼女は光が放たれた方角に意識を向け、その行為が失態であったすぐに気付く。

　ユリエたちの姿が消きえ失うせていたのだ。

　周囲を見回し二人の姿を捜して追おうとするも、再び光が夜や闇あんを貫きヘレンを襲う。

　一度目同様に難なく回かい避ひはするものの、ヘレンはユリエたちの追跡を諦めた。

（戦力を見み誤あやまりましたか。ですが次の機会には必ず……。そして──）

　ヘレンは鎧の上から脇腹に触れる。

（数本、折れていますね）

　透とお流るが《煌霆の雷撃エルデインガルソール》を打ち込んだ位置だった。

　それがために、ヘレンは千せん載ざい一いち遇ぐうの機会を逃したのだ。

　次に相あい見まみえるまでに傷を癒し、決して取り逃がさぬようにせねばとヘレンは思う。

　再び逃すような事態にでもなれば主へ顔向けが出来ないと考えつつ撤退し、しばし後に地上を煌こう々こうと照らし続けていた紋もん様ようは消滅して一帯は夜や闇あんを取り戻した。







「……少しは名誉挽ばん回かいができたかしら？」

　ユリエたちを救った光──《撃射承・彗フエイスピアースⅦ》を野営地傍そばの小高い丘の上から放った黄金の少女は呟つぶやき、銃口を天に向けた。

　決められたタイミングで引き金を数回引き、同じことをもう一度繰り返す。

　ユリエたちに、自分たちが無事であると銃声で伝えたのだ。

「さて、と……。こっちも早くここを離れないとね」

　リーリスは蹴りの痛みがまだ残る腹部を手で押さえつつ丘を駆け下りると、待っていた仲間たちと合流するなり場を離れた。

　その中にはトラに肩を借り、頭から血を流す透流の姿もあった。

「大丈夫、透流？」

「何とかな」

　崩ほう落らくに巻き込まれて意識を失っていた透流だが、ヘレンがユリエたちを追い掛けてからほどなくして戻ってきた巴ともえたちの協力もあり、無事発見された。

　トラが即そく座ざに離脱の判断を下し、ユリエたちをサポートしつつ状況を伝えるようリーリスに指示を出して今に至る。

「急ぐぞ、あの女が戻って来ない内に──」

　野営地を離れると続けようとするも、最後まで言い終えることは適かなわない。

　獣の如ごとき咆ほう吼こうとともに、複数の影が密林から飛び出してきたために。

「居たぞ！　兎うさぎどもだ!!」

《修羅會グラデイエイト》に参加している《獣ゾア》の闘士団チームだ。

「くっ、紋あ様れに呼び寄せられたか……!!」

「せめて一難去ってからにしなさいってね！」

　闘いが次の敵を呼ぶという恐れていた状況が、最悪のタイミングで発生したことにトラが眉まゆ根ねを潜め、リーリスが《銃ライフル》を狙い定めて抗戦の構えを取る。

「突破するぞ！　無理に倒そうとしなくていい!!」

　トラが駆け出し、透とお流るも含め他の面々も後を追う。

　透流は襲おそい掛かってきた《獣ゾア》の牙きばを《楯たて》で防ぎ、カウンターの一撃を叩たたき込こむ。

（待ってろよ、音おと羽は……。すぐに迎えに行くからな……。ユリエ、それまで頼む……!!）

　最後にユリエが駆けていった方角を一いち瞥べつすると、透流は仲間とともに野営地を後にした。







「トールは無事とのことです」

　全員の無事を確認したので離脱する、そちらも離脱せよ──

　密林に響いた銃声は、そのような意味合いのメッセージであった。

「ですが待ち伏せされている可能性はありますので戻るわけにはいきません」

　既にヘレンは撤退しているが、ユリエには知る由もない。

　分かるのは天空にて輝かがやいていた紋もん様ようが消きえ失うせ、あれほど音羽に執着していた白の騎士が追ってくる気配が今は無いということだけだ。

「えっと、それじゃあこれからどこへ……？」

「もう少し離れたあとに様子を見ます。追跡が無いようでしたら合流地点へ向かおうかと」

　散り散りになった状況を想定し、事前に落ち合うための場所は決めてあった。

「全力で飛ばします。しっかりと掴つかまっていてください」

「は、はいっ」

　言われたとおり、音羽は自身を抱える少女にしかと掴まる。

　その体が震えていることに気づき、ユリエは「大丈夫です」と耳元で囁ささやくと駆け出した。

（トール。音羽は私が護まもります──絶対に！）







　ユリエと音羽が二人で行動をともにし始めてから一刻ほどが過ぎる。

　今、二人は三日目に野営を行った場所──リゾート区画にある廃はい墟きよへ辿たどり着ついていた。

　散り散りになるようなことがあれば、前日の野営地にて合流するという取り決めをしてあったからだ。

　不気味に佇たたずむ廃墟に人の気配は無く、ユリエは音羽を抱えたまま中へと踏み入る。

「トールたちはまだ来ていないようですね」

「そうですね。……それにしても、こうして見るとやっぱり不気味ですね。この前も思ったけど、ほんとオバケでも出てきそうで──」

　ぴたり。ユリエの足が止まる。

「ユリエさん？」

「出ません」

「はい？」

「オバケなど出ません」

（もしかして苦手なのかな……？）

　普段より口調を強く感じ、音おと羽ははユリエがホラー全般が苦手だと察する。

「そ、そうですね。出ないですよね」

　自分自身も決して平気というわけではないが、その手の話を口にするのはやめておこうと決意したのであった。

　二人は野営を行ったホテル最上階──五階のホールへと向かう。

　忘却の島ゴーストアイランドが放ほう棄きされずにいれば、夕ゆう陽ひが海に沈む光景を目にしながら食事が摂とれる大展望レストランとなっていた場所だ。

　静寂に包まれたホールに到着し、ここでようやく音羽は解放されて自分の足で立つと、緊張の糸が切れたのか大きく息を吐いた。

　対してユリエは表情が固いままだ。

　ホラー的な雰囲気云うん々ぬんではなく、周囲に対する警戒を解くわけにはいかないからである。

「みんなが来るまでひと息つきましょう」

　外の様子を窺うかがいながらユリエが言うと、返事の代わりに可愛かわいいくしゃみが返って来た。

　振り返ると、自身の体を両手で抱き締めるようにして体を震わせる姿が目に映る。

「ご、ごめんなさい。見つかるかもしれないのに、わ、わた、し──ふわ……くちゅんっ」

　逃走劇の最中、雨上がりの地面に倒れ込んだために二人の着ている服は全体的に湿しめり気けを帯びてしまい、おかげで体温がかなり奪われていたのだ。

　緊張の糸が緩ゆるんだことで一気に寒気に襲おそわれ、音羽は歯の根をかちかちと鳴らす。

「服を脱いで乾かしましょう」

「そ、そうですねって言いたいところですけど……」

　当然と言えば当然の提案に、音羽は眉まゆ根ねを潜めて天井際を見る。

　そこには廃はい墟きよにひどく不釣り合いのカメラが、吊つり下さげポールで設置してあった。

　カメラはこのホテルだけではなく、島内の至るところに設置してある。

《修羅會グラデイエイト》の映像を余すことなくクルーズ船に送って観客に見せるためのものであり、この場で服を脱ぐなどストリップショーを行うに等しい。

「任せてください」

　短く告げるとユリエはカメラに向かって翔び、剣けん閃せんを振るうとポールが二つに断たれる。

　次いで重力に従い落下しようとするカメラをキャッチし、ユリエは音も無く着地した。

「これで大丈夫です」

「い、いいんでしょうか……？」

　カメラの破壊に音羽は戸惑う。

　常に誰だれかに行動を観られているという気持ち悪さはあるも、主催者側に波を荒立てないためにとこれまではあえて無視してきたからだ。

　無論、用を足す際はカメラの死角を考えた上で繁しげみを周囲に配したり、外がい套とうで隠す等といった形で映らぬようにしている。

「一つくらいなら大丈夫です。では、乾かしましょう」

「あ……。でもお兄ちゃんたちがやって来たら……」

「建物内に人が入って来たら気配でわかりますので」

「は、はあ……」

　それなら大丈夫かなと音おと羽はは安心し、先に脱ぎ始めたユリエに続こうとして──

　思わず息を呑のんだ。

　闇の中に浮かび上がる銀色の少女の白い肢体を目にし、綺き麗れいだと思う。

　同室故ゆえにこれまで幾いく度どとなく目にした黄金の少女が持つ肉感的なものとは違う、触れれば消えてしまいそうな儚はかなさが銀色の少女にはあった。

　けれど幻想的な雰囲気を漂ただよわせる少女には、相応ふさわしくないものが存在していた。

　背中の傷だ。

（あ……。これって──）

　ふと思い出すことがあるも、音羽はすぐに我に返ることになる。

「──？　どうかしましたか？」

「──っ！　いえいえいえ、何でもありませんっ」

　銀色の少女は不思議そうに小首を傾かしげるも、気にしないことにして外がい套とうを羽は織おる。

　外気に直接肌が触れて冷えないようにするためで、音羽もそれに倣ならう。

　濡ぬれた服は壁に突き立てた《片刃剣セイバー》で干し、後は休むだけとなったところで──

「それでは休みしましょう。……どうぞ」

　ユリエが外套の前を広げる。

「どうぞ？」

　今度は音羽が小首を傾げる番だった。

「そのままでは風邪をひきますので入ってください。肌を寄せ合って体を温めましょう」

「……………………」

　音羽、フリーズ。

「いえいえいえ、大丈夫ですっ、大丈夫ですからっ」

　音羽、パニック。

「ナイ。音羽が風邪をひいたらトールが心配します」

「ひゃあっ!?」

　ユリエは音羽の手を取り、外套の内へ引き入れるなり抱き締めた。

　改めて言うまでもないことだが、二人とも外套の下は裸である。

（っきゃぁあああ────っ!?　お兄ちゃん、お兄ちゃんっ!!）

　裸で体を温め合うという行為はマンガやテレビなどでよくある話だと思っていたが、いざ自分がその立場になってみると脳が記憶に無い程混乱する音羽であった。

　少女の心拍数が世界記録でも樹立しそうな勢いのまま、しばしの刻ときが流れ──

　やがて二人の体が温まってきた頃、ユリエはふと思い出したかのように告げた。

「ところで」

「は、はいっ」

「立ったままでは眠れませんね」

「は、はい……」

　自身とは対照的にいつもとまったく変わらぬユリエの様子に、音おと羽はは少しだけ落ち着きを取り戻すのだったが──それも束つかの間まのこと。

　ユリエは何も言わずいきなり音羽をお姫様のように抱え上げた。

　尚なおその体勢は、見る角度によっては音羽の大事な部分が丸見えである。

（いぃいいいいやぁあああああああっっっ!!）

　顔から火が出る程度の恥ずかしさなど遥はるか後ろに置き去り、音羽は悲鳴をあげる寸前に。

　もっとも敵に居場所を教えてしまう可能性が脳裏をよぎり、おかげで僅わずかに残った理性が悲鳴だけは避さけさせたのだが。

　ユリエは外がい套とうの端はしに腰を下ろし、自身の腿ももの上に音羽を座らせると抱え方を変える。

（よかった、カメラを壊して貰もらってよかった！　それにそれに、お兄ちゃんもトラちゃんもこの場に居なくて本当によかったよ────っ!!）

　陽光の下であれば耳まで真っ赤になっていると一目で分かっただろう。

　そうなれば自身のみならず他者の機き微びにも疎いユリエであろうと、流石さすがに音羽の恥ずかしいという感情に気付いた──可能性はある。気付かない可能性の方が高い。

「だいぶ体が温まって来たようですね。やはり肌を合わせたのは正解です」

（そうじゃないんです。そうじゃないんです、ユリエさん────っ!!）

「トールたちが来るまで休んでいて構いませんよ。来たら必ず起こしますので」

（こんな格好じゃ安心して休むなんて出来ません────っ!!）

　心で思うも口には出せず──

　しかしそのような状況であっても、程なくして音羽は強い眠気に襲おそわれ瞼まぶたが重くなる。

　恐怖と緊張からの解放は、現在彼女を襲う恥辱を遥かに上回るものであった。

　うとうととし始めたかと思うと、すぐに寝息を立て始める音羽──

　その様子を見ながらに、銀色の少女は願う。

（トール……。早く来てください。そして音羽を安心させてあげてください）

　けれど時は静かに刻まれていくばかりで──

　この夜、透とお流るたちはついぞ姿を現わすことなく、二人は朝を迎えたのだった。







　五日目を迎え、昼をしばし回った頃──ユリエと音羽は緊張に身を固くしていた。

　二人が身を潜めるホテルの傍そばにて二組の闘士団チームが遭そう遇ぐうし、闘いの火ひ蓋ぶたが切られたためだ。

　衝撃、怒声、振動、咆ほう吼こう──

　様々な闘いの音が響く中、ユリエはガラスなど元から無い窓枠に近寄り戦況を見つめる。

　彼らが遭そう遇ぐうする原因となったのは、ユリエたちにある。

　白地図に位置を記されて尚なお、二人はホテルを離れなかったのだ。

　縮小された白地図では大まかな位置しか読み取れず、加えてこのホテル周辺にも建物が幾いくつか立ち並んでいるため必ずしも敵に見つかるわけではないと考え、リスクを承知の上で透とお流るたちと合流する道を選んだのだ。

　だがこのとき、透流たちは前夜の敵とは別の相手と抗戦中にあった。

　妹の下へ一刻も早く向かいたく、けれど向かうことが出来ない──

　透流は焦しよう燥そうと苛いら立だちに駆られながら、敵に拳こぶしを叩たたき込こむ。

　兄きよう妹だいは互いの身を案じ、無事を祈る。

　そのような状況において、白地図に記されたユリエたちの位置は幾つかの闘士団チームの知るところとなり、今に至る。

　ホテルの傍そばで交戦状態にあるチームはどちらも《６６６ザ・ビースト》には属さぬ者であったが、ユリエは闘う者の中に見覚えのある顔を見つけた。

　一目で抜きん出た強さだと分かる隻せき腕わんの闘士は、《第一圜カイナ》らとの会見前に話し掛けてきた男──パトリックだ。

　自分たちを蒐集コレクションに加えると公言した姿を思い出し、ユリエは眉まゆをひそめる。

　少女が見届けた結末は無惨であり、無慈悲なものであった。

　結果はパトリック側が勝利を収めるも、命乞いをする者はもちろん、まだ息のある者にも等しくとどめを刺すという形で闘いは幕を下ろす。

　ユリエの視線の先には赤い海が広がり、パトリックはその直ただ中なかで血の匂いに酔いしれていた。

「フフ、血はいい……。馨かぐわしき香り、美しき色合い、何よりも──この味。恐怖と絶望で熟成された上級のものは、やはり戦場でなければ味わえぬ」

　刺突剣から滴したたり落ちる血を舐なめると、闘いで昂たかぶったパトリックの精神はより高揚する。

「だが──最上級にはほど遠い。やはり無骨な者よりも、未来在る少年少女の血に限る。それも見目麗うるわしき者であれば尚更だ」

　残忍な笑みを浮かべながら、異質な嗜し好こうを持つ紳士然の男は視線だけを動かす。

　──ユリエたちの潜む廃ホテルへと。

（あちらがこちらを認識している以上、今動けば取り逃がすことになりそうだね。時間を置いてから改めて参るとしようか）

　パトリックは部下に指示を出し、廃ホテルへ背を向けて歩き出す。

　そのような思惑など露つゆ程ほども知らず、ユリエはパトリック一団が遠ざかる様に安あん堵どする。

　既に自身が悪意に狙われ、闇もまた忍び寄っていると気付かずに。







　日が暮れ始める。

　窓枠という額縁の向こうには海へ沈む夕ゆう陽ひという絵に描かれたような光景が広がるも、二人の少女にはその様に心を奪われる余裕は無かった。

　間もなく夜を迎えようというのに透とお流るたちはいまだ姿を見せず、時の進みに比例して音おと羽はの不安が大きくなっていく。

（お兄ちゃん、トラちゃん、リーリスさん……。みんな無事だったんだよね？　それなのに、いったいどうしたんだろ……）

　考えれば考えるほど不安をよりかき立ててしまうと分かっていながら、尚なお考えてしまう。

　不安と緊張、そして恐怖──

　ともすれば恐きよう慌こうに陥おちいってしまいそうになる音羽の頭に、軽く手が乗せられた。

「大丈夫です」

　音羽が銀色の少女に頭を撫でられるのは何度目だろうか。

「そうですね。お兄ちゃんってば、ひょっとして寝坊してるのかも」

　ユリエの気遣いに、音羽は冗談を言いながら笑む。

　多少ぎこちなくはあったものの感謝の思いはしかと伝わり、ユリエは僅わずかに眼を細めた。

（ユリエさんだって不安なはずなのに……）

　不安を欠片かけらも出さずに毅き然ぜんとした態度を貫つらぬき、それでいて自分への気遣いを忘れないユリエについて音羽は考える。

　日常の彼女と、非日常の今とでは随分と印象が違った。

　少々世間ずれをした大人しく素直な女の子──

　それが昊こう陵りよう学がく園えんでの生活の中でのユリエ観だったのだが、昨夜から二人きりになったことで初めて知る顔により印象を改める。

　兄が《絆双刃デユオ》として選んだ少女は見た目の儚はかなさや普段の大人しい姿とは裏腹に、とても強く優しいと。

（……こんなときだけど、ちょっと分かった気がするな。だから──）

　最初に抱いていたイメージと今の印象がようやく重なり、兄のことを思い浮かべながらに音羽はひとり納得する。

「今日はもう休みましょう。起きているといろいろ考えてしまいますので」

　太陽が水平線に沈んで一時間ほどが過ぎた頃、ユリエが外がい套とうを床に敷く。

「あの、ユリエさん……？」

「──？」

　端はしの方にちょこんと座るユリエの姿に音羽は戸惑う。

　あきらかに横になって寝ようといった様子ではないからだ。

「えっと、膝ひざ枕まくらはなくて大丈夫ですよ？」

「ナイ。床は硬いですから、せめて頭だけでも楽な方がいいです」

「でもそれじゃあユリエさんが眠れません」

「このままで私は大丈夫です」

「……………………」

　音おと羽はは諦めた。

　銀色の少女の押しに弱いところは兄きよう妹だいよく似ているが、そこは音羽の知らぬことである。

「それじゃあお休みなさい」

　透とお流るたちが来たら起こして貰もらうと約束し、音羽はユリエの膝を枕にして目を瞑つむる。

　しかしこのようなときに限って眠気がなかなか来ず、そんな状態に対して幾いく度どめかのため息をつくと──

「眠れませんか？」

「あ……。はい……。ユリエさんもですか？」

「私は──ヤー。そうです」

「えっと……。それじゃあ少しお喋しやべりでもしませんか？　その、こんなときにですけど、普段のお兄ちゃんとどんな風に過ごしてるのかとか、どうして《絆双刃デユオ》を組むことになったのかとか、私の知らないお兄ちゃんってどんな感じなのかなぁって知りたくて……」

「非日常こんなときだからこそ、日常いつものことを話すのはいいことかと」

　そう言ってユリエは語り出す。

　最初に透流に興味を抱いた理由から始まり、《絆双刃》を組むことになったいきさつを、どのような日々を過ごしてきたか──

　それはときに微笑ましく、ときに可お笑かしくあった。

（ふふっ、お兄ちゃんってば大変だっただろうなぁ）

　添い寝の話はされなかったが、ユリエは気にせず透流だけが気にして慌てたであろう話に、その姿を想像して音羽が笑いを堪こらえる間も話は続く。

　よく知る兄が居た。

　知らない兄が居た。

　二人は闘いの中だけではなく、日常の中で《絆きずな》を育はぐくんでいたのだと伝わってくる。

　音羽にはそれが嬉うれしくあり、少しだけ羨うらやましくもあった。

「あの、質問いいですか？」

「ヤー。何なりと」

「……ユリエさんはお兄ちゃんのこと──」

　言葉途中で音羽は考え直し、改めて質問を投げ掛ける。

「お兄ちゃんと、ずっと一緒に居たいって思いますか？」

「ヤー。《絆双刃》はずっと一緒です」

　普段の音羽ならばここは苦笑をしたところだろう。

　けれどこのときは違った。

　次に控えた質問のために、明確な意図を持って聞いたのだ。

「もう一つ、訊きかせてください」

　ほんの一瞬、少女は罪悪感で躊躇ためらう。

　踏み入ってはならない領域に踏み込もうとしているからこそ。

　家族であろうと立ち入るべきではなく、本人たちの問題なのだと分かっている。

「例えば、ですよ。例えば──」

　けれど、その考えを押し殺して問う。

　今のままでは、歪いびつなままではいけないという想おもいから。

「ユリエさんがどうしても進みたい道があるとしますよね？」

　ぴくりとユリエが反応するも、音おと羽はは構わず続きを述べる。

「その道を進み続けると、お兄ちゃんと一緒に居られなくなる──そうなったらユリエさんはどうしますか？」

　トールに何か聞いたのですか──

　思わず口を突きそうになった言葉を、銀色の少女は既すんでのところで飲み込む。

　復ふく讐しゆう──

　いくら妹であろうと自分に黙って透とお流るが伝えるとは思えず、ユリエはなぜ音羽が先の問い掛けをしたのか、その意図が掴つかめず戸惑う。

　無論、音羽は透流から何も聞いておらず、彼女なりの考えがあっての問い掛けだ。

　ユリエは答えない──否、答えられない。

　復讐を貫つらぬこうとすることで透流の傍そばに居られなくなるなどと、考えたこともなかったからだ。

　自分と透流は同じ《復讐者アヴエンジヤー》──

　いつか己の手を血に染めると覚悟の上で歩んでいる。

　牙きばを突き立てる相手が別であろうと、その道は同じ方向へ続いているのだと思っていた。

　だからこそ音羽の問い掛けは、ユリエの心に波紋を起こす。

　これまで想像だにしなかった未来について、銀色の少女に考えさせることとなった。

「変なこと言ってごめんなさい。でも、もしかしたらそういったこともあるかもって……」

「……ナイ。気にしないでください」

　音羽にとってはこれで十分だった。

　彼女は答えを求めていたわけではない。

　僅わずかなきっかけだけでもという考えであり、音羽は知らぬまでもそれは成ったのだから。

「えっと、もう寝ましょうか。お兄ちゃんの話をいっぱいしてくれてありがとうございました。とっても楽しかったです♪」

「ヤー。それならよかったです」

　今度こそおやすみなさい、と告げて音羽は目を瞑つむる。

　ほどなくして規則正しい寝息が聞こえて来る中で、ユリエは先ほどの問い掛けを改めて思い返すも、今は考えるべきことではないと心の片隅に置いたのだった。







　それから数時間が過ぎるも、ユリエは眠っていない。

　音おと羽はは知らぬことだが、そもそもヘレンからの逃走劇以降、一度も休息を取っていない。

　周囲に対する警戒を怠おこたるわけにはいかず、気を張り詰めた状態が続いていた。

　そのため本来であれば透とお流るたちと合流して取れていたはずの休息が取れぬままで、肉体の疲労と精神の疲ひ弊へいは相当なものとなっていた。

　多少でも音羽に周囲の警戒を任せることが出来れば状況はまた違っただろう。

　やがて疲労と疲弊が限界に達し、ユリエの意識が短時間だが落ちる。

　それはほんの数分程度であったが──

「──っ!!」

　何者かの気配を感じ取り、ユリエは瞬時に覚かく醒せいする。

「警戒を怠るのはよくなイ」

　声の響いてきた方向──ホール入口へ視線を向けると、そこには長袍チヤンパオを纏まとう小太りの男の姿が在った。

《修羅會グラデイエイト》開催前夜に行われた会見の場でユリエたちがパトリックに絡まれた際、割って入ってきたヒキガエル似の男だ。

　男の背後には四人、同じく長袍を纏い、影のように付き従う者たちが居た。

「あなたは……」

「五日ぶりネ、美しき少女ヨ。我輩は《魅蛛メイズウ》の長──黄フアン。闇に生きる者故ゆえ、このような刻限の来訪となる非礼を詫わびるヨ」

「ナイ。構いません。この《修羅會たたかい》はそのような場であると承知していますので」

　答えながらユリエは音羽の肩を揺さぶり、起こす。

「んん……ユリエさん？　お兄ちゃんたちが来……ひっ!?」

　目元を擦りながら起きた音羽は男たちの存在に気づき、息を呑のんだ。

「大丈夫です。今すぐ襲おそって来ようという雰囲気ではありませんので」

　体を起こした音羽の肩を寄せて立ち上がると、ユリエは黄をまっすぐに見て問い質ただす。

「……なぜ声を掛けたのですか」

　声を掛けずに襲い掛かれば、今頃ユリエたちは命を絶たれていたかもしれない。

　それほどに致命的な状態であったからこそ、何な故ぜと疑問を覚えるのは当然だろう。

「我ら《魅蛛》は闇に生キ、人を殺あやめることで糧かてを得ていル──故にその疑問は正しいガ、此こ度たびの《修羅會》は暗殺の妙技を見せる場ではなイ」

　黄率いる《魅蛛》は古来より大陸黒社会に巣くい、半ば伝説と化した暗殺や傭よう兵へいなどを生業なりわいとした武の一族である。

　彼らは様々な秘術、秘薬を用いて人の限界を超えた化物の集団であると噂うわさされ、ここまで三組の闘士団チームと交戦──内二組を殲せん滅めつ、残る一組も一人を除いて全員を屠ほふり去ったことで、噂は真実であったと観客たちに思い知らせていた。

　そしてその内の一組は自身の知る相手であると、ユリエは直後に知ることとなる。

「何よリ──何より我らの本質は武である故ゆえニ、暗殺の妙技を見せるのは一度で十分ネ」

　そう言って黄ファンは手にしていた何かを放り投げる。

　バスケットボール大のそれは床に落ちた後はごろごろと少女たちの傍そばまで転がり──

「──っ!!」「ひっ……!?　い、いやぁあああああぁぁぁ────っ!!」

　それが人間の頭であると認識してユリエは息を呑のみ、音おと羽はは悲鳴をあげた後に気絶した。

「……この人は──」

　気絶した音羽を抱きとめ、ユリエは目を背けたくなる衝動を抑えながらに頭が誰だれであるかに──パトリックのものであると気付く。

　彼らは黄率いる《魅蛛メイズウ》によって文字通り暗殺の憂うき目めにあったのだ。

《修羅會グラデイエイト》に己の意志で参加したパトリックは《獣ゾア》と渡り合えるほどの力量を持つ。

　──が、黄たち《魅蛛》は彼らに絶ぜつ叫きようの一つもあげさせることなく殲せん滅めつしたのである。

「闇に乗じてあなたたちを襲おそう算段を講じていタ。たとえ強くあろうと卑劣なる者は美しくなイ──故に始末したヨ」

　暗殺に手を染める一族だと口にしながら、闇討うちを卑劣だと断じる黄にユリエは戸惑う。

「つまり助けて頂いたということですね。ありがとうございます」

「礼には及ばなイ。これよりあなたたちには死を与エ、至上の美となる永遠の少女とさせて頂くのだかラ」

「大事な約束がありますので、死それはお断りします──が、やはり助けてくださったことに変わりありませんので感謝はさせて頂きます」

「律儀なことダ。……さテ、それでは始めるとしよウ。構えるがいイ」

　ユリエは音羽をそっと寝かせると《双剣ダブル》を構える。

「どこまでも不思議ですね、あなたは。何な故ぜ、こちらに闘う準備をさせてくれるのですか」

「先ほども言っタ。我らの本質は武であるト……。闘士に闘わせずに殺すことなど美しくなイ。何よリ、生と死の狭間はざまで抗う者は美しイ。それが美しき少女となれば尚なおのことネ」

「そういうことでしたら、全力で抗わせて頂きます」

「始める前に伝えておこウ。我ら《魅蛛》は闇を利用し、群ぐん戦せんを術すべとすル。地の利、数の利は我らにあると知った上で抗うがいイ」

「構いません。ですが──」

　ユリエは傍らに寝かせた音羽をちらりと見る。

「彼女はあなたの言う闘士ではありません。見逃しては頂けませんか？」

「それは出来ぬ相談ダ。《修羅會》の参加者は皆等しく死出の旅路について貰もらウ。取り逃がした者も必ずや仕し留とめるヨ」

　僅わずかな可能性に賭けてユリエは交渉を試みるも、黄は首を横に振る。

　元より都合のいい話だと分かっていたため、ユリエに落胆は無かったのだが──

「ただシ──」

　続けて告げられた言葉は意外なものではあったが、黄のここまでの言動からするとある意味で納得出来るものであった。

「あなたが死するまでは一切手出しせぬとここに誓ちかおウ。もっともその少女を置いて逃げるなどといった醜い動きを見せれバ──」

「そのような心配など無用です」

「強き意志を秘めた瞳ひとみダ。……なんと美しイ」

　にたりと笑みを浮かべ、黄を含む《魅蛛メイズウ》の五人も臨戦態勢となる。

「では行くゾ、兵つわものたる美しき少女ヨ」

　黄は僅わずかに視線を横に動かし、その意図を汲くみ取とったユリエは頷うなずく。

　次の瞬間──ユリエが、黄ファンが、そして黄の配下である《魅蛛》の四人が同時に床を蹴る。

　闘いの余波に巻き込まぬため、昏こん倒とうした少女から離れたのだ。

　黄たちは一律に飛輪チヤクラムと称される投とう擲てき武器を得物として両手に持ち、先手は彼らが取る。

「射シャッ!!」

　黄を含めた五人がタイミングをずらして投げた飛輪が、銀色の少女へと襲おそい掛かった。

　曲線を描く十の刃やいばの内幾いくつかはユリエの死角──背後から迫る。

　二本の刃を振るって弾き落とし、身の軽やかさを以もつて躱かわし、ユリエは《魅蛛》の先手を切り抜ける。

　続く二手目を取ったのは、またしても《魅蛛》側となった。

　一手目からほぼ切れ目無く続く二手目は、曲を描く飛輪とは打って変わって鉄鍼が点を貫つらぬくように飛来する。

　咄とつ嗟さにユリエは躱し、寸前まで頭部があった空間を貫いて鉄針が壁に突き刺さった。

　回かい避ひはバク宙をしてのものであったため、三手目も《魅蛛》が取る──

「美しき動きネ。だが飛んだのは失敗ヨ」

　対する黄らだけではなく、遠く海上のクルーズ船にて中継を観戦する者たちを含め誰だれもがそう思う中──ユリエは宙を蹴る。

「なっッ……!?」

「今度はこちらの番です……！」

　常識的にあり得ない動きに黄の目が大きく見開かれた刹せつ那なの後、二条の剣けん閃せんが闇を裂さく。

　直後、入れ替わるように深紅の瞳ルビーアイが見開かれた。

　黄の体を捉えたはずの《双剣ダブル》が、衝撃によって弾かれたために。

　咄嗟に剣の軌道へ潜り込ませた両手──否、袖の中に仕込んであった武器によるものだ。

「旋棍トンファー……!?」

「拐かい、という武具ヨ。よく似ているがネ」

　言葉と同時に足が半月を描いて跳ね上がる。

　咄嗟にユリエは飛とび退のくも驚きよう愕がくがコンマ一秒動きを鈍にぶらせ、顎先を蹴りが掠かすめる。

　外傷という意味でのダメージはほぼ無く、けれどユリエは着地するなり膝が折れた。

　顎を掠めた一撃によって頭部が揺らされ、僅かだが脳のう震しん盪とうを起こしたのだ。

　たとえ《超えし者イクシード》であろうと、人体の理からは逃れられずに隙が生まれ──

　ホールに苦痛の悲鳴が、中継先のクルーズ船では美少女が顔を歪ゆがめる様に歓喜があがる。

　上腕と太ももに三本ずつ、長さ二十センチほどの鉄針が半ばまで突き刺さっていた。

《魅蛛メイズウ》の配下二名が隙を逃すことなく放ったものだ。

「毒は縫ってないから安心するがいイ。兵に対しての礼儀ダ」

「ありがたい話です」

　立ち上がったユリエは鉄針を引き抜き、投げ捨てる。

（多少力が入りづらい、といったところですね。動くのであれば問題ありません……!!）

　痛みは耐えればいいと銀色の少女は《双剣ダブル》を再び構え、黄ファンに向かって飛び込む。

　たとえこの攻撃で黄を倒すことが出来ずとも接近戦に持ち込みさえすれば、配下が誤射を恐れて投とう擲てき武器を放てなくなるからだ。

　無論、《魅蛛》側も十分承知の動きであり、黄はユリエの攻撃を凌しのぐ間に配下が接近戦に加わってくる。

　暗殺も含め、闘いに赴おもむいた数はユリエのそれとは比べものにならない彼らは近距離戦においても見事な連携を見せ、銀色の少女は得意なはずのフィールドで押され気味となった。

　形勢不利と見て一旦距離を置くユリエ──

《魅蛛》側はすぐさま飛輪チヤクラムや鉄針による攻撃に切り替え、息をつく間を決して与えない。

　ここからユリエはほぼ防戦一方となる。

　時折、隙を見ては黄へ踏み込もうとするも、宙を蹴るという特殊な動きの《天翔颯ヴインドイエールズ》にしかと対応をされ、ユリエは攻めに転じる機をことごとく潰されてしまう。

　身体能力ならば、ユリエの方が優れていた──が、その上で彼女を現時点においてはほぼ完封している《魅蛛》の連携戦術は見事としか言いようがない。

　闇の中、狩人かりゆうどたちは銀ぎん狼ろうを仕し留とめんと追い詰め、少女の体が朱に染まっていく。

　その姿にクルーズ船のシアタールームは熱狂の渦に包まれていた。

　目を見張るような美少女が、醜悪な容姿の男らに傷付けられる様は嗜し虐ぎやく心を激しく揺さぶり、下品な叫びが館内の至るところからあがる。

　中にはユリエの傷つく姿に頭を抱えるといった者も居たが、ゲストの兎うさぎが生き残るという大穴に大金を賭けているためだ。

　銀色の少女はいたるところに傷を負い、それでも致命的な一撃だけは避けて機を窺うかがう。

　ともすれば焦しよう燥そうに背を押されてしまいそうになるも、敗北を喫きつすれば己のみならず音おと羽はの命までもが奪われてしまうという状況が、ユリエを堪え忍ばせていた。

　闘いが始まり、五分が経過しようといった時だった。

　少女が待ち望んでいた機が訪れる。

　ユリエが防御の直後に見せた敵に向かうというフェイントに対し、ここまで完璧な対応を続けていた《魅蛛》の動きに僅わずかだが乱れが生じたのだ。

　空白の一瞬を突き、ユリエは黄へ狙いを定めて飛び込む。

　黄ファンは旋棍トンファーによく似た武具──拐かいで防御を固めつつ、大きく飛とび退のこうとする。

　だがしかし、連携の乱れに瞬時に対応したユリエの踏み込みの方が速く、間合いに入るなり防がれることなどお構いなしに振るわれた《片刃剣セイバー》が、拐へ激しく叩たたきつけられる。

　黄は威力を殺しきれず、ホール入口を閉ざした扉を破壊して廊下まで吹き飛ばされた。

（勝機……!!）

　小さな綻ほころびは一瞬で大きな穴へと変わった。

　ここが勝負所と踏み、ユリエは迷わずホールを飛び出して追撃を行う。

　一方、黄は背中から床に叩きつけられた後、その勢いのままバク転で後方へと退いた。

　配下四人は間に合わず、仕し留とめられずとも一対一に持ち込める──

　その思考とほぼ同時、ユリエの直感が叫ぶ。

　上う手まくいきすぎている、と。

　ここまで恐ろしいほどに完璧な対応でユリエの攻め手を封じてきた《魅蛛メイズウ》が、空白の一瞬など作るのだろうかと少女の勘が刹せつ那なの中で己に問い掛ける。

　闘いの中で迷いを持つのは禁物だ。

　──が、戦況が本当に己の優勢であるかと懐かい疑ぎを持つことは、時として生死を分かつ。

　少女は瞬時に決断し、進行方向の宙空を蹴った。

　黄から飛び退くようにして距離を取った結果は、千せん載ざい一いち遇ぐうと見えたチャンスを捨てたことで命を拾うこととなる。

「素晴らしい判断だったネ。素直に賞賛するヨ」

　黄が手を打ち鳴らす中、少女の首についた真一文字の傷から一筋の朱あかい雫しずくが流れ落ちる。

　連携の乱れも、ユリエの攻撃を受けて吹き飛ばされたことも、すべては計算ずくだった。

「……いつ仕掛けたのですか？」

　訊たずねる少女の視線は黄ではなく、その手前の空間へ向けられている。

　暗闇に包まれた廊下故ゆえ、動かずに凝視しようと何かが見えることはない。

「髪の毛程の細さの特殊鋼糸ヨ。ホールへ向かうがてら仕掛けておいたネ」

　闘いは対たい峙じするよりも前から始まっていた。

　鋼糸は二人が対峙する廊下だけではなく、ホテル内の至るところに設置されているのだろうと、黄が語らずともユリエは察した。

　闇に乗じて不意を討うとうとしたパトリックを卑怯と吐き捨てた黄が、闇の中に罠わなを仕掛けていたことを同列に語る者も居るだろう。

　だが、ユリエはそう思わない。

　黄は最初から闇を利用した闘いを得手とすると語っていたのだから。

（どうしたら……）

　何処に設置してあるかわからない罠を警戒しつつ、ユリエは思考を駆け巡らせる。

　今なら黄へ仕掛ければ短時間だけであろうが一対一の状況を作ることは可能だ。

　──が、見えない鋼糸は飛輪チヤクラムや鉄針以上に脅威となることは明白だ。

　鋼糸は触れれば切れるというほど鋭利ではないが、張られたところへ勢いよく突っ込むとなれば話は別だ。

　先刻のように皮一枚で済めば御の字、酷ひどければ四肢の切断、最悪命を落とすまである。

　かといってホールへ戻るにも、背後の入口は既に配下四人によって固められていた。

（となればこれです……!!）

　ユリエは状況を打破する一手を放つ。

　全力で《双剣ダブル》を振るい、文字通り廃ホテルの壁を打ち破る。

「なッ……!?」

　想定外の対処法を見せたユリエに、黄ファンが驚きに目を見開く。

「外で決着を」

　そう言い残し、銀色の少女は己が開けた穴の向こうへ──外へと身を踊らせる。

「よかろウ」

　承しよう服ふくした黄が、配下四人とともにユリエの開けた穴から外へと飛び降りた。

「安心しました。逃げたと思われたら事でしたので」

「逃げる機会など幾いくらでもあっタ。だが一つ言っておク──」

　廃はい墟きよとなった建物が建ち並ぶ通りで対たい峙じする中、黄は笑みを浮かべ──

「我輩はこのような状況も想定していたヨ!!」

　配下ともども上空へと飛翔とび、腕を振るった。

　頭上からの飛輪チヤクラム、もしくは鉄針を警戒したユリエは、黄の発言の意味を直後に知る。

　──と同時に彼女自身も察していたとおり、闘いは始まる前に始まっていと改めて思い知らされる。

「なっ……!?」

　突とつ如じよ足元から土つち埃ぼこりが舞う──否、仕掛けられていた幾重もの鋼糸が跳ね上がったのだ。

　上空に気を取られていたユリエは一瞬の判断の遅れによって足を取られ、隙が出来る。

「縛バクッ!!」

　黄の指示によって配下四人が鋼糸を操り──

　それらはユリエの体に、四肢に絡みつき、少女の動きを完全に封じた。

「外に闘いの場が移る可能性も考エ、この一帯の様々な場所に蛛網くものいを張って置いたネ」

「……予想の範囲内でしたか」

「壁を破壊したのは予想外ヨ。もっと洗練された兵であると想像していたからネ」

　ユリエの見た目から、彼女の闘い方が華か麗れいなものだと想像する者は多い。

　その実、速さを主体とした荒々しい我流の剣技であり、発想もまた豪快な面が多々ある。

「残念ながら正しき師の下で学んだことはありませんので……」

「なニ、烈はげしいことが即すなわち美しくないことに直結はしなイ。まるで獣を思わせる姿は十分に美シ──っト、動かない方がいイ。腕も足も落チ、人としての姿を保てなくなル」

　鋼糸を引き千切れないかと腕に力を入れようとしたユリエに、黄が制止を呼び掛ける。

　ユリエの動きを封じた鋼糸の先は四人の配下が握っているため、力任せに引くと肌は裂さけ、肉に食い込み、下手をしたら腕を落とす羽目となる。

　血が滲にじむ様を見ながらにユリエもそれを理解した。

「勝負は決しタ。苦しまぬよう一瞬で終わりにすル。……心配するナ、あの少女も痛みなど決して与えずに後を追わせると改めて約束しよウ」

「……お気遣い感謝します──が、まだ闘いは終わっていません」

　身動きが取れず、もはや敗北は誰だれの目にも必至の戦況において、深紅の瞳ルビーアイには絶望の色が微み塵じんも無い。

「身動きすら適かなわぬその状況で何が出来ル」

「奥の手がありますので」

「ほウ……。ならば覆せるものならば見せてもらおうカ」

　はったりでも謀はかりごとでもないと捉え、黄ファンは口端を上げる。

　銀色の少女にとって大きな幸運は、対たい峙じする相手が黄であったことだ。

　黄は闇に棲すむ者としては異端だ。

　暗殺者の顔を持ちながらも武の道を重んじる彼は、すべての力を出し切った兵を倒すことこそが礼儀であるという美意識を持っていた。

　だからこそ、黄はユリエの言う奥の手を待つ。

「では──本気を出します」












　無論、ここまでユリエは全力であり、手など一切抜いていない。

　──が、それは現時点における全力の話となる。

　本当の意味での全力は、現時点における全力とは比べものにならない。

　ならば何な故ぜ、それだけの力をこれほどの窮きゆう地ちまで使わずにいたのかと言えば、《魅蛛メイズウ》との闘いの先を考えてのことだ。

　本気の全力は、力を抑えることなど一切出来ない。

　故ゆえに闘い終えた後はすべての力を使い果たしてしまい、音おと羽はを護まもることが出来なくなるとわかっていたがためにユリエは本気を出せずにいた。

　しかし事ここに至り、《魅蛛》を倒した先のことなど考えていられる状況ではなかった。

　今を乗り切らねば、先は無いのだから。

（音羽、あなたは私が護ります──絶対に!!）

　それは誓ちかいだ。

　かつて大切な人を──父を失った少女は己に誓った。

　同じ痛みを刻まれた少年に起きた奇跡を、失わせてはならないと。

《絆双刃デユオ》の少年の心に、再び同じ傷を負わせることなど決してさせないと。

（絶対に!!　絶対に!!　絶対に!!　そのためには──）

　自分の命を削ることなど些細なことだと、ユリエは強く思う。

　奇くしくも彼女と同じように、背に傷を持つ少女と同じことを。

　護るために負った傷を持つ少女を、憎しみを忘れ得ぬよう負わされた少女が。

「……ァ……ぅ、ぁア、アあ、アアア……!!」

　きしり、と少女が噛み合わせた歯が軋きしんで音を立てた。

　次いで別の音が聞こえてくる。

　キィィィィィィィィィィィィィィ────ッ!!

　それは銀色の少女の内から響いてきた音だった。

「──ッ!?　この圧ハ……!?」

「おと、ハ、は……護リ、ます……わたシ、が……ゼッたい、ニ……絶対に……!!　あ、アッ、ぅ──あァアアあああアアアアア────────ッッ!!」

　まるで獣の如ごとき咆ほう吼こうとともに、ユリエの発する《星耀ルミナス》が爆発的に膨ふくれ上がる。

　本気を出す──即すなわち、少女の身に施された最後の《位階限定レベルリミツト》を、強制解除することに他ならない。

　ユリエは知っている。

　秘められた本来の《力》に己の体がいまだ耐えきれぬと。

《黒い獣》と呼ぶそれは、敵のみならず自分自身へすら牙きばを剥むくものであると覚悟の上で。

　ユリエは《醒なる者エル・アウエイク》の《力》を解放する──初めて、己の意志で。

「ウゥァアアアアアアアア────ッッ!!」

　動きを封じられていた《黒い獣》が猛たけり狂い、鋼糸が皮を裂さき、肉に食い込む。

　けれど、そこまでだった。

　直後、ユリエは力尽くで鋼糸を引き千切る。

　髪の毛程度の細さでありながら、数百キロの重量にも耐えうる鋼糸を。

「ウァア、ァッ、アアアアアア────ッッ!!」

　大気を震わす叫びに、黄ファンは無意識の内に一歩後あと退ずさる。

「これガ、あなたの本気カ……!!」

　伝説の暗殺集団──《魅蛛メイズウ》の長は歓喜に震えた。

　本人も知らぬ内に笑みを浮かべた。

　圧倒的な闘気を充てられて尚なお笑った。

　己の未来を悟った上で尚──笑った。

「美しイ……」

　伝説は瓦が解かいする。

　かつて神の化身たる獣と見み紛まがわれた少女、唯一人の前に。







「クク……。あの《魅蛛》を一蹴とはな」

　優勝候補の一角を圧倒した銀色の少女──彼女が見せた《力》に、モニター越しで獰猛な笑みを向ける男が居た。

《６６６ザ・ビースト》の筆頭幹部である《第四圜ジユデツカ》──メドラウトは、久しく無かった血の滾りを感じていた。

（あれと闘やり合えば、あのときのような灼熱の刻ときを感じられるやもしれんな）

　記憶に最も深く、熱く刻まれた闘いに思いを馳はせつつ、巨きよ躯くの男はワインを口に運ぶ。

　そは先代の《第四圜》との死闘だ。

　かつて彼は闘士として《修羅會グラデイエイト》に参加し、覇者となった。

　その際に望んだものが、《圜冥主コキユートス》の座を賭けた闘いであった。

　熾烈な闘いの結果、メドラウトは今ここに居る。

　もしも透とお流るたちが《修羅會》を制し、過去の己と同じく《圜冥主》との闘いを望めばとは思うものの、それは無いだろうと自身の考えを否定する。

　透流たちが覇者となれば、おそらく二度と自分たちに手を出すなといった感じのくだらない望みを口にするだろうとメドラウトは予想する。

（まあいい……。やつらが途中で倒れればそれまで。よしんば覇者となり安穏を望んだとて、それも僅わずかな日々に過ぎん）

　時が来れば透流たちは牙きばを剥むかざるを得なくなるだろう。

　愉しみはいずれ訪れると、グラスのワインを飲み干しながら巨躯の男は嗤った。







　少女は夢を見る。

　以前にも見た懐かしい夢、父の記憶。

　ゆらゆらと揺れる揺りかごに乗せられたような心地よい感覚が、ユリエを包んでいた。

（夢、ですね……）

　ユリエは自分が夢を見ているのだと気付く。

　抱き上げてくれている父は、もうこの世に居ないのだから。

　その事実を思い出すも、それでもいいとユリエは思う。

　夢ならば醒めるまで甘えようと思った。

「パパ……」

　ユリエの呼び掛けに、父は笑みで応える。

　父は嬉うれしそうに何かを告げた。

『頑張ったな、ユリエ』

　声は聞こえずとも、そう言っているのだと何な故ぜかわかる。

「ヤー♪」

　どうして褒められたのかはわからない。

　わからないが嬉しいことに変わりなく、ユリエはまるで子犬のように頭を父の胸に擦りつける。

「ユ、ユリエっ……？」

「……パパ？」

　父が驚きの声を発し、ユリエはぱちぱちと瞬まばたきをして見上げる。

　発せられた声が、彼女の記憶にあるものとはまったく違っていたからだ。

「いや、俺はパパじゃないんだけどな……」

（──この声、は……）

　それはユリエのよく知る人物の声だった。

　その人物を──少年の顔を、名前を思い浮かべる中で、少女の意識が覚かく醒せいし始める。

「トー……ル……？」

「あ……」

　星空の下で、透とお流るがユリエの顔を覗のぞき込こんでいた。

「これは……夢、ですか……？」

　ユリエの記憶は《力》の解放を行った直後から途切れ途切れだ。

　少女の内に封じられていた《黒い獣》はついに覚醒し、圧倒的な《力》を以もつて《魅蛛メイズウ》を殲せん滅めつさせた。

　最後に覚えているのは僅わずかに残った理性で、とどめとなる一撃を外したところだ。

「夢じゃないさ。……遅くなって悪かった」

　やむにやまれぬ事情があり、結果的に到着が遅くなってしまったことを透流は悔やむ。

　この場で何が起きたのか、ユリエの体を──内出血でどす黒く変色した腕を見て、少なからず理解したためだ。

「リミッターを外したんだな？」

「……ヤー」

　どうして外したのか、などと問いはしない。

《黒い獣》を目覚めさせてしまえばどうなるであろうかなど、ユリエ自身が一番理解しているはずだと透とお流るも分かっている。

　かつて《醒なる者エル・アウエイク》の《力》に耐えきれず、壊れる寸前であったと他ならぬユリエから告げられたのだから。

　今は小しよう康こう状態を保っているようだが、小さな体は自身の《力》により、内から蝕むしばまれ始めているだろう。

　すべては覚悟の上での決断だ。

　だからこそ透流はあえてそこには触れず、感謝の気持ちを素直に伝えることにした。

「……音おと羽はを護まもってくれて本当にありがとな、ユリエ」

「ヤー」

　仄ほのかに笑むと、ユリエは透流の胸に軽く額ひたいを当てる。

　音羽を護りきれたこと、透流が喜んでくれたこと、そして自分自身の誓ちかいを果たせたことがユリエは嬉うれしくあった。

　夢の中で父が褒めてくれたこともあり、より嬉しく思う。

　四肢は麻ま痺ひしてほぼ動かせぬ状態ではあったが、温かく心地良い感覚に包まれていた。

　いつまでも包まれていたい──

　そう思ったとき、ふと音羽の言葉が蘇る。

『お兄ちゃんと、ずっと一緒に居たいって思いますか？』

　その問い掛けに、ユリエは頷うなずいた。

　今も、同じように思う。

　ずっと一緒に居たい、と。

　一滴の雫しずくはまだ水面に落ちたばかりだ。

　雫は波紋を作り、やがて大きく広がっていく。




『その道を進み続けると、お兄ちゃんと一緒に居られなくなる──そうなったらユリエさんはどうしますか？』






■第四章『ちょっと楽しかったかも♪』









「ところで一つお訊ききしたいのですが──」

　長い夜が明け、あと一時間も過ぎれば昼を迎えようといった《修羅會グラデイエイト》六日目──

　橘たちばなに背負われたユリエが、とある人物に視線を向けながら疑問を口にした。

「どうしてそちらの方がここに？」

「今さらかよっ!!」

　叫んだのはなんと三島レイジだった。

「拾ったんだ」

「俺は捨て犬か何かかっ!?」

「冗談だって。ユリエは勿もち論ろんだけど、あんただってかなりの怪け我がなんだぞ」

「ぐ……」

　渋面となり、レイジは手近な岩の上に腰を下ろす。

　俺もそれ以上話し掛けることなく、どうしてレイジが俺たちと行動をともにしているかをユリエに説明し始めた。

　レイジを発見したのは昨日の夕刻──しつこい襲撃者を撃退し、ユリエたちとの合流場所である廃ホテルに向かう途中のことだった。

　川辺にて血まみれで意識を失っていたところに俺たちが通り掛かり、敵という立場とはいえ見知った顔を見捨てるわけにもいかず、傷の応急処置を行った後にそのまま連れていくことにしたのである。

「そういう事情でしたか」

「まったく、敵を助けるなんて本当にバカなんだから……。さすがのあたしも今回ばかりはフォロー出来ないわ」

「ふん。バカだバカだと思っていたが大バカモノ──いや、バカここに極まれりと言っても過言じゃないな」

「ぐう……」

　レイジを助けることに反対派だったリーリスとトラは言いたい放題である。

　言い返せない俺を見て、橘とみやびは苦笑するばかりだ。

「あ、あのっ。お兄ちゃんは確かに昔っからバカなところはいっぱいいっぱいあるけど、ユリエさんの言うとおりお兄ちゃんらしい選択だなぁって思うから、バカなことをしたって気持ちもわかるけどそろそろ許してあげてくださ──って、あれ？　どうして笑ってるんですか、皆さん？」

　フォローをしてるのか、俺のバカをアピールしてるのかわからない音おと羽はに、俺とユリエを除いた面々──レイジまでが──は肩を震わせていた。

（しかし、そう思われてる節はあったけど、まさかいっぱい×２で力説されるとは……）

　妹にどんな目で見られているのかを知り、ショックを隠し切れない俺であった。

「次に同じようなことがあれば見捨てろ。同じことを繰り返せば次ではないとしても、いつかは大切な者を失うことになるぞ」

　もし同じような状況に陥おちいったとして、大切な人を救うために俺は目の前で苦しんでいる人を見捨てられるだろうか。

　俺が悩む姿をみんなが注視し、しばし沈黙が続き──

　やがてユリエが口を開く。

「……トールは助けたいと思ったら助けてあげてください。その先の人に手が届かないのであれば、私を頼ってください。私が絶対に護まもります」

「ユリエ……」

《絆双刃デユオ》ですので──とお決まりの句を口にし、ユリエが僅わずかに表情を柔らかくする。

「そのときは頼む」

　ちりんと鈴の音を響かせ、銀色の少女が頷うなずく。

「……だそうよ？」

　肩を竦すくめるリーリスに、トラは大きなため息をつくと「バカばかりだ」と一言口にした。

　その表情は呆あきれているようでありながら、どこか楽しげにも見えなくなかった。

「ありがとな、ユリエ」

「ヤー♪」

　軽く頭を撫でたところで、みんなの前であると思い出して慌てて手を離す。

　──が、時既に遅し。

「ユリエの手も届かないところがあるだろうから、そのときはあたしの《銃ライフル》に任せなさいよね」

「わ、わたしも頑張るからっ」

　リーリスとみやびが我先にと告げ、俺の手の届く範囲へそれぞれが頭を出してきた。

　撫でて欲しい、という意味にまず間違いないだろう。

　しかし俺としては求められても困るというのが本音である。

　そんな俺たちの様子を黙って見ていたレイジが、ここでぼそりと呟つぶやいた。

「……緊張感ねぇな、てめぇら」

「ふん、バカモノばかりだからな。……とはいえ、貴様はいつまで僕らと一緒にいるつもりだ。動けるようになったのなら、とっとと消えるんだな」

「誰だれに口聞いてんだちっせぇの。言われなくとも──と言いてぇとこだがよ」

　唾つばを吐き捨て、レイジが俺とユリエの傍そばに歩み寄ってきた。

　みんなが警戒を露あらわにする中、俺は手で制する。

「……………………」

　レイジは俺たちの前に立つと、無言のままじっと見つめてくる。

　その目に映るのは俺ではなくユリエで、どこか感心したように独りごちる。

「こんなのがあの《魅蛛メイズウ》をなぁ……。オレでさえ、あいつらには苦戦したってのによ」

「あいつらと闘ったのか？」

　こちらの問いに、レイジは渋い表情を浮かべて舌を打つ。

「この怪け我がや、オレの部下を殺ったのはあいつらだ」

　以前闘ったこともあり、レイジの実力は相当なものだとわかっている。

　皐さ月つき市で闘った時点で、《Ⅵレベル６》の《超えし者イクシード》に比類する強さだっただろう。

　そのレイジを瀕ひん死しに追い込んだ相手とユリエは一人で闘った。

（《黒い獣》を解放させるしかなかったってことか……）

　俺たちが合流地点に着いた際、唯一意識を保っていたのはユリエではなく、《魅蛛》の長を名乗る男だった。

　そいつは自分たちがユリエに敗北し、情けを掛けられて命を奪われなかったことを述べ、敗者として島を去ると仲間を連れて闇に消えた。

　今後俺たちを殺せという依頼が来ないことを祈るばかりだと、どこか楽しそうに言い残して。

「オレは闘ってる途中で滝たき壺つぼに落ちちまったから、決着はつかなかったけどな」

「……実質的に負けじゃないの」

　リーリスの辛しん辣らつなツッコミにレイジは呻うめいた。

「と、とにかくだ……!!　よく聞きやがれ、《超えし者》ども!!」

　気を取り直したらしきレイジが俺を指してとんでもないことを言い出す。

「これからしばらくの間、この三み島しまレイジはてめぇらとともに行動することに決めたぜ!!」

「「「は？」」」

　俺も含め、数人がレイジの発言に耳を疑い目を丸くする。

「銀髪のがこんなになっちまったってぇのも多かれ少なかれ、奴等を倒せなかったオレに責任がある。だから銀髪のが闘えるようになるまで、このオレが代わりになってやるってぇ言ってんだよ」

「「「……………………」」」

　親指で自身を差すレイジへ、俺たちが呆あつ気けに取られること数秒──

「ヤー。ではよろしくお願いします」

「いやいやいや、よろしくじゃないだろユリエ!?」

　ぺこりと頭を下げたユリエに、俺は最速でツッコんだ。







　昼を過ぎ、俺たちは例の如ごとく拠点を移していた。

　その移動先にて、俺はレイジを横目で見ながら、どうしたものかとため息をつく。

　本人が頑として首を振らなかったというのもあるが、ユリエの負傷による戦力減といった事情などもあり、結局行動を共にすることになったのだ。

　何か含むものがあって同行を言い出したわけじゃなく、本気で責任を感じているのだろうことはこれまで対たい峙じした際の言動からもわかる。

　だがレイジは《６６６ザ・ビースト》の《獣魔ヴイルゾア》なのだ。

《修羅會グラデイエイト》のどこかで決着をつけなければならない相手であり、今以上に情を移してしまうと、そのときに迷い無く拳こぶしを振るうことが出来なくなるかもしれない。

　それでも行動を共にすると決意した理由は、もしかしたらレイジの道を正すことが出来るんじゃないかという仄ほのかな期待を抱いたからだ。

　──と、そのレイジが俺の視線に気付く。

「マジで緊張感ねぇにも程があるわな」

　呆あきれを通り越して疲れたような表情で言われ、俺は苦笑いで返す他無い。

　レイジの発言は同行の件ではなく、俺たちの背後で繰り広げられている光景についてだ。

　ぱしゃんっと水が跳ねる音がし、次いでリーリスの声が聞こえてくる。

「は、ぁっ……。んんっ、気持ちいい……！」

　ちらりと背後を見ると、リーリスが河川の中央で伸びをしていた。

　どうやら水に潜っていたらしく、黄金色の髪についた水の雫しずくが陽光を反射してきらきらと輝かがやく。

　彼女が何をしてるかを端的に言えば、水浴びを行っている。

　リーリスだけじゃなく、他の女子も同様に。

　ちなみに男三人はと言うと、崩ほう落らく箇所より外側で俺とレイジが一緒に、トラは対岸で一人歩ほ哨しように立っている。

　レイジの言うとおり《修羅會》の最中に緊張感の欠片かけらもない行動ではあるが、どうしてこんな状況になったのかと言うと──

　お風呂に入りたい、という女子一同の意見によるものだった。

　これまでは連日のように降る雨で濡ぬらした布で体を拭いていたのだが、それも六日目となると限界に達したらしい。

　そういった事情もあってやってきたのがこの場所──四日目の野営地跡だ。

　ヘレンとの闘いの最中、地面が陥かん没ぼつしたことで姿を現わした鍾しよう乳にゆう洞どうには水が流れていた。

　いわゆる地下河川というやつで、俺を捜索中にその存在に気付いたとのことだ。

　水量は十分にあるので、おそらく海まで繋つながっているのだろう。

　そんなこんなで再びここに訪れ、今は投下物資を包んでいた布を水着代わりにしてリフレッシュをしているというわけだ。

「いくら他の闘士団チームが遠い位置だっつぅても、お気楽過ぎんだろ」

　例の如ごとく昼の投下物資を手に入れた際、白地図に記されていた各闘士団の位置関係を考こう慮りよして安全だと判断した上での水浴なのだが、レイジの言ってることももっともである。

「緊張しっぱなしだと保たないってことで……」

　崩落で現われたということもあり、十数メートル下の河川の周囲には中継カメラが無い。

　おそらく鍾しよう乳にゆう洞どうそのものの存在に運営側も気付いてなかったのだろう。

　おかげで今は、常に見られているという緊張からも解き放たれているといったわけだ。

「なるほど……。一見楽しんでるだけにしか見えねぇが、深く考えてやがったんだな」

　楽しんでるだけだと思う。

　それは聞こえてくる声からも明らかだ。

「気分はどう、音おと羽は？」

「あははっ、川で泳ぐなんて何だか子供の頃のことを思い出します♪　……だけどちょっと冷たいかも。よく潜れますね……」

　音羽は川岸に腰を下ろし、指先だけを濡ぬらしてぺちぺちと胸元に水をかけるばかりだ。

　するとリーリスはその姿を見て──

「…………それっ♪」

　水を掛ける。

「ひゃぁああああ──っ!?　なな、何をするんですかリーリスさんっ!?」

「何って、もちろん──お・や・く・そ・く♡」

　直後に再び響く音羽の悲鳴。

（何やってるんだか……）

　とはいえ音羽には申し訳無いが、仲の良い雰囲気が伝わってくるので兄としては安心だ。

　リーリスには今後も音羽と仲良くして貰もらいたい。

　──などと考えていると、下方からリーリスに呼び掛けられる。

「透とお流るーっ。見張りなんてそいつに任せてこっちに来なさいよー」

「……呼ばれてんぞ」

「いやははは……」

　おそらく対岸で歩ほ哨しよう中のトラは頭を抱えているだろう。

「とーおーるー♡」

「……行ってやんな。見張りくれぇオレ一人で十分だ」

　逡しゆん巡じゆんするも、まあ任せてもいいかと思い至り、よろしく頼むと言い残して俺は河川の方へと降りていく──後でトラには怒られるだろうなと思いつつ。

「もうっ、やめてくださいようっ」

　俺が降りていく途中も二人のじゃれ合いは続く。

　音羽が水を掛け返すも、リーリスは瞬時に水中に潜り──

「そーれっ♪」

　勢いよく水上へ出てくると同時に、大量の水を音羽にぶっ掛ける。

「もう、いい加減にしてくださーいっ」

　笑いながら泳いで逃げる黄金の少女を、音羽はぷんすか怒りながら追い掛けていく。

（──って、俺が呼ばれた意味あったのか？）

　上流の方へ向かう二人を追い掛けるかどうか迷うも、せっかく降りてきたので他の面々にでも声を掛けることに。

（ユリエは──珍しいな、橘たちばなと一緒か）

　まだ一人ではほとんど歩けないともあって、ユリエはさっきまでの音おと羽はと同じく川岸に腰を下ろして足を水に浸している。

　橘はそんなユリエの体を、水で濡ぬらした布で拭いていた。

「傷は大丈夫なのか、ユリエ」

「ヤー。触れると多少痛みますが」

　たった一晩ではあるが、常人とは比べものにならない超化治癒力で傷は良くなってきている──とはいえ、本調子を取り戻すにはかなりの日数を要するはずだ。

（それまで闘いが無ければいいけど、さすがにそれは難しい話だろうな）

　白地図に明記されていたのは、俺たちを含めて残り四つの闘士団チーム──

　俺たち、レイジ、《第四圜ジユデツカ》派の《獣魔ヴイルゾア》闘士団、そして──《聖庁ホーリー》の聖騎士ヘレン。

　決着は近づいているのだ。

「体を拭き終わったら、頭も流しておこう。かなり埃ほこりっぽいからな──と、それは私も同じだが」

　笑いながら橘がユリエの体を優しく丁寧に拭く。

　ユリエは気持ちいいらしく、表情を和らげてされるがままに大人しくしている。

　和やかな雰囲気を醸し出す二人の姿に思わず口くち許もとが緩ゆるんでいると──

「次は体の前側にするぞ、ユリエ」

　そう言って橘は、俺に背を向ける形でユリエの前に立つ。

　とまあ、そこまでは別に構わなかった。

　問題は俺に向かってお尻を突き出すような体勢になったことだ。

　もちろん彼女も他の面々同様、布を水着代わりにしているおかげで肌色専有面積が広い。

　そのためこちらからすると、目の毒となるポーズとなったのだ。

　おかげで橘（のお尻）から視線を外そうにも外しきれない──

　そんな俺を責められる男がこの世にどれだけいるだろうか。

　ちらちらと視線を向けたり外したりを繰り返している中で──

「トール。どうかしましたか？」

「──ふぉっ!?　いや、あー、いや、えっと、いや……」

　視線に気付いた──ただしどこを見ていたかまでは気付いていないようだ──ユリエが小首を傾かしげ、あからさまに動揺してしまう。

「どうしたのだ？　何か嫌なことでもあったのか？」

　ユリエとのやり取りのおかげで橘も振り返り、俺は首を全力で横に振った。

　俺の反応に、橘はどうかしたのかとばかりにユリエを見る。

「先ほどからこちらを気にしていたようですので」

「こちらを？」

「え、えーっと──た、大変そうだと思ってさ。必要だったら俺も手伝おうかなと……」

　橘たちばなのお尻が気になって見ていたなどと言えるはずもなく、誤ご魔ま化かしの言葉を吐く。

「……………………」

「ではお願いしてもいいですか、トール？」

「ままま待ちたまえっ!?　いくら《絆双刃デユオ》とはいえ女子の体にみだりに触れるというのは流石さすがによくないのではないだろうか!?」

「あ……」

「──？」

　一拍置いて狼狽うろたえる橘、自分の発言の危うさに気付かされる俺、まったく気付かず小首を傾かしげるユリエと三者三様の反応に。

「そそ、そうだったな。悪い、変なこと言った！　それじゃあ俺はこれでっ！」

「う、うむ！　何か手が必要だったら呼ばせて貰もらうとしようっ!!」

「──？」

　不自然極まりないやり取りで話を締める俺と橘を見て、ユリエはもう一度小首を傾げていたのだった。

　珍しく不ふ埒らち者呼ばわりをされずに済んで胸を撫で下ろすと、これからどうすべきかと逡しゆん巡じゆんし──

（そうだ。みやびはどこに……？）












　と周囲を見回してみやびの姿を求めると、下流の岸辺でしゃがみ込む姿が視界に入った。

「おーい、みやびーっ」

「と、透とお流るくんっ……！」

　手に持った何かを水に浸していたらしきみやびは、近づいて声を掛けると慌てて立ち上がった。

　その際後ろ手となったのだが、おかげで俺は何をしているのかと訊たずねようとするはずが言葉を失う。

　それもそのはず、これまで幾いく度どとなく俺の心を乱してきた二つのマシュマロ（比喩表現）が今回もとんでもないアピールをしていたのだ。

　他の女子と同様に布をビキニ代わりにしているのだが、長さがぎりぎりというか少々短いらしく、文字通りはち切れんばかりとなっている。

　結び目が僅わずかでも緩ゆるめば大変な事態になるのは間違いない。

「どうしたの、透流、く……ん……」

　疑問符を浮かべながら、みやびの声が後半に進むにつれて小さくなっていく。

　先ほどのユリエとは違い、俺の視線がどこに向いているのかに気がついたのだ。

「「──っ!!」」

　俺は大焦りで顔ごと視線を逸そらし、みやびは大慌てで胸元を両手で隠す。

（ん？　今何かが飛んでいったような……？）












「……………………」

　視界の端はしに、顔を真っ赤にして俯うつむくみやびの姿。

「わ、悪い……」

「う、ううん……」

　気まずい。

　ひじょーに気まずい。

「えっと、どうしたのかなって……」

　どうしたものかと頭を悩ませていると、みやびから助け船が出される。

「あ、ああ。何をしてるのかと思ってさ」

「洗濯だよ」

　言われて初めて、みやびの足下近くに制服が置かれていることに気付く。

「またすぐに汚れちゃうだろうけど、せっかく水浴びをしたのに埃ほこりっぽい服を着るのもどうかなって──透とお流るくん？」

　再び俺が顔を逸そらし、ついでに手で顔を覆おおう姿にみやびの頭上へ疑問符が浮かぶ。

「ごめん、それ……」

　空いた手で制服の上に乗ったブラジャーを指す。

　……でかい。

「ぴゃ────っ!?」

　悲鳴をあげ、みやびは下着を制服の下へと置き換えるのだった。

「……えーっと、みんなの分もやるのか？」

　改めて落ち着いたところで訊たずねる。

　置かれた制服は一着だけではなく、あきらかに数人分の量だったからだ。

「うん。それぞれ出来ることを担当した方がいいかなって」

「なるほどな──って、橘たちばなはユリエのヘルプをしてるけど、音おと羽はとリーリスは遊んでるだけのような……」

「そんなことないよ。もともとこの水浴びは音羽ちゃんがすごく怖くて不安な思いをしたから、楽しんで貰もらって気持ちを楽にさせてあげたいってリーリスさんが言い出したんだよ」

　風呂に入りたいとリーリスが強く望んだからそのまま受け取っていたが、本当はそんな理由があったのかと驚き、そのことを口にするとみやびはくすりと笑う。

「お風呂の件も本当だと思うよ。わたしもずっとお風呂に入りたかったし」

　闘いの場に自らの意志で踏み込むも、やっぱり女の子なんだなと妙に納得をしてしまう。

　とはいえ洗濯をしているおかげで、まだ水浴びは出来ていないようだが。

「あれ……？　あれ、あれっ……!?　な、無いっ!?　どどどどこに行ったんだろっ!?」

　突然みやびが動揺し始める。

　何かを探しているようで、下着やらブラウスやらを何度も手に取った後、今度は周囲をきょろきょろと見回し始めた。

「何を探してるんだ？」

「え、あ、うう……だ、大事なもので、透とお流るくんが来たときまで持ってたはずなんだけど……えっと、レモン色の──う、ううんっ、やっぱり透流くんは気にしないで、ねっ」

　気にしないでと言われても気になってしまうわけで、俺も辺りを見回してみる。

　俺が話し掛けるまで手にしていたというのなら、胸元を慌てて隠した際に放り投げでもしたんじゃないだろうか。

（そういえばさっき何かが飛んでいったような……？）

　レモン色の何かを探すと──

（あれか……？）

　川下の流木に、何やらそれっぽいカラーが見えた。

「多分あれじゃないか？　ちょっと取ってくる」

　言うが早いか、俺は水面に顔を見せた岩の上を軽かる業わざ師しのように飛び移っていく。

「えっ？　ま、待って、透流く──」

　みやびが何やら慌てるも、言い切る前に俺はレモン色の布のようなものを素早くキャッチして再び岩を飛び移りながら戻ってくる。

「これでいいのか？」

　と手にした布を差し出すと──

「あ、う、うううっ、と、と、透流くんの……えっち……」

「へ？」

　みやびが泣きそうな表情を浮かべた上で想定外な言動を口にし、思わず間抜けな声を出してしまう。

　なんでいきなりそんなことをと訊きく寸前──俺は気付く。

　みやびに差し出した布が、女物の下着ショーツだということに。

「…………ごめん」

　先刻を超える気まずい空気が漂ただよい、俺もまた居たたまれなくなったためその場を離れることにした。

（うーん、見張りに戻った方がいいかな……。それともユリエたちのところに戻るか？）

　どうやら体は拭き終えたらしく、今は二人で足だけを川に浸して何やら話をしている。

　などと考えつつ岸辺を歩いている最中──

「お兄ちゃーん」

　いつの間に戻ってきたのか、音おと羽はが川の中央付近に胸元近くまで浸つかった状態で声を掛けてくる。

「一人なのかー？」

「うん、リーリスさんは別のところだよー。だから一緒に泳がないー？」

　手を振る妹の誘さそいを断る理由等見当たらず、わかったと伝える。

（よし、ここは一つかっこよく飛び込んでいいところを見せてやるか！）

　兄とは妹の前で格好つける生き物なのだ。

　シャツを脱ぎ捨てて水際に立ち、飛び込む──その寸前。

「あっ、待って待ってお兄ちゃんっ！」

「──っ!?　とわっ、おっ、おおっ……！」

　音おと羽はの制止に両手を振り回し、何とかバランスを取る。

「な、何だ？　どうかしたのか？」

「う、うん。あのね──」

　どこか申し訳なさそうな笑みを浮かべ、音羽は言った。

「ごめんね♪」

「は？」

　突然の謝罪に大口を開けてしまったその瞬間──

「すっきありぃ♪」

　どんっ。

「へ？」

　背後からの衝撃に俺の体が宙に浮き、天地がぐるんとひっくり返る。

　直後に俺の視界に映ったのは、衝撃を俺に与えた少女、リーリスの姿で──

　どぼーん。

　派手な音と水柱を立てて、川の中に落ちる俺。

「ぶはぁっ！」

　水面に顔を出すと、待っていたのは音羽とリーリスの笑顔だった。

　音羽はさっきと同じく申し訳なさそうな笑み、対してリーリスは満面の笑みだ。

「な、何するんだよっ!?」

「ふふっ、透とお流るもさっぱりした方が気持ちいいと思って♪」

「あのなぁ……」

「あら、さっぱりしなかった？」

「したけど、俺が溺れたらどうするつもりだったんだ……」

　頭から濡ぬれ鼠ねずみとなった状態でぼやく俺に、黄金の少女は自身の赤い唇を指先でとんとんと叩たたきながらにウインクをする。

「もちろんあたしが助けて、必要とあらば人工呼吸マウス・トウ・マウスをしようと思ってたわよ♡」

　冗談のはずなのに冗談に聞こえず、俺はため息をつきつつ音羽を睨にらむ。

「ご、ごめんね。私もちょっと面白そうだなと思って……」

　両手を合わせながら音羽が近づいてくるが、言い方からするにリーリスを止めるどころか協力に回ったらしい。

「まったく……」

　もう一度ため息をつくと俺は音羽を抱き抱える。

「お、お兄ちゃん、何をするつもりなの……？」

「おしおきだ☆」

　にっこりと笑顔で返し──

「ひぃやあぁああああ────っ!?」

　音おと羽はを上空へと放り投げる。

　高さ五メートルほどまで上がったところで、重力に従って落下してきたところをしっかりとキャッチ。

「どうだ、反省したか？」

「…………えーっと、ちょっと楽しかったかも♪」

「高さが足りなかったか」

　音羽、十メートル行き×３。

「楽しかったぁ♪」

　おかしい。

（……まあ音羽が楽しかったならいいか）

　チョロい兄であった。

「──にしても……」

　音羽を下ろし、俺はその顔を見つめる。

「どうしたの、お兄ちゃん？」

「やっぱりお前は笑うと可愛かわいいな」

「あ……」

　ぽんぽんと頭を撫でると、むず痒がゆそうな表情を見せる音羽。

　──が、すぐに頬ほおを膨ふくらませる。

　子供扱いをしたことで怒らせてしまったのかと思うも違った。

「もうっ。そういうのはきちんと相手を選んで言わないとだめだよっ」

「選ぶ？」

「だから好きな人──」

「とーおーるっ♪」

　音羽が最後まで言い終えるよりも早く、黄金の少女の呼び声が響く。

　振り返った俺が目にしたのは、地を蹴って宙に舞うリーリスの姿だった。

　陽光の中で黄金色の髪がなびき──

「受け止めてよね、透とお流るっ♪」

　彼女は上空から俺に向かって落下してくる。

「えっ、わっ、とととっ!?」

　そう言われて避けるわけにもいかず、さっきの音羽よろしく抱き止める。

　ただし咄とつ嗟さだったため、少々バランスを崩くずして転びそうになるが。

「い、いきなり飛び込んで来ると危ないだろっ」

「きちんと透流が受け止めてくれるって信じてたもの♪」

「……………………」

　最初に受け止めるよう言われなかったら、反射的に避けようとしたとは言えない。

「とにかく下ろすぞ」

「予行練習ってことでしばらくこのままでもいいのに」

「何の予行だよ？」

「結婚式に決まってるじゃない──って、ちょっと透とお流る!?」

　無言で下ろそうとする俺にリーリスは大慌てだ。

（──っと、そうだ）

　だが思うところがあり、下ろす前にリーリスだけに聞こえる程度の声で囁ささやく。

「ありがとな。おかげで音おと羽はのやつ、随分と息抜きが出来てるみたいだ」

「あら、お礼なんていいわよ」

「そんなわけにいかないだろ」

「そう？　だったら──」

　このとき、リーリスの目が不気味に光った──そんな気がした。

「言葉だけじゃなくて、態度でも示して貰もらおうかしら♡」

　俺の首に腕を回し、リーリスが顔を近づけてくる。

　逃げようにも逃げられず、それでも何とか逃げようと頭を上体ごと後方に反らすと──

　つるんと足下が滑すべった。

　後ろに体重を掛けすぎたためであり、再び頭から水を被ることになってしまう。

　とはいえ、おかげでリーリスの魔の手（唇？）から逃れられたので結果オーライだ。

「くすくす、透流ってば相変わらずこの手の冗談に弱いのね♪」

　水面から顔を出すとリーリスに笑われてしまう。

（……そういえば俺がキスしたくなったときにするんだとか言ってたっけ）

　随分前にそれっぽい話をされたことを思い出し、小さくため息をつく。

　つまり今回もからかわれたってわけだ。

（これからも同じ手に引っ掛かる気がする……）

　おそらくこの予感は正しいだろうとため息をついたところで──

「トール」

「ユリエ？」

　声の聞こえてきた方向に顔を向けると、今度はユリエが川岸に立っていた。

　橘たちばなに掴つかまりながらという姿からは、まだ一人で歩くのは辛つらいのだと見て取れる。

「どうしたんだ？」

「ユリエがキミのところに行きたいと……」

　何か用があるのだろうかと場の全員の視線が集まる中で、ユリエは俺を見つめて言う。

「私も受け止めてください」

「は？」

　告げられた言葉の意味を理解するより早く、ユリエはぴょこんと俺に向かってジャンプした。

　普段のユリエならともかく、今の状態では当然川の中程に立つ俺まで届くはずもない。

　どぼーん。

　上がる水柱、けれどカナヅチのユリエは浮いてくるはずもなく──

「ユユ、ユリエ────っ!!」

　流されていった。

　俺は慌ててユリエを追って泳ぎ出すのだった。

　結局、十数メートルほど流されたところで救出し、騒ぎはひとまず去る。

　手を貸しながら川の中でユリエともども立ち上がり、俺は安あん堵どのため息をつく。

「ふう、危ないところだった……」

「助けて下さりありがとうございました」

「いや、それはいいけど体のことを考えてだな──って、えぇえええっっ!?」

「──？　どうかしましたか、トール」

　一難去ってまた一難。

　流されているときにどこかへ引っ掛けたのか、ユリエの胸元を覆おおっていた布が無くなっていた。

「ユユ、ユリエ、上っ、上ぇっ!!」

　いつかの海と同じような状況に、俺は大慌てになりながら叫び──

「いい天気ですね」

　これまたいつかの海と同じくユリエは空を見上げた。

　大事な部分は長い銀髪のおかげで隠れていたが、見上げた瞬間にずれ始め──

「どわぁあああっっ!!」

　際どいところで、俺はユリエを抱き締めた。

　これなら視界に入らず、尚なおかつ大事な部分も隠せて完璧だ。

（──って、何か柔らかいものが当たってるぅうううっっ!!）

　それが何かなどと問うまでもない。

　しっかりと抱き締めているおかげで、ユリエのささやかな膨ふくらみですら柔らかさが伝わってくる。

　かと言って身を離すわけにもいかず、どうしたらいいものかと答えを求めて脳内はしっちゃかめっちゃかな騒ぎとなってしまう。

「トール、すみません」

「え……？　あ、いや……。ユリエが無事ならそれでいいけど、それよりどうしてあんな危ないことをしたんだ？」

「それは……。リーリスと楽しそうでしたので、私もと思いまして」

　ユリエの答えに、いつものやつかと思う。

「大丈夫だって。俺の《絆双刃デユオ》はユリエしか居ないっていつも言ってるだろ」

「ヤー。トールならきっとそう言ってくれると思っていました。ですが──」

　途中までは照れくさく思うも、続きを聞けば首を捻ひねることとなる。

「それでも、居ても立ってもいられなくなってしまったのです」

　どういうことだろうかと考える間は与えられなかった。

「こ、九ここの重え……。キミは何な故ぜユリエを抱き締めているのだ……」

「ちょっと透とお流る、抱き合うにしても相手が違うんじゃない？」

「と、透流くん。あの、は、裸で抱き合ってるってどういうことなのかな……」

「お兄ちゃん。いくら何でもそれは無いと思うんだ……」

（っぎゃああああ────っ!!）

　流されたユリエを心配して集まってきた面々に、洗濯を終えて戻ってきたみやびも加わり俺たちを囲む。

「ここ、これは──」

「はっ！　まさかユリエに欲情してキミの中のケダモノが目覚め、水着を──だ、だとすれば破は廉れん恥ち者どころの騒ぎではない！　獣だぞ、破廉恥淫獣ビーストだぞ、九重────っ!!」

「それはないわ」「それはないと思うかな」

　橘たちばなが率先してパニクってくれたおかげで、素に戻ったリーリス＆みやびがツッコミを入れる。

「む？　そ、そうか？」

「ええ。透流の中にそんな獣が居たら、とっくにあたしが食べられてるはずだもの」

「わ、わたしも同じ意見かな。……わたしはいつでも食べて貰もらってもいいんだけど」

　とんでもない発言が聞こえた気がする。

「なるほど……。し、しかし九重が少女趣味の気があるやもしれないのでは？」

「あるかぁ！」

「そ、そうだよ巴ともえちゃん！　さっきだってわたしの胸を見てたよ！」

「うわぁああああっっ!!」

　別の意味でとんでもない発言をされた俺涙目。

「トールは大きな胸の方が好きなのですか？」

　腕の中からじっと見上げられて俺更なる涙目。

「ユ、ユリエが流されたときに水着が外れたんだって！　こうでもしなくちゃ見えたりしてまずいだろ!?」

　あえて答えず、状況の説明だけを叫ぶと──

「そういうことだったのね。……まあ、透流がケダモノになるなんてまず有り得ないわけだし」

「お兄ちゃんですからね」

「音おと羽は……」

　なんとなく引っ掛かる評価だが、みんなは納得してくれたようだ。

　……俺はなんだか切なかった。







　ひとときの平和な時間は過ぎ去り、やがて夜が来る。

　その夜も平穏なままに終わりを告げ、七日目を無事に迎えた。

　そして昼を間近にした今──

　俺はトラとレイジの三人で、野営地から少々離れた場所にいた。

「どうだ？」

「慌てるな。もうすぐ終わる」

　そっけなく返すトラは、蔦つたをロープに見立てて作った罠わなを設置中だ。

「残りはあと二つか」

「ああ、けど──」

「けど、なんだよ？」

　トラを待ちつつ、話し掛けてきたレイジに言葉の続きを催促される。

「罠ってのは何だか性に合わなくてさ」

「バカだろ、おめぇ」

「……ふん、まさか敵の言葉に同意することになるとはな」

　速攻でバカ呼ばわりされ、話を聞いていたトラまでため息をつく。

「べ、別に反対してるわけじゃないだろ。俺だって罠の重要性はわかってるって」

《修羅會グラデイエイト》は試合じゃなく、生き残りの闘いだ。

　正々堂々と闘いたいという気持ちが無いわけじゃないが、敗北したら命を失うかもしれないとなれば話は別になる。

　相手が正面から挑んでくるのならともかく、ヘレンは言うまでもなく残った闘士団チーム──《第四圜ジユデツカ》派のやつらもレイジの情報によるとそういったタイプじゃないらしい。

　それらを鑑かんがみて俺たちは逃げ回るのではなく、迎え撃つという方針に切り替えた。

　加えてまだ闘えるような体調ではないユリエ、《焱ちから》を使わせてはならない音おと羽はを連れていることもあり、移動中に追いつかれでもして交戦状態になる可能性を考こう慮りよすると、最初から待ち構えていた方がいいとの結論に達したのだ。

「っかし手際いいな。てめぇらマジで学生かよ……」

「学生とは言っても、昊こう陵りよう学がく園えんそのものが練兵所のようなものだからな」

「おっそろしいとこだな、てめぇらの学校はよ。けど、平和ボケした国に生まれたくせに、なんでそんな道を選んだんだ？」

「なんでって──強くなりたかった……。それだけだ」

　そう、俺は強さを求めていた。

《力》を──さかきに届く牙きばを得るために。

　けれど今、音おと羽はが還かえってきたことでどこか道を見失った感がある。

　かつて音羽の命を奪った仇かたきであり、現在の音羽の将来を大きく狭めている元凶であることに変わりはない。

　許せないという思いは変わらずあるも、今の俺にとって大切なのは音羽のこれからだ。

　そのための、音羽の未来を護まもるための《力》が欲しい。

　そしてもう一人──

「ちっせぇの。てめぇはどうなんだ？」

　俺が銀色の少女の姿を思い浮かべたところで、レイジはトラに同じ質問を振る。

「誰だれが小さいか！」

「安心すんだな。オレから見れば大抵のやつぁちっせぇからよ。で、どうなんだ？」

　タツほどの筋量ではないにせよ、百八十はあろうかという長身だからもっともな話だ。

「単に自分に合った進路だと思っただけだ」

（……いや、確実に道を間違えてる気がするぞ）

　裕福な実家やら有名私立中学出身やらと、あきらかに性格以外は昊こう陵りよう学がく園えんに向いていないと、以前俺が同じ質問をしたときと同じ答えに、同じ感想を抱く。

　もっとも、《Ⅴレベル５》まで到達している状況を考えるとあながち間違ってないのかもしれないが。

（単に強くなりたいだけだったら、昊陵じゃなくてもよかったとは思うんだけどな……）

　地元の方にも武道関係で有名な学校はあっただろうに、わざわざ県を跨またいでまで昊陵に入学を決めた理由はいったいどんなものだろうか。

　だが、俺がその疑問を口にするよりも早く、今度はトラがレイジへ問い掛ける。

「貴様こそどうなんだ。何な故ぜ世界を破壊するほどの《力》を求めている。僕らが答えたんだから、貴様も答えて貰もらうぞ」

　クルーズ船で《６６６ザ・ビースト》に属する理由を俺が訊きいたときの答えについて、トラは更に深く踏み込む。

　だが、レイジは無言のまま宙を仰ぐ。

「おい、貴様──」

「よくある話だ。オレぁスラムの育ちでよ」

　苛いら立だった様子を見せたトラに僅わずかに遅れ、レイジが語り出す。

「スラム出身とかよくある話じゃないだろ……」

「日本だったらな」

　言い方からして、まさか外国人なんだろうかと思う。

　名前も容姿も日本人としか思えない──と告げると、レイジは呆あきれた様子を見せる。

「日本人は日本の中でしか生活しねぇとでも思ってんのか、てめぇは」

　そう言ってレイジは東南アジアのある国名を口にする。

　十歳にもなっていない頃、レイジの一家は父親が経営する会社の都合でその国へ移住したそうだ。

「親父おやじは仕事の傍らスラムの現状を変えようってぇ活動をしていてな。……だが、あるとき全部変わった。何もかもぶっ壊されちまったんだ」

　九年前、自宅が賊ぞくに襲おそわれて両親が殺されたのだとレイジは続けた。

（似てるんだな、俺たちは……）

　告げられた過去に、音おと羽はを失ったあの日を重ね、ずきりと胸が痛んだ。

　そんな俺の様子に気付くことなくレイジは自身の過去を語る。

　父親の機転によってレイジだけは生き残ったものの、その際賊の正体が国軍だと知ってしまったためにスラムへ逃げ込んだそうだ。

「大使館は頼れなかったのか？」

「そのつもりだったんだがな。金で丸め込まれてたってぇ寸法よ」

　大使館で保護され、日本に向かうという話で連れて行かれた先に待っていたのは見覚えのある国軍の兵──襲撃者たちだった。

　レイジはその場を逃げ出し、父親が足を運んでいたスラムに身を寄せることとなる。

　とはいえ日々の食事は己の力で得なければならなかった。

　スラムでは食べ物の奪い合いが日常的に起こり、メシの食えない日が何日も続くなど幾いく度どもあったとレイジは語る。

「なかなかに地獄だったぜ、スラムってのはよ。メシを奪い合って殴り合いなんて日常で、ときには相手を殺すやつまで出てくるってぇクソな場所だ。くくっ、パン一つで死人が出るなんててめぇらに理解出来るか？」












　貧困という状況が世界各地にはあり、食料を口にするために人を殺すことさえある──

　テレビなどで時折聞く話であり、創作の世界ではよく目にする話だ。

　しかしまさか、そんな場所で育った人物と出会うなど思いもしなかった。

「マジでクソな世界だぜ、スラムは。……あそこは力の無いやつから死んでいくからな。……いや、あそこに限った話じゃねえ。力が無ければみんな死ぬ。オレの親も、スラムの仲間も、みんな力が無かった」

　ぎりっと歯を軋きしませ、レイジは怒りを浮かべる。

　その表情に、かつて《狂売会オークシヨン》において子供が競売に掛けられることに激怒していた姿が重なる。

　力が無いために人としての尊厳を奪われそうになった子供たちと、亡くなった身近な人たちとを重ねたからこそのあの怒りだったのだろう。

「……どうしてあんたは親しい人を理不尽な形で失うことに怒りを覚えるのに、《６６６ザ・ビースト》みたいな犯罪組織に身を置いてるんだ」

　スラムで生き抜く中で仲間を作ったレイジはやがて二十歳を迎え、ある日運命を大きく変える男──《６６６》の構成員と出会った。

　そしてスラムでも名の知れたチームを率いていたところを見込まれ、下っ端としてだが《６６６》に属することとなったそうだ。

　構成員として過ごす日々の中で、ふとした偶然から自分がこのような境遇に陥おちいる原因となった国軍の襲撃の真相を知る。

　他国からの援助を受け続けるためにスラムは存在し続けなければならず、レイジの父の活動が実を結びつつあったのが邪魔だったのだと。

「オレぁ許せなかった……。親父おやじたちを殺したやつら全員をぶっ殺そうと誓ちかった」

　理不尽に家族を奪われ、怒りから復ふく讐しゆうを誓うその生き様に、俺たちは本当に似ていると思う。

「そして──ぶっ殺した。あの襲撃に関わってた連中を一人残らずな……」

「──っ!!」

「だけどよ──ぶっ殺した先には何も無かった。復讐を果たしたってぇのに満足感なんぞ欠片かけらも無くて──オレぁ空っぽになっちまった」

「……………………」

　レイジの言葉は重く、俺は何も言えずに話を聞くばかりだった。

　俺やユリエの未来を聞いているかのように思えて余計に。

「しばらくしてな。ふと沸わき立つものがあった──またしても怒りだ。スラムなんて存も在んを必要とする世界が許せねぇ、じゃあどうしたらいい？　答えは簡単だ──そんな世界はぶっ壊しちまえってこった……!!」

　軋きしむほどに歯は噛がみし、激しい怒りを隠すことなく噴出する。

　その様子を見ながらに俺は理解した。

　レイジが壊したいのは世界そのものではなく、今の世界の価値観なのだろう。

「《６６６ザ・ビースト》は世界に混こん沌とんをもたらすってぇ思惑を持った組織で、属する者にぁ世界を変える《力》が与えられる。オレにはまさにドンピシャってなぁわけよ」

「本当にそれでいいのか？　今の世界を壊すってことは、少なからず犠牲が出る。出ないはずがない。あんたはそれが分かってるのか？」

「……わかってるさ。本当だったら誰だれ一人死なねぇで済むのが一番だ。けど、んなこたぁ夢物語だってこともわかってらぁ。だからこそオレはオレの道を行くだけのことよ。いつかてめぇ自身にツケが回ってくることになろうがな」

「話し合いじゃダメなのか？　壊すじゃなく、今の世界の良くない部分を変えるって考え方じゃダメなのか？」

「ダメだなんて思っちゃいねぇし、可能ならそれがいいだろうよ。だからこそ変える権力ちからを持ってるやつぁ変えようとすればいい」

　レイジ自身がそうなればいいんじゃないか──

　俺の言葉に、レイジは肩を竦すくめる。

　権力とは、貧民街育ちの自分には望むべくもない《力》なのだと。

「だからと言ってオレぁ諦めたりしねぇ。変えられないならぶっ壊す。……とはいえ、オレがぶっ壊す前に誰かが今の世界を変えることが出来たなら──それでも構わねぇさ」

「もし誰かが変えることができたなら──レイジはそのときどうするつもりなんだ？」

「大人しく消えるだけ──ただそれだけのことだ」

　皮肉めいた笑みを浮かべた後、レイジは表情を一変させて肩を竦めた。

「はぁ……。つまんねぇ話させやがって」

　ちょうどトラが罠わなの設置を終え、レイジは立ち上がって歩き出し、俺たちもまた続いた。

「最初に話を振ったのは貴様だ。これもツケというものだ」

「くくっ、確かにな」

　レイジは、俺が思っていたよりも遥はるかに強い意志を抱いて《６６６》に属していた。

　けれどその意志は真まっ直すぐでありながらも歪ゆがんでいる──そんな印象を受けた。

　だからこそ、どうにかして陽の当たる場所に戻せないかという思いに囚とらわれる。

　しばし考え、やがてある結論に辿たどり着つき、足を止めた。

　突然立ち止まった俺に何事かと、レイジとトラが振り返る。

「どうした透とお流る。まさかと思うが、こいつの話に同情して闘いたくなくなったとでも言い出すんじゃないだろうな？」

「……いや、違う。むしろその逆だ。なあ、レイジ。一つ提案なんだが──」

　じっとレイジを見つめ、俺はある提案を投げ掛ける。

「共闘が終わった後に決着をつけるとき──そのときは俺と一対一で勝負してくれ」

「「なっ!?」」

　レイジもトラも驚きに表情を大きく変える。

「サシだと？　んなことしててめぇに何かメリットでもあんのかよ？」

　無論、俺は本気以外のなにものでもない。

　レイジとの共闘はユリエが回復するまでという取り決めだ。

　皐さ月つき市で闘ったときからレイジがどれほど強くなっているかはわからないが、戦力は俺たちの方が優勢だ。

　それはレイジ自身も認めていることだ。

　何しろユリエは、レイジを追い詰めた《魅蛛メイズウ》を一人で倒したのだから。

　それを踏まえた上でリーリスが、共闘を終えた後に決着をつけるにしてもレイジの勝ち目は薄いだろうとも伝えた。

　だがレイジは『それでも根性でオレが勝つ』と告げた。

　けれど今、自分たちの優位を捨てると分かっていて一対一を提案する俺に、訝いぶかしげな表情が向けられる。

「メリットはある。俺があんたに勝ったら──《６６６ザ・ビースト》と手を切ってくれ」

「──っ!?　いきなり何を言い出すかと思えば……。くくっ、ははっ、てめぇの命をチップに力尽くでオレを止めようってか、はははははっ！」

「はぁ……。相変わらずのバカモノだな、貴様は」

「まったくだ。てめぇが勝ったら組織を抜けろなんて言い出すたぁマジもんのバカだぜ」

「バカなのはわかってる。だから上う手まいことを言って説得なんて出来やしない。俺に出来ることは、あんたと同じように力尽くで変えるだけだ──レイジ、あんたの世界をな」

　拳こぶしを突き出し、真まっ直すぐに意志を向ける。

　レイジの笑いはいつしか止まり、俺の視線を正面から受け止める。

「オレぁ犯罪者だ。これまで何人も殺してきてる。そんなオレを《６６６》から抜けさせてどうする」

「それは──抜けさせてから考える」

　抜けた後、然しかるべき場所で人を殺したという罪を裁さばいて貰もらう、もしくは表の世界では対処出来ない事柄の解決に協力してもらう等、この場だけでも思いつくことは幾いくつかある。

　だが、大事なことはまず《６６６》から離れることで、先のことは状況を鑑かんがみて決めればいい。

　そう考えての返しだったのだが、レイジは目を丸くして大口を開けたままとなった。

「ここまで何も考えてないバカモノだったとは……」

「いや、考えてるって！　俺としては──」

　と先の考えを慌ててトラに伝える。

　当然それはレイジの耳にも届いたわけで──

　口端を上げて不敵な笑みを漏らし、やがてレイジは拳を突き出す。

「いいだろう。ただし──オレは殺す気で行くぜ」

　互いに突き出した拳こぶしをぶつけ合う。

　こうして、この《修羅會グラデイエイト》で決して負けられない理由がまた一つ増えたのだった。







　昼の物資投下から二時間ほどが過ぎた頃、何者かが罠わなに掛かった合図が密林に響き渡る。

　取り決めておいたとおり、俺はトラと橘たちばな、レイジの四人で即そく座ざに打って出た。

　密林という地形を考こう慮りよし、接近戦を主とするメンバー構成である。

　合図があった場所に近づくと、《獣魔ヴイルゾア》と《獣ゾア》による混成チーム──《第四圜ジユデツカ》派の内数人が罠に掛かっており、足並みを乱していた。

　もちろん罠を外し終えるまで待つはずも無く、そのまま闘いの火ひ蓋ぶたを切る。

「レイジ、てめぇ裏切りやがったか!!」

「けっ！　バカ言ってんじゃねぇ、こいつらを利用してんのさ！　だいたいてめぇらも敵だろうがよぉ!!」

《獣魔》と化したレイジが、《第四圜》派の《獣魔》へと向かっていく。

（敵、か……）

　レイジに続いて敵の真まっ直ただ中なかに飛び込んでいきながらに思う。

　共闘を終えた後の決戦で必ずレイジを倒し、《６６６ザ・ビースト》との繋つながりを断ってやる、と。





　　　　◇






（……あと二日、ですね）

　透とお流るたちの現在地から遠く離れた島の北方の廃はい墟きよにて、白い鎧を纏まとった女騎士は明後日という日付に思いを馳はせる。

　負傷は治癒の法術にて完治しており、動こうと思えばいつでも動ける状態にあった。

　──が、動くという選択はヘレンの内に無かった。

　指定した日付まで動かぬよう、彼女の主である《圜冥主コキユートス》──《第一圜カイナ》のクロヴィスに厳命されているためである。

　四日前──

　音おと羽はを取り逃がした後、ヘレンはクロヴィスに事のあらましを報告し、怪け我がが完治次第改めて禁忌封ふう滅めつに向かうと伝えた。

　だがしかし、そこで主と交わした会話は以下のようなものだった。

『刻ときを指定させて貰もらおう』

『……刻、ですか？』

『そうだ。《超えし者イクシード》には十日目──紅あかき刻の中で忌いまわしき人形との別れを迎えさせるよう計らいたまえ』

　音おと羽はの命を奪う時間を指定する──

　奇妙な命令ではあるも、ヘレンは意図を問うような真ま似ねはしない。

　クロヴィスには何かしらの考えがあり、自分は惑うことなく命令を完かん遂すいするのみ、との思考からだ。

　ただただ主に尽くす──

　ヘレンの悲劇は親無き少女であったことであり、そのような境遇の彼女を教え子として《聖庁ホーリー》に迎えた者がクロヴィスだったことでもあり、彼に崇拝に近い思いを持っていることにあった。

　無論、騙だまされているなどと彼女が気付くことはない。

（必ずや、紅あかき刻ときに……）

　期待を決して裏切ってはならない。

　二度と失望させてはならない。

　だからこそ、必ず、必ず、必ず──

　二日後、あまりにも強い想おもいは彼女の運命を決定づける。






■第五章『みんな、一緒に』









《修羅會グラデイエイト》は九日目を迎え、ある意味で膠こう着ちやく状態と化していた。

　地図を見る限り、ヘレンがまったく動く様子を見せないのだ。

　俺たちが罠わなを仕掛けていることを警戒してか、それとも何か別の理由によるものかはわからないが、結果として動きがないという状況が続いている。

　こちらとしては七日目の《第四圜ジユデツカ》派との闘いで負った怪け我がやユリエの状態など、回復のための時間が少しでも欲しいとあって助かると言えば助かる。

　とはいえ復調し始めたコンディションとは裏腹に、精神状態はよろしくない。

　昼を過ぎなければヘレンの現在地はわからず、それまではいつ現われるかと緊張が続く。

　そのため精神的に疲ひ弊へいする者も居れば、焦しよう燥そう感を露あらわにする者も居た。

　特に後者が顕けん著ちよなのは、いつもなら冷静さを保ってみんなを諫いさめる立場にあるはずの二人だった。

「くそっ、もう九日目だぞ……！」

「落ち着きなさいってば。相手が動かないんじゃどうしようもないじゃない。それともあんた一人で特攻でもしてくる？」

　苛いら立だちから岩を叩たたくトラに、リーリスが棘とげのある一言を投げる。

「二人とも、気持ちはわかるけど少し落ち着こうぜ」

「貴様に何が分かる！」「透とお流るには分からないわ……！」

　二人に睨にらまれ、下手に口出しをしないようにと俺は離れることにした。

（最近、なんだかんだで仲良くなってたと思ったんだけど……）

　憎まれ口を叩きつつも、互いの実力を認め合う──

　そんな関係に見えていただけに、以前のような刺とげ々とげしい状態に戻らないかと心配になる。

（早く終わらせないとな……）

　そうは思うも結局はヘレン次第で、待ちという戦略はそもそも俺たちの性格的に向かず、不利なんじゃないだろうかという考えまで浮かんでしまう。

　背後のトラたちを見ると、険しい表情を浮かべたまま、まだ何事かを話している。

「明日で……切れる……」「明後日……決着を急ぐしか……」

　風に乗って聞こえてくる会話は途切れ途切れで意味が分からないまでも、苛いら立だちをぶつけ合っているわけじゃなさそうだ。

（待ちに徹するのをやめようって相談かな……？）

　策の立案や調整は俺よりもトラやリーリス、それと橘たちばなの方が向いている。

　そのため相談段階では口を挟むべきではないと、俺は他のみんなのところへ足を運んだ。

　やがて夜を迎え、簡素な食事の最中に橘も加えての三人から今後についての話をされる。

　内容は、明日──十日目の昼の段階でヘレンが動かないようであれば、こちらから攻め入ろうという方針の転換だった。

　以前に短くも相あい見まみえた際に感じたヘレンという人物から推測するに、罠わなを張って待ち構えている可能性は低い。

　となれば動かないのではなく、動けないのではないか──

　それも闘えないような状態であるのなら回復の時間を与えている可能性もある等、幾いくつかの理由を並べられる。

　確かに決着は早い方がいいが、それでも明日というのは性急過ぎやしないだろうかと意見を述べると、橘から次のような返答があった。

「少々焦っている感は否めないと私も思う。日を置けばユリエが復調し、こちらの勝率は上がるだろうからな。とはいえこのまま待ち続ける内に、どこかで先の闘いにおけるリーリス同様誰だれかが不調となる可能性も考こう慮りよすべきと言われるとな……」

　それぞれ自覚していない疲労の蓄積もあるはずだから、そういった事柄が起きる可能性は否定出来ない。

　加えて昼夜問わず警戒し続けなければならない状況が、いつまで続くのかわからないというのは精神的に堪えるのも確かだ。

「少しでも早く決着をつけた方がいい、か……」

　慌ただしい思いは拭えないまでも、明日に動く件について承諾をする。

「しかし──せっかく対策を練ったのに、それも無駄になっちまうな」

　前回の闘いを踏まえて橘たちばなが考案したものだが、こちらから攻め入るとなると使えそうにない。

「まだ完全に無駄となったわけではないぞ。こちらからあの者の居場所へ向かう途中にでも、策に合う場所はどこかにあるはずだ」

「そこを探しつつ、か。わかった」

　話し合いは終わる。

　今夜ヘレンが現われなくとも、決着は明日──

《修羅會グラデイエイト》は終わり、俺たちはみんなで昊こう陵りよう学がく園えんに戻るのだ。







　ヘレンが姿を見せることなく、十日目の朝を迎える。

　このままいけば、あと数時間もしたらこちらから動くことになるだろう。

　そういった状況からか、野営地にはここ数日間とは違った意味での緊張感が漂ただよっていた。

「ユリエ、体の調子はどうだ？」

「すみません。闘うには体がまだ思うように動きません……」

「《醒なる者エル・アウエイク》の《力》を使った反動、ね……。仕方ないわよ。あんたが動けない分、あたしが何とかするわ」

「ヤー。よろしくお願いします、リーリス」

　ユリエが《超えし者イクシード》じゃないと知っているのは俺、そして学園の裏の顔に通じるが故ゆえに銀色の少女の真実も知るリーリスの二人だけだ。

　尚なお、他の面々は《魅蛛メイズウ》との闘いによる負傷だけだと信じている。

「無理はしないでくれよ。あと、体調がきつかったらいつでも言ってくれ」

　頷うなずきが返って来るも、ユリエは俺に対してでも辛つらいという状況や状態を隠そうとする。

　いつも以上に気に掛けておいた方がいいだろう。

「そろそろ昼か……」

　頭上の太陽を見上げ、次いで野営地傍そばの小高い丘へと視線を移す。

　そこには二つの影──トラとレイジの姿が見える。

　共闘以降ずっとそうなのだが、二人は物資の投下位置を確認した後に一緒に取りに行っているのだ。

　共闘関係にあるとはいえ、本来は敵である自分が野営地に残るのはよくない──

　レイジはそう言って物資を一人で取りに行くと言い出した。

　だが、その物資に何かしらの細工をされては困るとトラが言い出したことが発端となり、結果的に二人で向かうこととなったのだ。

　レイジは小細工をするタイプじゃないと思うと俺は言ったのだが、『貴様が甘い性格だからこそ、僕は疑う立場にいなければならないんだ』とため息をつかれた。

　歯はに衣きぬ着きせぬ物言いに、レイジは怒るどころかそのとおりだとトラの同行を承諾した。

　そして今──二人が動く。

　昼の物資が投下されたのだ。

　例の白地図から得られる位置情報次第で、動くか留とどまるかが決まる──

　どちらにせよ、今日という日が聖騎士ヘレンとの決着になると思うと、否が応でも緊張が高まってくる。

　トラたちが物資を確保しに向かってから十五分──

《修羅會グラデイエイト》開始時から十日という時間に比べれば短くあるはずも、その十五分は酷ひどく長く感じられた。

　二人が戻ってくる──血相を変えて。

「ヘレンやつが動いたぞ!!」

　開口一番の叫びにより、野営地の空気が緊張から緊迫したものへと一変する。

（くそっ、このタイミングでか……！）

　動く可能性は当然考えにあったが、地図で位置を知られるこの時間帯の可能性は低いだろうと見込んでいた。

　そんなこちらの思考を嘲あざ笑わらうかのようなヘレンの動きに、誰だれもが動揺を隠しきれない。

「今はどの辺りなんだ!?」

「こちらまで既に三分の一ほど進んできている!!」

　白地図を受け取り昨日のものと見比べる。

　言われたとおり、ここ数日まったく動くことの無かった位置からヘレンが移動していた。

　俺は一瞬動揺するも、すぐこちらに姿を現わすとは限らないと思い直す。

「到着時間はヘレンの意志でどうとでも変わる！　いつ来てもいいようにと今は気持ちを落ち着けるんだ!!」

　場の動揺を完全には押さえ込めたとは言い難がたいが、それでも多少は落ち着く。

　この辺りは、《修羅會》のみならず様々な闘いを経験してきたからこそのものだろう。

　ただし望まぬ闘いに巻き込まれた妹だけは例外で、震える肩を抱き寄せる。

「大丈夫だ、音おと羽は。絶対に護まもってやる」

「も、もう、お兄ちゃんってば恥ずかしいよ。こういうときは言葉だけでいいってば」

　とは言うものの、音羽の表情はどこか嬉うれしそうに見える。

　少しばかりかもしれないが、不安を拭うことが出来たのだと思うとちょっと嬉しい。

「俺もちょっと焦ったけど、もともとの予定通りになっただけだ。ヘレンが姿を現わしたら例の策で行こう。そのときはくれぐれも気をつけて実行に移してくれ！」

「……ふん、まるで自分が考えたような物言いだな」

　呆あきれた様子のトラに苦笑するしかなく、「まったくだ。私が考えた案だというのに……」とぼやく橘たちばなへ両手を合わせて謝る俺の姿にどっと笑いが起こった。







　白い鎧の女騎士が野営地に現われたのは、陽が傾き始めた頃だった。

　真っ青な空の色に変化が現われ、影が伸びてくる時刻に、ヘレンは標的である音おと羽はを見つめる。

「九重音羽それを避ひ難なんさせ、どこかで匿かくまっているかと思いましたが……」

「《探波ソナー》だったっけか。あれを使われたらどこに隠れても意味が無いからな。だったら最初から目に見えるところで護まもった方がいい」

　もちろん別の理由もある。

　音羽が居ない状況で策を実行しても、無意味に終わる可能性が高い。

　白の騎士からすると俺たちを倒すよりも、音羽の命を奪う方が重要なのだから。

「今回は先のように決して逃したりはしません。それと始める前に──」

　ヘレンの視線が音羽からレイジへと動く。

「そこに立っておられるということは、貴方あなたも私の邪魔立てをしようと？」

「聞くまでもねぇと思うんだがな」

「……貴方は私同様、クロヴィス様に忠誠を誓ちかった者であったはず。賜たまわった任務が違うと承知してはおりますが──」

「けっ、てめぇ自身で答えを言ってるじゃねぇか。オレぁ《修羅會グラデイエイト》で勝てとしか言われてねぇ。だったら後はオレが納得する勝ち方をするだけってなもんさ」

「その者たちとともに私に立ち向かうことが、不服無き勝利に繋つながる道であると？」

「何の因果か命を救われちまったからなぁ……。けど、そんだけじゃねぇぜ。こんなちっせぇ女の子を狙おうっててめぇの魂胆に納得がいかねぇってなもんよ」

「愚かな選択を……」

　皮肉にも《６６６ザ・ビースト》の敵である俺たちを軸にし、《第一圜カイナ》派に属す二人は互いに敵対宣言を放つ。

「けっ、否定しねぇんだな」

　どこまで教えるかを悩んだが、レイジには音羽が人造生命体ホムンクルスという部分を伏せた上で大まかに事情を伝えてある。

　音羽に秘められた《力》が、多くの人に知られると争いが起きること──

　俺たちはその《力》を公にする気は無く、平和な日常を歩ませたいこと──

　けれどヘレンはこちらの想おもいを聞き入れてくれず、音羽の命を狙っている、と。

　騙だましているようで気が引けたが、正確なことは伝えられないし俺たちの都合で語っているだけと受け取ってくれて構わないとも告げ、最後はレイジ自身の判断に任せた。

　レイジは自分なりに判断すると口にし、今のやり取りで決断を下したようだ。

「さぁて、こいつをぶっ倒してから決着と行こうぜ、九ここの重え透とお流る！」

「恩に着るぜ、レイジ!!」

「これで貸し借り無しだ！　こいつの後で殴り合うのに馴なれ合あいなんぞまっぴらだぜ!!」

　咆ほう吼こうを上げながら、レイジの体がかつて見た《獣魔ヴイルゾア》の姿に変質していく。

　と同時にその咆ほう吼こうが闘いの幕開けの合図となった。

「永えい劫ごうに消滅するがいい、忌いまわしき人形よ!!」

　ヘレンが手をかざして《輝影陣デイバインガーデン》を発動させようとしたその瞬間──

　俺たちは背を向けて逃げ出した。

「なっ……!?」

　徹底抗戦の意志を見せておきながら身を翻ひるがえした俺たちの姿に、ヘレンは驚きを浮かべる。

　当然、恐れを成したなんてことはない。

　これこそが橘たちばなの立案した策であり、闘いの場を他へと移すことがその目的である。

　単純な策ではあるも、誘さそい込めれば効果は大きい。

　最初から移動先で待ち構えていなかったのは、対策を済ませた上で対たい峙じされるという事態を避さけるためだ。

　唯一の懸念はあからさまな誘いのためヘレンが追ってこない場合だが、妄もう執しゆうとすら言えるほど音おと羽はに固こ執しつしている以上その可能性は限りなく低い。

「……誘い、ですか。いいでしょう」

　そして予想通り、こちらの意図を見抜いた上でヘレンは追い掛けてくる。

　背後からの襲撃を警戒しつつ密林を駆け抜け──

　木々が開けた先の目的地へと辿たどり着つく。

　彼方かなたに望む水平線、響く波の音、無人の砂浜──

　決戦の地として選んだのは、《修羅會グラデイエイト》の開幕となった海岸だ。

　前回の闘いでヘレンが影から影に移動することはわかっており、その対策は必須だった。

　そこで橘から出されたのが、遮しや蔽へい物ぶつの無い空間──初日にアキラと雌し雄ゆうを決した砂浜へ誘導するという案だった。

　初日の砂浜へ──そう口にする直前、橘は僅わずかに口ごもった。

　胸中には少なからず複雑な思いが渦巻いていたのだろうが、その件については誰だれも触れることはなかった。

　ともあれ予定通りにヘレンを砂浜に誘い込んだところで散開し、俺、トラ、橘、レイジで彼女の四方を囲う。

　離れた位置でユリエが音羽を抱え、その傍そばでみやびもこちらを見守り、リーリスは三人の護衛に回る。

　当然のことながら、先の闘いで舞台の一端を担ったコテージ跡から離れた場所でだ。

「なるほど、《異翔影シヤドウリープ》を封じようという魂胆ですか」

「そういうことだ。その《異翔影》とやらは相当厄介な技だったからな」

「この程度で此方こちらの技を封じたと考えているのであれば──己が浅はかさを思い知らせてあげましょう……!!」

「させるかぁっ!!」

　ヘレンが腕を頭上にかざした瞬間、俺たちは同時に飛び込む。

　たとえ《異翔影シヤドウリープ》を封じようと、《輝影陣デイバインガーデン》は脅威的に身体能力を跳ね上げる。

　そうなっては厄介なため、発動そのものを防ぎたい。

　ヘレンの周りを囲ったのは彼女をこの場から逃さないためだけじゃなく、距離を取って詠唱をさせないためでもある。

　だが、ヘレンはそういったこちらの思惑を読んでいた。

「《地廓柱アースピラー》!!」

　ヘレンがかざした手を足下に叩たたきつけた刹せつ那なの後、彼女の周囲に異変が起こる。

　砂がまるで柱の如ごとく固まり、足元から突き上げてきた。

　二メートル強はあろうかという砂柱を咄とつ嗟さに砕くも、その先には既にヘレンの姿は無い。

　今の術は俺たちへの牽けん制せいであり、目め眩くらましでもあったのだ。

「始動──《輝影陣》!!」

　僅わずかに距離を置かれたことで、厄介な術をあっさりと発動されてしまう。

　上空に輝かがやく紋もん様ようが現われ、砂浜全体のみならず隣接した密林や海を照らし、術の影響を受けて白い騎士の体がぼんやりと光を纏まとう。

「まず一つ、目もく論ろ見みが崩くずれましたね。そして──」

　ふっとヘレンの姿が消える。

　──否、作りだした砂柱の影に沈む。

「──っ!!」

　刹那、至近距離から殺気を感じ、咄嗟に飛とび退のくと──

　別の砂柱の影から現われ、ヘレンが刃じん爪そうを振るう。

　肩が浅く斬り裂さかれるも皮一枚と言ったところだ。

　直後にトラが斬ざん撃げきを放つが躱かわされてしまい、大きく距離を取られてしまう。

「これで其方そちらの目論見は崩れ去ったと、如い何かに貴方あなたがたの策が浅はかであったかを理解して頂けたでしょうか」

「まさかそんな手を隠し持ってたとはな……」

「隠していたつもりはありません。先に対たい峙じした際には《地廓柱このような術》など使わずとも十分な地形であっただけのことです」

　影が生まれづらい地形での戦闘も想定し、ヘレンは事前に対策となる術を習得していた。

　とはいえその可能性も考こう慮りよしていたおかげで動揺は最小限で済む。

「《地廓柱》は荒野であれば土や岩を、街中であれば土ど瀝れき青せいや鉄を──効果は見ての通りとなります」

　言い終えるや、ヘレンは再び砂上に掌てのひらを叩きつける。

　同時に最初に生み出した砂柱が崩れ去って山を作り、新たな砂柱が天に向かって突き出してきた。

　さっきとは違い、ヘレンを中心として半径五十メートルくらいの範囲に七本の砂柱が出現する。

　当然こちらも砂柱が発生した範囲内に入っていて、これでヘレンがどこから現われるのかが分からなくなったということになる。

「今回は俺たちの相手をしてくれるってことか？」

「標的を取り逃がすなどという無様な真ま似ねを二度も晒さらすわけにはいきません──となれば、貴方あなたならどのような手を打ちますか、九ここの重え透とお流る」

「そうだな……」

《異翔影シヤドウリープ》は影が多ければ多いほど真価を発揮する。

　だが砂柱の数は七本──今以上に出せるのであれば、既に出しているはずだ。

　また、百メートル以上離れた音おと羽はたちの近くに砂柱は作られていないことから、術の効果範囲はさほど広くないのだろうとも推おし量はかる。

　とはいえ更に別の術を用意している可能性は警戒しておくべきだと考えつつ、先ほどのヘレンの問いへ返す。

「邪魔者を先に潰す──違うか？」

「半分正解です」

「……僕ら邪魔者を殺さぬ程度に打ちのめして人質にし、音羽を脅す──ふん、大方そんなところだろうさ」

「そちらは九重透流よりも察しがいいようですね。……とはいえ、一つ言っておくことがあります」

「──っ!!」

　正解を言い当てたトラに対して視線を向けることなく、ヘレンは俺へと一足跳とびに襲おそい掛かって来る。

「貴方がた三人の《超えし者イクシード》の内いずれかが生きてさえいれば、虫の息であろうと構いません──故ゆえに手心を加えるなどと甘い幻想は持たぬことです」

「そんな優しい相手だと最初から思ってないさ!!」

　次々と振るわれる刃じん爪そうを避け、防いで動きを止めたところにカウンターの一撃を放つ。

　ヘレンが横に飛とび退のき拳こぶしは空を切るも、追撃を行おうとして動きが止まる。

　視界の端はしに映っていたはずのヘレンが消えていた。

　俺が迷うことなく地を蹴って砂上を跳んだ刹せつ那なの後──

　光輝かがやく矛が空を貫つらぬいていく様に、咄とつ嗟さの判断が間違っていなかったと知る。

　ヘレンは着地するなり再び襲い来るが、構えた《籠手爪クローガントレツト》が振るわれることはなかった。

　白の騎士の右腕に《鉄鎖チエイン》が絡みつき、俺への攻撃はもちろん接近をも封じられたのだ。

　ヘレンが鎖の使い手である少女を一いち瞥べつし──

　直後、鎖を絡みつかせたまま無造作に腕を大きく振る。

　橘たちばなは踏ん張ろうとするも、《輝影陣デイバインガーデン》で身体能力を跳ね上げた白の騎士が相手ではあまりにも分が悪過ぎる。

　体が宙に浮き、砂浜へ強く叩たたきつけられた。

「か……はっ……!!」

　衝撃で肺の息を吐き出して苦しみを見せる橘たちばな。

　動きが止まった橘をヘレンは即そく座ざに標的と定め、倒れたままのところに刺突を繰り出す。

「──かかったな!!」

　そのとき、苦しんでいたはずの橘が目にも止まらぬ速さで動いた。

　爪の先端が服に掛かって引き裂さき砂地を穿うがつも、その一撃は橘の胸の膨ふくらみに一条の傷を付けるに留とまり、ここで攻守は逆転した。

　下段突きを放ったヘレンに対し、橘は躱かわすだけではなくそのまま腕うで挫ひしぎ十字固めを極きめたのだ。

（よし、関節技なら……!!）

　纏まとう鎧が如い何かに強固であろうと、関節技には関係無い。

　一気に力を入れ、橘はヘレンの戦闘力を削そぎにいく。

　完全に極まった状態はてこの原理もあって、力任せでは返せない──

　俺は、俺たちは、誰だれよりも橘がそう思ったはずだった。

　腕を極められたままヘレンが橘を頭上に持ち上げ、叩たたきつけるまでは。

　衝撃で自らの肘ひじが壊れてもおかしくないというのに、白の騎士はまるで気にした様子もなく橘の顔を踏みつけにいく。

「させるかぁっ!!」

　さっき助けられたお返しとばかりに今度は俺が体当たりをぶちかます。

　僅わずかにバランスを崩くずしたヘレンの踏みつけは狙いが逸それるも、橘は頬ほおを抉えぐられ鮮血が砂上に飛び散る。

「感謝する、九ここの重え!!」

　頬の傷などまるで気に留めることなく橘は立ち上がり、俺とともにヘレンに攻め込む。

「九重、このまま一気に押し込むぞ!!」

「応っ!!」

　身体能力では圧倒的に上回る相手を、二人の手数で封じ込める。

　息をつく間も与えぬ連携にヘレンは後退し、その表情を僅かにだが歪ゆがませる。

「くっ、煩わずらわしい……！」

（ん……？）

　そのとき何か引っ掛かりを感じるも──

「っと、させるかぁ!!」

　ヘレンが《籠手爪クローガントレツト》を振りかざす様にそれ以上の思考は閉ざされ、彼女の右腕に雷鳴の疾吼ルングニールを数発叩たたき込こむ。

　ダメージは通らずも攻撃は封じ、ヘレンの動きが一瞬止まった隙すきに橘が踏み込み──

「橘流──龍りゆう哮こうノの衝しよう!!」

　橘の強烈な一撃が炸さく裂れつする。

　戦国時代、鎧を纏まとう相手に対して闘気を直接体内に打ち込んだという技は、ヘレンに対してもその真価を発揮して吹き飛ばす。

「よし!!」

「いや、浅い!!」

　俺が拳こぶしを強く握るも、橘たちばなは自身の一撃が決まったわけではないと叫ぶ。

　吹き飛んだのではなく、ヘレンは危険を察知して自ら後方に跳とんでいた。

　けれど橘が告げたとおり浅くはあるも少なからずダメージがあったらしく、着地した後に片膝をつく。

　そのヘレンの姿に、ふっと影が重なった。

「っらぁあああああああぁぁっっ!!」

　俺たちの追撃より早く、レイジが雄お叫たけびをあげながら飛び込み様に組んだ両手をヘレンに叩たたきつける。

　二人を中心に衝撃が爆風の如ごとく広がり、砂さ塵じんが舞った。

　ヘレンは腕を交差し、剛力による一撃を防ぎきる。

　しかしレイジの勢いは止まらず、着地と同時に連打を放ち──

　そのすべてが受けられ、防がれ、去いなされた後、袈け裟さ斬ぎりから横薙なぎに繋つなぐ反撃によりレイジの体は傷痕を刻まれる。

「レイジ!!」

「こんなんかすり傷だぜぇっ!!」

　幸いにも深ふか傷でではなかったようでレイジは怯ひるむことなく咆ほう吼こうをあげながら、そして朱あかい飛沫しぶきを飛び散らせながら拳を振るう。

　ヘレンは下がりつつも《籠手爪クローガントレツト》を幾いく度どとなく振るい、その都度皮ひ膚ふ鎧よろいに斬ざん撃げき痕が印しるされていく。

（あの皮膚鎧からだを簡単に斬り裂さくのか……!!）

　一対一の状況はこちらに不利と、レイジに加勢すべく駆け寄りながら改めて白の騎士の尋常じゃない強さを思い知る。

　かつて俺たちがレイジと闘ったとき、並大抵の攻撃ではあの皮膚鎧に通じず弾はじき返かえされてしまったのだから。

「……二人──まあいいでしょう」

　俺が戦列に加わったとき、ヘレンがそう呟つぶやいた。

　次の瞬間、彼女は間合いを取るかのように跳び、俺たちは即時追い──

「待て、九ここの重え!!」

　ほぼ同時に制止する橘の声が砂浜に響く。

　直後、着地と同時にヘレンは砂上に手を叩きつけて砂柱を出現させ、生まれた影の中にその姿を消した。

「っく、どこへ……!?」

　ギキィイイッ!!　周囲を見回して白の騎士の姿を認めるよりも早く、激しい剣けん戟げき音が打ち付ける波の調べを切り裂さく。

　振り返った俺たちが目にしたのは、音おと羽はにもっとも近い砂柱──六、七十メートルはあるが──の近くにて、トラとヘレンが互いの武器を打ち付け迫り合う様だった。

「ふんっ……！　上う手まく透とお流るたちを誘導していたようだが、僕の目は欺あざむけんぞ……!!」

　俺たちを餌えさにすると言いつつも、音羽がメインターゲットであることに変わりなかった。

　こちらの攻めに後退をしていたのは、少しでも音羽から離れさせるためだったのだ。

「冷静な者も居たようですね。……ですが、一人で私を食い止められるとでも思っているのですか!!」

　口調に苛いら立だちの色を混ぜながら、ヘレンは嵐あらしの如ごとくトラを攻め立てる。

　暴風を思わせる乱撃をトラは捌さばき、受け流し続けるも──

「……一人なら、な」

　ギキィッ!!　あまりにも圧倒的な威力の攻撃に、小柄なトラの体が後方へと飛ばされる。

　──否、飛ばされたのではなく、自らの意志で跳とんだ。

　それとほぼ同時、リーリスが彼女の《銃ライフル》に秘められた《力》の内一つを解放する。

「《撃射承・郭フエイスピアースⅢ》!!」

　放たれた無数の弾丸が、雹ひよう雨の如くヘレンに降り注ぐ。

　ヘレンの纏まとう鎧を貫つらぬくほどの威力は無いが、動きを止めるには十分で──

「薙なぎ絶て──《斬鐵閃コールブランド》!!」

　改めて間合いを詰めたトラの輝閃がヘレンを捉えた。

「手応えありだ」

　トラの言葉を示すかのように、ヘレンは腹部を押さえてたたらを踏む。

「なる、ほど……先日の、光は……貴女あなた、でしたか……」

　荒い呼吸を繰り返すヘレンがリーリスを睨ねめ付つける中、俺たちも駆けつけて再び四方を囲う。

「形勢はこちらが有利ってところだけど一応訊きいておくぞ。負けを認める気はあるか？」

「とんだ戯たわ言ごとですね。禁忌は封ふう滅めつせねばならない──それが我が主の意志であり、世界を混こん沌とんに至らせぬための道」

　ヘレンは歯を軋きしませ、西の空に視線を向ける。

　空を紅に染め、太陽は半ば近くまで水平線に沈んでいた。

「くっ……紅あかき刻ときが……」

「ふん。どんな理由かはわからんが時間を気にして焦っていたのか。だからこそ、こちらにも付けいる隙があったというわけだが」

　ああ、そうか──と俺は闘いの途中に引っ掛かった何かの正体に気付く。

　今回、ヘレンは感情の起伏を見せていたのだ。

　何な故ぜ時間を気に掛けていたのかはわからないが、その点が焦りを呼び、戦況を大きく左右して今の状況を迎えることになった。

「決着を付けさせてもらうぜ」

　まだ何かしらの手段は残してある可能性を警戒しつつ、少しずつ囲いを狭めていく。

　次の一合で決着となる──

　張り詰めた空気の中、渚なぎさに大小様々な波の音が奏でられる。

「私は──私はあの方を二度も失望させるわけにはいきません!!」

　先に動いたのはヘレンだった。

　奥の手を警戒していた俺たちが即そく座ざに身構えると同時、ヘレンが術を発動させる。

　──これまでと何ら変わることのない《地廓柱アースピラー》を。

　生まれた影の中に飛び込み、ヘレンの姿がどこか別の影へ跳とぶ。

「……消えた!?」

　他の砂柱はもちろん、音おと羽はたちの周囲もそれぞれが確認するも、ヘレンの姿は影も形も見当たらない。

「──居たわ、向こうよっ!!」

　浜辺に隣接する密林をリーリスが指し、他の面々も一瞬だが視界の内に光を纏まとった女騎士の姿を捉える。

「我が主よ、何な故ぜこの刻ときを定めたのか愚ぐ昧まいなる私も今、解しました──《地廓柱》!!」

　ヘレンから音羽を抱えるユリエまでその距離百五十メートルほどで、《地廓柱》の出現した位置は更に近く八十メートルといったところか。

　それも発現できる七本すべてを横並びにし、左右どちらにも逃げ辛づらい状況を作り出す。

　加えて水平線に沈みかけた太陽を背にしているため、ユリエと音羽からは砂柱の向こうに影があるといった状態だ。

　どの砂柱の影から《穿孔閃シヤインクラツシヤー》で現われても、ユリエにはその瞬間が見えない──

　ほんの一瞬だが、その僅わずかな時間が生死を分けるであろうことは想像に難がたくない。

　俺たちがユリエたちに向かって駆け、同時にヘレンの姿が影の中に消え──

（どこだ、どこの柱から来る!?）

　僅かに間を置き、光が疾は駆しる。

　誰だれもが予想し得なかった方向──背後の海から。

　一際高い波の内側──沈む太陽の光を浴びて生まれた影から光輝かがやく矛ほこが現われ、ユリエと音羽に迫り来る。

　俺たちは誰もが、海も紋もん様ようの範囲内には含まれていたということを失念していた。

　ヘレンは高波が来る瞬間を狙っていたのだ。

「音羽────っ!!」

　皆が皆、前方──砂柱へ意識を向けていたため完全に虚きよを突かれて反応が遅れる。

　唯一人を除いて。

「させっかよ、こんクソ女がぁああああ────っっ!!」

　レイジが文字通り身を楯にし、ユリエたちを庇かばう。

《輝影陣デイバインガーデン》によって恐るべき威力を持った《籠手爪クローガントレツト》の一撃が、皮ひ膚ふ鎧よろいを貫つらぬく。

　腹部に突き刺さった刃じん爪そうはそのまま背中まで貫通し──

　けれどユリエたちにその兇きよう刃じんが届くことはついぞ無かった。

「レイジさんっ……!!」

　音おと羽はの悲痛な叫びと同時、ヘレンの憤怒の叫びがレイジに向けられる。

「お、のれ……。我が主に逆らう気か、《獣魔ヴイルゾア》如ごときが……!!」

「初っぱなに、言った、だろ……。オレぁ……てめぇと違って、勝てとしか……言われてねえってよ……!!」

　血ち反へ吐どを吐きながら、レイジは左右に両腕を広げる。

　メギンッ……!!　異質な音が響くと同時、その両腕が倍の太さと化し──

「──っく!!」

　発する圧から威力を悟ったヘレンが飛とび退のろうとするも、それは適かなわなかった。

　腹部を貫いた刃爪が抜けないよう、レイジが筋肉を締めたのだ。

「《凶きよう獣じゆう豪ごう撃げき掌しよう》ぉぉぉっっ!!」

　かつて《絶刃圏イージスデイザイアー》すら砕いたレイジの技が、白の騎士を左右から挟撃する。

　強烈などという言葉では生なま温ぬるい凄すさまじい攻撃によって鎧に亀き裂れつが入り、ヘレンが絶ぜつ叫きようをあげた。

「ざまぁねぇ、ぜ……。後は、てめぇらでケリぃ……つけ……ろ、や……」

　レイジの体から力が抜け、ぐらりと斜めになり──

　ずるり、とヘレンの《籠手爪》が腹部から抜けると地響きを立てて砂上に巨きよ躯くが倒れた。

「あ……ぐ、ぅう、う……」

　よろめきながら女騎士は音羽を睨ねめ付つけ、《籠手爪》を振り上げて襲おそい掛かる。

　しかしそこまでだった。

「……そうはさせるか！」

　ヘレンの行く手を遮さえぎるようにして俺が立つ。

　弓を射るかのように拳こぶしを引いて構えながら。

　ヘレンの振り下ろしの一撃を《楯たて》で防ぎ──

　決着をつけるための一撃を放つ。

「穿うち砕け──雷神の一撃ミヨルニール!!」

　裂れつ帛ぱくの気合いとともに白い鎧を穿ち砕き、ヘレンを海までぶっ飛ばした後、海上に水柱が上がった。

　砂浜は再び波の音だけが響く穏やかな場へと戻る。

「終わった、か……？」

「──っ！　トール、まだです!!」

　海の中からヘレンが姿を現わす。

　ずぶ濡ぬれになり、目を血走らせて歩み寄ってくる様はまるで幽ゆう鬼きのようだ。

「化け物かよ……」

　喉のどを鳴らす俺の横で、彼女を象徴する鎧を失った騎士にリーリスが銃口を向ける。

「……まだ続けるつもりなら相手するけど、誰だれがどう見たってあんたの勝ち目があると思えないわよ」

　鎧は原形を留とどめておらずぼろぼろで、内臓もただでは済んでいないだろう。

　早く治療しなければ命に関わるかもしれないほどのダメージを抱えているはずだ。

　ヘレンは右腕をだらんと下げたまま荒く呼吸を繰り返し──

　やがて続行の是非を答える。

「認めよう。もはや私に闘う力は無い──」

　話しながらゆっくりと左手を頭上にかざし、言葉を続ける。

「が、勝利は我が手の内に在ることに変わりありません……!!」

「……その体で何が出来るって言うんだ」

「嗚あ呼あ、我が主よ……。これからも、いつまでも、貴方あなた様の目指す世界の構築のため、この身を剣としてお仕えしたくありましたが──もはやこれまで」

　こちらの問いなど無視し、ヘレンは陶とう酔すいしたような表情で空を──紋もん様ようを見上げたままに一人語る。

「ですが、貴方に与えられた最後の任務だけは必ずや果たしてみせましょう!!　我が身を捧ささげる滅びの光にて!!」

　手を大きく広げると女騎士はすべてを、決戦の幕を自ら下ろす。

「我が命を以もつて禁忌を封ふう滅めつせん──《犠裁煌ラストジヤツジメント》!!」

　上空の紋様が一際輝かがやきを増し──

　空から落ちてくる。

　莫ばく大だいな煌熾エーテルを秘めた《力》によって、術者の命と引き替えに俺たちを殲せん滅めつするために。

「みんな、俺の近くに寄れ────っ!!」

　抗うかのように天へ手を突き出し、落ちてきた紋様に向かって俺は《力ある言葉》を叫び、最大出力となる七重の結界を展開した。

「《絶刃圏・漆式セブンフオールドイージス》!!」

　世界が眩まばゆい光に包まれる中、白の騎士は最期に叫んだ。

「人に非あらざる者よ、滅ぶがいい……!!」





　　　　◇






「こいつも外れ、か……」

　分厚い本を閉じながらにため息を漏らしたのは、屋内だというのにマフラーを巻いた青年──ユーゴだ。

　ここ数ヶ月というもの、彼は任務中以外の時間の大半を《聖庁ホーリー》の総本山──その地下深くの第九階層書庫にて過ごしており、すっかり部屋の主と化していた。

　本来であればこの書庫は彼の地位では閲覧はもちろんのこと、入室すら禁じられている。

　何な故ぜならば、棚を埋め尽くす書物は古今東西数多の魔法使いによって記されたものであり、その大半は成否を問わず人道に反する術式──《聖庁》によって禁忌と定められたものだからだ。

　誰だれにでも閲覧が出来てしまえば、術を試みたいと欲に屈する者は少なからず出てくる。

　そのためにこの書庫という名の知識の牢獄へ、禁忌の術式は永えい劫ごうに封じられているのである。

　本来ならば、封じなければならない知識など書を焼くなりして世から滅すればいい。

　けれど封じるに留とどまる理由は、いつの日か有用となるかもしれないという考えや、正邪はともかく知を追求した識者への敬意等、様々なものがある。

　もっともそういった理由が元で過去も現在も、おそらくは確実に未来でも災厄の火種となるのだが、それこそが人の業であるとも言えよう。

　ここでユーゴに話を戻そう。

《聖庁》内でも高位の、それも極少数の者しか立ち入ることが出来ないこの第九階層書庫を彼が何故利用することが出来ているのか──

　あまつさえ寝泊まりすら行っているのは、ユーゴが組織内でも特別な存在であることに他ならない。

　特例とも言える権限を彼が有する事情の裏には、ユーゴのかつての師にして《聖庁》の背信者である禁忌に触れえし者──クロヴィス＝シャルトルの存在があった。

　六年前、クロヴィスは《聖庁》に大きな混乱をもたらし姿を消す。

　混乱の中でユーゴはクロヴィスと袂を分かち、後にかつての師を抹殺する任に就く。

　その際与えられた権限を、今まさに行使しているのである。

　では如何な理由でどのような調べ物をしているのかと言えば、それは奇妙な縁で取ることになった弟子の妹──音おと羽はのためだ。

　禁きん呪じゆである《反魂法リフレイン》により蘇りはしたものの、ユーゴが出会った時点で少女の命の灯は保って半年という状態であった。

　何とかしてやりたいと、青年は強く思った。

　魔法という常じよう軌きを逸いつした《力》に対処出来るのは自分以外にないと思っているからこそ。

　少女の兄であり、己の弟子である少年のためにも。

（待ってろよ、音羽ちゃん……！　君を助ける術すべを必ず見つけてみせるからな!!）

　ページを捲るユーゴの脳裏に浮かぶは、二週間ほど前の出来事だ。

　エージェント経由で音羽から『お話ししたいことがあるので会えませんか？』という連絡を受け、胸騒ぎを覚えつつユーゴは任務の合間を縫って昊こう陵りよう学がく園えんに向かった。

　再会した音羽から告げられた話とは、彼女の体に発現した異変──ヒビについてだ。

《焱ちから》を使い過ぎたことによる弊害であるとユーゴはすぐに気づき、二度と使ってはならないと強く言い含める。

　続けて改めて少女の体を詳査し、ユーゴは愕然とした。

《焱》の練度を高める特訓は音おと羽は自身の体を蝕むしばみ、残る少ない寿命を更に縮めていた。

　透とお流るに伝えるべきか否かをユーゴが迷ったそのとき、音羽から問い掛けられる。

『私、あとどれくらい生きることが出来ますか……？』

『──っ！』

　不意を突かれたことで僅わずかに見せた青年の反応に、少女は悟る。

『……あまり、残されてないんですね』

『一ヶ月──おそらくは保たない』

『そう、ですか……』

　音羽は事実を知り、下を向く。

　ユーゴは掛ける言葉がなく、しばし重苦しい空気の中で沈黙が続き──

　やがて音羽は少し震える声で次のように述べた。

『お兄ちゃんや、皆さんには内緒にしておいてください。きっと、心配しちゃうから……』

　そして少女は笑う。

　恐怖と不安に苛まされながらも気丈に。

　必ず助かる術を見つけてみせると言い残し、ユーゴは少女と別れて今に至る。

　何かしらのヒントだけでもと、ただひたすらにユーゴは並ぶ禁書を端はしから手に取りページを捲めくり続け──その手が止まる。

　直後、これまで以上に真剣な眼差しで記述に目を通し始めるも、やがてため息を漏らす。

「失敗したのか……」

　呟つぶやき本を閉じようとしたところで、その手が再び止まった。

「待てよ……？　もしかしたら……いや、難しい、か……？　……そうだ、この前の!!」

　閃くものがあり、ユーゴは勢いよく立ち上がった。

　椅子が倒れて派手な音を立てる中、白いマフラーをたなびかせながら棚へと駆け寄り、数日前に目を通したばかりの錬金術の書を手に取る。

「いけるか？　これなら……そうだ……あれを応用したらあるいは……!!」

　著者が思いも付かなかったであろう発想を、青年は別の書から得る。

　本来ならば人造生命体ホムンクルスなどを研究する錬金術は専門外ではあるが、ここ数ヶ月で読み漁った書物の量は彼に相応の知識を与えていた。

（必ず助けてみせる！　だから絶対に《焱》を使うんじゃねーぞ、音羽ちゃん……!!）

《修羅會グラデイエイト》で死闘を繰り広げているであろう少女とその兄、そして彼らの仲間たちの無事を祈りつつ、ユーゴは見出した僅かな可能性を確かな希望へと変えるため、己の知識と知恵をあらん限り総動員し続ける。






■第六章『ありがとう』









　眩まばゆい光による衝撃が収まった後、海岸一帯は凄すさまじい状況と化していた。

　紋もん様ようの落ちてきた範囲は、まるで長時間の爆撃でも受けたかのように地形が変わってしまっている。

「まるで台風──いや、台風でもこんな酷ひどい状況にはならないか」

《絶刃圏・漆式セブンフオールドイージス》を展開しなかったら、俺たちもどうなっていたかわからない。

「っく……」

　目の前が眩む。

《漆式セブンフオールド》は強大な《力》であり、消耗が激しい。

「大丈夫ですか、トール」

「ああ、ちょっと疲れただけだ。それより──レイジ」

　倒れたままいつの間にか人の姿に戻っていたレイジの傍そばに膝を突く。

「おう……終わった、か……？」

　頷うなずき、俺は波打ち際に倒れたヘレンの亡骸に顔を向ける。

《犠裁煌ラストジヤツジメント》──ヘレンが己の命と引き替えに放った術は、皮肉にも彼女のみを無惨な姿と化した。

「てめぇの、おかげで……命拾い、した、ぜ……。礼を言うぜ、九ここの重え、透とお流る……」

「礼を言うのは俺の方だ。音おと羽はを護まもってくれて助かった、恩に着る」

「レイジさん……。ありがとうございましたっ……!!」

「私からも──ありがとうございます、レイジ」

　音羽、次いでユリエもまたレイジに頭を下げる。

「いいってことよ。オレが勝手にやったことだからよ……。さて、と……う、ぐぅっ……」

　呻うめきつつ、レイジは体を起こす。

「お、起きちゃダメですっ。すごい怪け我がなんですよ……!?」

「決着をつけねぇとなんねえからな……。とはいえ──」

　俺を見つめながら、レイジは首を左右に振る。

「いくら《獣魔ヴイルゾア》でも時間を置けば治るってレベルの傷じゃねえし、この状態で闘ったらさすがに死ぬだろうな……。闘えねえってこたぁ──」

　夕ゆう陽ひが水平線に沈み、薄暗くなってきた空を見上げながらレイジは告げる。

「オレの負けだ」

　この瞬間、十日に亘わたって続いた闘いの日々が──《修羅會グラデイエイト》が幕を下ろした。

　だが、レイジの言っている意味を一拍置いて理解した俺は、その真意を問う。

「ま、待てよ！　本当にそれでいいのか!?」

「……目的を果たさずに死ぬよかぁマシだ。また回り道になっちまうだろうけどな」

　仕方ないといった感じに笑った後、レイジは痛みに呻うめく。

「っく……。しっかし、てめぇとの決ケ着リはまた次の機会ってぇことになるか……」

「……ああ、わかってる。次こそ決着をつけてやるから覚悟してろよ」

「抜かしてろ、勝つのはオレだ」

　レイジが俺に向かって拳こぶしを突き出し、俺も拳を突き出してぶつけ合う。

「はぁ……。またの機会は別にいいけど、それよりどうやってこの島から出るのよ？　この有様じゃ近くのカメラは全滅だろうから、決着がついたなんて誰だれも気付いてないわよ？」

「「げっ!!」」

　呆あきれ顔のリーリスに、俺とレイジは揃そろってぎょっとする。

「マジかよ……。くそっ、やべぇと思ったら気が遠くなってきやがった……」

「お、おい、レイジ!?　くそっ、どうしたら──」

「ふん、《犠裁煌ラストジヤツジメント》とやらの範囲外に出れば無事なカメラくらいあるだろうが。そこで終わったことを言えばいいだけの話だ」

「さすがトラ！」

　慌てて駆け出そうとしたそのときだった。

　突とつ如じよ、場に何者かの声が響き渡る。

『その必要は無い。すべて見届けさせてもらったよ、《超えし者イクシード》諸君』

「この声は……」

「ボス、か……」

　機械を通したような音声であったが、紛うかたなくあの男の──《６６６ザ・ビースト》の幹部、《第一圜カイナ》のクロヴィスのものだった。

　レイジとヘレンの主であり、俺の魔術の師であるユーゴが追う男の声であると。

　けれどその姿は影も形も無く、周囲を見回す中──

『フフ、今からそちらに降りようではないか。しばし待ちたまえ』

　再びクロヴィスの声が響いたかと思うと、俺たちは信じられないものを目にする。

　雲のない遥はるか上空に突然電光が走り──

　突如、輪の形状をした巨大な飛行物体が出現したのだ。

　それもＳＦ映画に出て来る円盤形宇宙船を思わせる巨おおきさで、あまりに現実離れした光景を目にして場の誰もが驚きを禁じ得ない。

　あまりにも巨大なため正確なサイズはわからないが、少なく見積もっても直径二、三キロはあるだろう。

「何だよ、これ……？」

「空中戦艦《光輪ハイ＝ロウ》──ボスの艦かんだ」

　レイジから答えが返って来るも、誰も何も口にすることはなかった。

　あまりにも圧倒的な巨大さを前に、驚きで言葉を失っていたために。

　俺たちが呆あつ気けに取られていると、空中戦艦とやらの中央部分から地上へ向けて、光の柱が照射された。

　俺たちの立っている場所から百メートルほど離れた位置に光の柱は照射され、その輝かがやきが失われたときに三つの人影が海辺に佇たたずんでいた。

　一人は言うまでもなくクロヴィスであり、残る二人は俺たちの見知った顔──理事長と三み國くに先生だった。

　三人は砂浜に足跡を残しながら近づいて来る。

「ご機嫌よう、諸君。まずは運営側として祝辞を述べさせてもらうとしよう──おめでとう、君達たちが今回の《修羅會グラデイエイト》の覇者だ」

　数回手を打ち合わせ、涼しげな笑みを俺たちに向ける。

「祝いの言葉なんていらないから、早くレイジの治療をして貰もらえないか」

「勿論だよビヤン　スユル。彼にはまだ役割があるからね」

「……オレぁ勝てなかった。なのに必要とするってぇのか？」

「私は《第四圜メドラウト》とは違うからね。必要な働きさえしてくれるのであれば、敗北など些末な問題だ。何より君が見せた闘いの美学は私の魂を震わせたのでね」

　嘘うそだ──

　後半の言葉を聞いた瞬間、直感が囁ささやく。

「既に戦艦には言い含めておいた。戻って傷を癒すといい」

　パチンと指を打ち鳴らすクロヴィス。

「またな、九ここの重え透とお流る」

　するとレイジの下に魔法陣らしき紋もん様ようが現われ、次いで体が光の粒子に包まれ始める。

「ま、待て、行くなレイジっ!!」

　レイジをこのまま帰してはならないと、言い知れぬ不安に手を伸ばすも──

　遅かった。

　俺の手は空を切り、レイジの姿は光とともに消え去ってしまった。

「我が艦かんにて急ぎ治療を行わねば、彼は死ぬだろう。そもそも彼が《６６６ザ・ビースト》の艦に戻ろうというのを何な故ぜ敵である君が止める？」

　ただの直感とは言えず、何よりあのままじゃレイジが命を落としたであろうことは違いないとあって俺は返す言葉に詰まってしまう。

「まあよしとしよう。君達を主催者メドラウト殿の元に送り届けねばな」

「ま、待ってください！」

　再び指を打ち鳴らそうとしたクロヴィスを止めたのは、なんと音おと羽はだった。

「何用かな」

「あ、あの人はどうするんですか……？」

　そう言って音羽は視線をヘレンの遺体に向ける。

「どうするとは？」

「連れて帰ってあげないんですか……？」

「連れ帰り、私にどうしろと？」

「えっと……お葬式をあげるとか、お墓に入れてあげるとか……」

　音おと羽はの答えに、軍服の青年は静かに首を振った。

「駒が一つ落ちた程度でいちいち弔っていてはキリが無いのでね」

「ふざけるな、何が駒だ!!」

　強い憤りを覚えて叫ぶ。

　ヘレンはクロヴィスのために、命すら捨てて与えられた任務を遂行しようとした。

　だがクロヴィスにとって、ヘレンはただの便利な手駒に過ぎなかったのだ。

　確かにヘレンは音羽の命を狙う敵だったが、それでも激する感情を抑えられなかった。

「すべては私が望む世界に至るため──すべての者は駒であり、この私も例外ではない。そして彼女はこの地で役目を終えただけのこと」

　部下だけでなく、己自身もまた駒だと断じる青年はあまりにも異質に感じる。

「……お前が望む世界ってのはいったい何なんだ」

「終焉──とでも答えさせてもらうとしよう」

　危険だと本能が警告する。

　こいつはこれまで相対した敵とは違うと。

　決して野放しにしてはならない、底知れない闇を持っていると。

　かつてユーゴは、自分の信じる正義は自分の選択を許さないと言っていた。

　彼が自身の正義を曲げてまで追い求める相手が、世界にとってどれほど危うい存在なのか──俺は今、肌で感じる。

「終焉、か……。随分と曖昧な答えだな。と言っても碌でもない世界ってことだけは間違い無さそうだ」

「同感ね。供も付けずにのこのこと一人で降りてきたことを後悔して貰もらおうかしら？」

　リーリスが銃口を突き付けるも、クロヴィスにはまるで動じた様子が無い。

「フフ、なかなかの気魄だが、残念ながら私は君達たちと直接命のやり取りをする運命さだめにはないのだよ。何より、この後は主催者によるセレモニーが待っているのでね」

　言い終えるや、再びパチンと指を鳴らすクロヴィス。

　俺たち──そして理事長たちもまた、先刻のレイジ同様に光の粒子に包まれていく。

「逃げる気か!!」

「言っただろう、私たちは闘う運命にないと──では、また後ほど」

　視界が眩まばゆい光で一杯になり──

　次の瞬間、俺たちは砂浜ではなく、強い海風が吹き付ける硬い足場の上に立っていた。

「ここ、は……？」

「セレモニー会場ですわ」

　周囲を見回す最中、これまで沈黙を保っていた黒衣の少女が風に髪を揺らしながら言う。

　同時に気付く──周囲には戦闘機やヘリの姿が薄暗い闇の中で鎮座し、目前には艦橋ブリツジがそびえ立っているということに。

　それは十日ほど前に目にした光景に疑いない。

　航空母艦──

《修羅會グラデイエイト》前夜に会見が行われた《６６６ザ・ビースト》が保持する海上の要塞に、俺たちは瞬時に送られたのだ。

（魔法、か……）

　当然のことながら、ここへ俺たちを送った術者クロヴィスの姿はどこにも見当たらない。

　──と、そのとき、俺たちは突とつ如じよとして強い光を浴びせられる。

「っく、何だ……!?」

「トール、あれを……！」

　眼を細めながらユリエが指し示した上方──艦橋最上階へ視線を向けると、そこには一人の男が光を浴びて浮かび上がっていた。

　丸太を思わせる腕を組み、吹き荒れる海風などものともせずに俺たちを見下ろしているその男の名は《第四圜ジユデツカ》のメドラウト──

《６６６》の幹部である四人の《圜冥主コキユートス》、その筆頭となる巨きよ躯くの男だ。

　その背後には十を超える配下らしき影も見受けられる。

　強い圧を発しているところから、そいつらは全員《獣魔ヴイルゾア》なのだろうと窺うかがい知れる。

　だが、部下全員を合わせてもメドラウト一人の発する威圧感には遠く及ばない。

　立っているだけだというのに、俺たちを見下ろしているだけだというのに、息苦しさと喉のどの渇きを強く感じる。

　しばし互いに見合った後、場を動かしたのはメドラウトだった。

「よくぞ舞い戻った、《超えし者イクシード》ども!!」

　機械など何も使っていないというのに、風の音すら掻き消すほどの声量が届く。

「褒めてやろう。ゲストが覇者となる《修羅會》を目にすることが出来るとは思いもしなかったぞ……。ククッ、ハハハハッ、ハーッハッハッハ!!」

　ひとしきり高笑いをあげた後、組んだ腕をゆっくりと広げてメドラウトは言った。

「褒美をくれてやろう。一つ、望みを言うがいい」

「望みだって……？」

「たとえゲストが覇者であろうと正規の参加闘士と同じこと。望みがどのような事柄であろうとも、《６６６》の総力を以もつてして叶かなえるとここに誓ちかおうではないか。さあ──」

　含むように笑い、メドラウトが続ける。

「望みを言うがいい、《超えし者》ども」

　艦橋からこちらを見下ろしたまま、巨躯の男が問う。

「みんな、聞いてくれ──」

　振り返り、みんなに向かって俺は自分の考えを述べる。

「俺は音おと羽はが少しでも安心して暮らしていけるようにしたい──そう思ってる」

《紅蓮の演者クリムゾン・アクトレス》と称された音おと羽はは、かつてベアトリクスの命令によって《６６６ザ・ビースト》に対して破壊活動を行っていた。

《修羅會グラデイエイト》に参加する羽目になったのはその報復目的だからであり、叶かなうのであればもう二度と音羽が危険に晒さらされないよう俺は望む。

「ふん。ならば今回のようなくだらない催しに二度と呼ぶな、というのはどうだ」

「確かにそれはいい。私もトラの案に賛成しよう」

「う、うん。わたしもそれでいいと思うよ」

　トラの意見に橘たちばなとみやびが賛同するも、リーリスが首を振る。

「それだと、催しとか関係無いところで襲おそってくる可能性があるんじゃない？」

「だったら──」

　逡しゆん巡じゆんした後、俺はリーリスの意見も取り入れた複合案を出してみる。

　それにはリーリスも頷うなずき、異論は無いと答えてくれた。

「ユリエ、音羽。他の希望はあるか？」

「ナイ、トールの案でいいと思います」

「……私だけ安全にって案だったら反対したと思う。でも、お兄ちゃんの案ならみんなも安全になると思うし賛成だよ」

　二人も頷き、《修羅會》に参加した全員の意志が統一された。

　振り返ると、俺たちの後方で黙して状況を見守っていた理事長は首を振る。

「闘ったのは貴方あなたがたですわ。故ゆえに望みを口にする立場に私わたくしはありませんわ」

　だとしたら迷うことは無いだろうと、改めて艦橋に佇たたずむメドラウトに視線を送る。

「相談は終わったようだな」

「ああ、おかげさまでな。俺たちの望みは──」

　答えつつ、鼓動が速くなっていると感じる。

　何かしらのリスクはあるかもしれない──

　けれどみんなで決めた答えを信じるしかないと、俺は望みを口にした。

「俺たちに──昊こう陵りよう学がく園えんの関係者に二度と関わらず、決して手を出すな」

「ほう、そう来たか……」

　ニィッと口角を上げたメドラウトは──

「よかろう。もっとも、貴様らから我々に関わってきたとなれば話は別だ。構わんな？」

　あっさりと、呆あつ気けなくこちらの要望を受け入れる。

「ああ、構わない」

　少なからず難癖を付けてくると覚悟はしていたが、それも思ったほどじゃない。

「聞けい、我が同胞よ！　《圜冥主コキユートス》──《第四圜ジユデツカ》がメドラウトの名において命ずる!!　今この刻ときより此こ度たびの《修羅會》の覇者である招待闘士、及びこの者どもが属する昊陵学園に関わるすべてに、我ら《６６６》から関与することを禁ずる!!」

　空気を震わせるほどの声量で命令を下すメドラウト。

　まず間違いなく、この状況もクルーズ船に中継されているのだろう。

　いや、おそらくは世界中に点在する《６６６ザ・ビースト》の支部にも。

「ではそろそろ此こ度たびの宴の幕を下ろすとしよう……。楽しませて貰もらったぞ、《超えし者イクシード》」

　本当に終わりなんだろうか。

　目の前にいる男は犯罪組織の人間であり、約定を済ませたとはいえ信じるに足るものは何も無い。

「だが──」

「──っ!!」

　にたりと笑うメドラウトに、俺は──同じ考えが脳裏をよぎっていた他のみんなも、たちまち警戒を露あらわにする。

「クク……。そう警戒しなくていい。最後に一つ提案があるだけだ」

「提案、だと……？」

「《超えし者》ども──この俺の下に付く気は無いか？」

「「「なっ……!?」」」

　予想外の提案に誰だれもが吃驚する。

　無理もない。

　寸前までやはり闘いは避さけられないと思ったばかりなのだから。

「彼らの長であるこの私わたくしを前に堂々と引き抜きとは、恐れ入りますわ」












「俺は《力》の信奉者でな。《修羅會グラデイエイト》の覇者ともあれば手元に置きたくなるのだ」

　理事長が呆あきれるように笑うも、メドラウトはまるで悪びれずに返す。

「俺の下に付けば金も色も望むだけ与えよう。望むなら、いつ如い何かなるときであろうと俺の首を狙うのもまた自由だ」

「懐に己の命を狙う者を迎え入れようとは、とても豪儀ですわね」

「寝首を掻かれるのであれば、俺はその程度であったということよ。……さあ選ぶがいい、《超えし者イクシード》ども！」

　突き付けられた選択は、あまりにも厄介なものだった。

　イエスと答える意志など微み塵じんも無く、けれどその選択がどれほどの危難を呼び寄せるのかが分からないはずがない。

「……断れば生かして返さないってところか」

　結局はこうなるのかと俺たちは身構え、けれどメドラウトはこちらの反応を愉しむかのように笑みを浮かべたままだ。

「そう案ずるな、《超えし者》。たとえ貴様らが断ろうと手出しなどせず無事に帰してやる。《力》を示した者との約定を違えるなど礼を欠くからな。クク……」

　愉悦の色が混じった口調でメドラウトは語り、こちらが答えるよりも前に予想だにしないことを語り始めた。

「何より貴様らには束つかの間まの──そして最後の平和を堪能して貰もらわねばならぬ。……その先に訪れる未曾有の混こん沌とんをより深く味わって貰うためにもな」

「未曾有の──どういう意味だ、メドラウト……!!」

「意味、か……。ク……クク……。フッ、ハハハッ……！　ハ──ッハハハハハッ!!」

　大気を震わせて高笑いをあげるメドラウトの姿に、胸の内がざわつく。

　何を語るのか──

　何が始まるのか──

　ただならぬ雰囲気に、誰だれもが口を開けぬままに待つ。

「《６６６ザ・ビースト》の同はら胞からよ、与する者よ、徒なす者よ、聞けぇい!!」

　これから訪れるという混沌について、メドラウトは語る。

「刻ときは来たれり!!　来たる聖祭の夜──我ら《６６６》は《禁忌ノ禍稟檎プロジエクト・マルス》を発動し、世に大いなる混沌をもたらさん!!」

「プロジェクト……マルス……？」

「クク……。貴様らには《禍稟檎アツプル》と言えば話は早かろう。《第一圜カイナ》が日本で執り行った企て、来たる混沌の序章にしか過ぎなかったと言うことよ」

　忘れるはずもない単語を聞かされ、皐さ月つき市で起きた事件と顛末の記憶が甦よみがえる。

《禍稟檎》に関わってしまったがため、人生を大きく狂わされてしまった数多くの人たちの顔が。

　次いで《第一圜》という称号がキーワードとなり、クロヴィスが俺たちへ語った世界に望むもの──終焉という言葉と繋つながる。

「ふざけるな……ふざけたことを言うなぁっ!!　お前たちは皐月市あのとき以上のことをしでかすつもりか!!　その《禁忌ノ禍稟檎プロジエクト・マルス》とやらでどれほど多くの人を苦しめるつもりだ!!」

「苦しめる？　違うぞ、《超えし者イクシード》。我らは様々な国家が独自に定めた数多の法の下、束縛され続けてきた人間の本質を解放しようと言うのだ。必要な法などたった一つで良い。我らがもたらす世界では、その一つの法こそが絶対的に正しい規律となるのだ!!」

「《力》、か……」

「そうだ！　《力》こそが唯一絶対なる法となり、他すべての愚法より人類を解き放つ!!　それこそが我らの《禁忌ノ禍稟檎》なり!!」

　今の世界を壊し、《力》がすべての世界へと変える──

　いわば弱肉強食の世界。

　あまりに分かりやすく、けれど今以上に多くの悲劇を生み出す計画に心が激する。

「ふざけるなと言っている……！　お前の言っている世界は《力》有る者にだけ都合のいい世界だ!!　《力》が法だと言うなら弱者はどうなる!?　踏みにじられることを耐え続けろとでも言うのか!!」

「強者と成ればいい。ただそれだけのことだ。何かを欲するのであれば強くなれ。《力》こそが唯一の法となる世界において、弱者で在り続けようと言うのであれば──死ね」

　弱者は幾いくらでも居る。

　子供も、老人も、女性も──もちろん男にだって弱者は数多居る。

《力》だけが法となった世界で待つものは──

『弱いから、死んだだけだよ』

　かつて俺の目の前で起きた惨劇が、すべての人に起こり得るということだ。

「冗談じゃ、ない……！　あんなこと、許せるわけがないだろ……！　あんな想おもいを、誰だれにも、絶対にさせてたまるか……!!」

「そう思うのであれば止めてみろ。貴様が許せぬただ一つの法でな!!　フハーッハハハ!!」

　メドラウトが語る世界は、今の価値観を壊すというレイジの目指すものに似ている。

　けれどまったくの別物だ。

　レイジは弱者を想っていた。

　だがメドラウトは強者のための修羅の世界を創り出そうとしている。

　怒りに拳こぶしは固く握られ、身が震えた。

「……みんな、悪い。俺は──」

　メドラウトの語る新たな世界を決して容認できるはずがない。

「皆まで言わないでください、トール。私も同じ気持ちです」

「あたしも同感よ。今の世界はいろいろ面倒なところもあるけど、あいつが創り出そうとしてる未来せかいなんてまっぴらごめんだわ」

「ふん、妄想ならまだしも実行に移そうなど、余りに馬鹿げていて話にならん」

「《力》が法などという世界を私も認めぬよ。それでは獣と同じ──いや、生きるためではなく欲望のために《力》を振るうのであれば人は獣に劣る存在と化す!!　そのような企みを見過ごすわけにはいかぬ!!」

「わたしは強くなりたいって、《力》が欲しいっていつも思ってるよ。でも、それは誰だれかを押し退けるための《力》じゃないから……!!」

　それぞれが自らの想おもいを吐露し、《焔牙ブレイズ》を構える。

　ここであの男メドラウトを止めなければならないと、皆が皆肌で感じていた。

「音おと羽は、悪い。お前を危険に巻き込むことになっちまう……。だけど俺は──」

　誰にも俺と同じ想いを経験させたくない。

　大切な人を理不尽に失うという哀しい想いを。

「私のことは気にしないで。あの人を止めないといけないって私にもわかるもん。たくさんの人が傷付くような世界なんて絶対に許しちゃダメ。だからお兄ちゃん、あの人を思いっきり──」

　音羽はぐっと拳こぶしを握り、振るう。

「ぶっ飛ばしちゃえ!!」

「ああ、そのつもりだ!!」

　大きく頷うなずき、そしてユリエに視線を動かす。

「ユリエ、音羽を頼む！」

「ヤー！」

　そして黒衣の少女はと言うと──

「くすくすくす……。今の貴方あなたたちに手に負える相手ではないと存じますけれど──ひとまずは観察者としての立場を続けさせて頂くとしますわ」

　ここまでと変わらず俺たちの選択に口出しをせず、自身はこれまでと同様に手出しをする気は無いと公言する。

　艦橋最上部から俺たちを見下ろし続ける《第四圜ジユデツカ》へと向き直ると、メドラウトは笑みながら最後の意志確認を取りに来た。

「クク……。《超えし者イクシード》どもよ、先に言っておくが俺は今でも貴様らを無傷で帰そうと考えている。だが貴様らが仕掛けてくるのであれば約定を果たす必要など無い──分かっているのだろうな？」

「人には闘わなくちゃならないときが必ずある。それが命懸けの闘いになるとわかっていても！　ここで退いちまったら俺たちは死ぬまで後悔するだろうさ!!」

「……よかろう。ならば死を以もつてして闘いを選んだ己を後悔させてくれようではないか。もっとも、後悔する間もなく息絶えたとしても俺の知ったことではないがな!!」

　こうなることを望んでいたとばかりに、メドラウトは肉食獣を思わせる笑みを浮かべる。

「みんな、個々で闘わないよう常に周囲を意識してくれ。最低でも二人で動くことを心がけるんだ」

《６６６ザ・ビースト》の拠点ともあって、地の利も数の差も圧倒的に不利だ。

　だけど今このときは千せん載ざい一いち遇ぐうのチャンスでもある。

　手の届くところに筆頭幹部の《圜冥主コキユートス》──《第四圜ジユデツカ》が居るのだから。

　こいつをここで倒せれば組織ザ・ビーストに打撃を与え、食い止められるかどうかは分からないまでも、少なからず《禁忌ノ禍稟檎プロジエクト・マルス》とやらに影響が出るはずだ。

　まずは艦橋最上部まで辿たどり着つく──

　そんな俺たちの共通認識を、《第四圜》と称される男はあっさりと覆す。

「貴様らはここで見ていろ」

　そう言い残すや艦橋から宙空へその身を躍らせ──

　巨体が俺たちの前へ、ズズンッと重く響く音を立てて着地した。

　艦橋からこの状況を見守る十を超える《獣魔ヴイルゾア》たちを一いち瞥べつし、俺は巨きよ躯くの男に真意を確かめる。

「……まさか親玉自ら相手をしてくれるっていうのか？　てっきり後ろの連中をけしかけてくるかと思ってたけどな」

「クク……。それでも構わんが、これは示威行為デモンストレーシヨンというやつだ。数多の獣どもに、己が付き従う支配者の《力》がどれほど強大であるかを思い知らせるための、な……。その相手が《修羅會グラデイエイト》の覇者ともなればより理解しやすいと言うものだ。……とはいえ、この俺が愉しみたいという欲があることも否定せんがな」

　低く笑う悪鬼に、トラは挑戦的な笑みで返す。

「貴様がどう思っていようが他の者が手出ししないのであれば好都合だ。己の選択を後悔するのがどちらなのか、思い知らせてやる！」

「責はこの私にもあるとはいえ、我が一門の者を闇に引き込んだ報いは受けて貰もらうぞ！」

　橘たちばなが《門鎖織インハリツト・リネージユ》を発動したことを皮切りに、俺たちは散開する。

　敵がメドラウト一人というなら、固まっている必要は無い。

　俺、リーリス、トラ、橘、みやびが扇形に位置取る。ユリエは音おと羽はを抱えて少し後方に下がり、三み國くに先生もまた理事長を抱え、さらに後方へと距離を空けた。

「ほう。《操焔の魔女ブレイズ・デアボリカ》はともかく、三人も下げるとはな……。随分と舐なめられたものだ」

「ユリエは本調子じゃないし、音羽は闘えるような状態じゃないからな。それと──」

「残念ですけれど三國は私の護衛として此処に居ますの。故ゆえに此こ度たびの闘いに関与させるつもりはありませんわ」

　三國先生に視線を向けると、理事長が代わりに答える。

「調子だ護衛だと、闘わなければ生き残れぬ状況で悠長なことを言う──が、まあいいだろう。自ずと舞台へ上がらねばならぬ状況にしてくれるわ」

　そして──

　メドラウトは大気を震わせるほどの大音声で幕開けを宣言する。

《修羅會》の先に待っていた最後の闘いの幕開けを。

「さあ《超えし者イクシード》ども!!　死にもの狂いで掛かってくるがいい!!　《修羅會グラデイエイト》を制した《力》を見せてみろ!!　この俺を一分一秒でも長く愉しませてみせろ!!」

　猛たけ咆ほ吼える獣の王の闘気が暴風の如ごとく艦上に吹き荒れる。

（くっ……。なんて圧力だ……!!）

　大気さえ震わせる程の圧倒的な《力》を前に息苦しさを覚える中──

　火ひ蓋ぶたを切ったのは黄金の少女だった。

「あいにく長々と付き合える時間は無いのよね！」

　メドラウトに対して抱いていた恐れを振り払うかのように、強い語調で引き金を引く。

　初手となったリーリスの攻撃は《煉業リヴオルト》──《撃射承・郭フエイスピアースⅢ》。

　夜空に放たれた無数の弾丸が放物線を描き、まるで流星雨の如く《圜冥主コキユートス》に降り注ぐ。

「クク、ぬるいな……」

　何発かが直撃し、ボロボロとなった服をメドラウトが破り捨てる。

　その下から出て来た肉体には傷一つ付いている様子は無かった。

　けれど効果がなかったからといって足を止めるはずもなく、俺と橘たちばなが間合いを詰め、一歩遅れる形でトラとみやびが疾は駆しる。

「九ここの重え！」

　橘が叫ぶや俺は彼女とともに左右から同時に浴びせ蹴りを放つ。

　奇襲とはいえ動作の大きな技であるからして、対処されるのは承知の上だ。

　たとえそうなったとしても、こちらに意識を向けさせることさえ出来れば十分だ。

　続くトラかみやびのどちらかが本手の一撃を叩たたき込こむ役目なのだから。

　──が、その狙いは一瞬で打ち砕かれる。

「──っ!?」

　挟撃の浴びせ蹴りが見事に命中するも、まるで硬く重い巨岩でも蹴ったかのような感覚に驚かざるを得ない。

　俺の踵が側頭部に、橘の一撃が肩口に叩き込まれたというのに、先刻の銃弾を受けたときと同様メドラウトは微動だにしなかった。

　コンクリートの壁程度ならぶち抜く威力の蹴りをまともに喰くらっていながらに。

「これでどうだぁっ!!」

　トラが叫びながら宙空へ跳とび──

「てやぁああああっっ!!」

　その後ろを疾か駆けてきたみやびが刺突進チヤージを繰り出す。

「悪くない連携だ──相手がこの俺ではなければの話だがな」

「そ、んなっ……!?」

　みやびの動きが止まる──止められてしまう。

《Ⅳレベル４》にも匹敵するほどのみやびの刺突進を、《騎兵槍ランス》の先端を片手で掴つかむことで。

　しかもこれまでの攻撃同様まったく動かない。

「くっ……!!　ならばこれはどうだ!!　薙なぎ絶て──《斬鐵コール……》」

「クク……。流石さすがに其れを止めるには無理があるな」

「きゃあっ!?」

　悲鳴とほぼ同時、みやびの体が宙に浮く。

　メドラウトはみやびごと《騎兵槍ランス》を持ち上げ、そのままトラに叩たたきつけた。

　トラの《斬鐵閃コールブランド》は不発に終わり、《騎兵槍》から手が離れたみやびごと吹き飛ばされると鋼の甲板に重なって落ちる。

　幸いにもトラがクッションとなったおかげで、みやびは特に怪け我がを負った様子は無い。

「ご、ごめ──ひゃあっ!?」

　トラは体を起こすなりみやびの襟首を引っぱり、庇かばうようにして構えた。

　メドラウトの追撃に対応するためだったが──

　その姿を見ながらに悪鬼は口角を上げ、無造作に《騎兵槍》を放る。

「そら、返すぞ」

　放物線を描いた後、《騎兵槍》は派手な音を立てて二人の前に転がった。

　無論、襲おそい掛かってくることなど無く、いまだ山の如ごとく動かぬままに。

「舐なめた真ま似ねをしてくれる……」

「示威行為デモンストレーシヨンだと言ったはずだが？」

　みやびは《騎兵槍》を拾って構え直し、俺と橘たちばなも一旦距離を取る。

（なんなんだ、あの硬さ体は……。それに筋力パワーも尋常じゃない。どういうことだ……!?）

　従える《獣魔ヴイルゾア》を彷彿させる強さだが、姿は人のままだというのに。

　こちらの心情を汲くみ取とったのだろう、メドラウトは己の体についてを語る。

「クク……。支配者たる俺の体は格別でな。《獣ゾア》や《獣魔》どもと違い、生身のままでもご覧の通りというわけだ」

　告げられた内容に、俺たち全員の表情が強こわ張ばる。

　生身のままでも──その言葉どおりに受け取れば、姿を化け物に変貌させることが可能ということだからだ。

「どうした、もう来ないのか。まさかたった一合で臆したのではあるまいな？」

「はっ。これから本気を出すってのに震えてる暇ひまなんかないぜ!!」

　橘、トラと視線を交わし、三人でメドラウトの周囲を駆け始める。

　今の攻防で思い知ったが、並大抵の攻撃じゃダメージを与えることは出来そうにない。

　となれば動きで撹かく乱らんし、誰だれかが必殺の一撃を叩たたき込こむ──

　言葉を交わさずとも全員が同じ結論を導みちびき出す。

　みやびは再度刺突進チャージを放つために腰を低く落としてその場に留とどまり、リーリスは《煉業リヴオルト》のいずれかをどのタイミングで放つか機を窺うかがう。

　一番に攻めに転じたのはトラだ。

「僕に続け!!」

　真っ先に間合いへ飛び込んだトラに拳こぶしが嵐あらしの如ごとく襲おそい来る。

「ふん。そんな遅い拳ものが僕に当たるとでも思っているのか！」

　巧みな防御技術で攻撃を掠かすらせることさえ許さず、その内の一撃にカウンターの斬ざん撃げきを繰り出すトラ。

　メドラウトは躱かわそうとするも、切っ先が胸板を捉える。

「ほう、これが《魂》を斬られるという感覚か」

　浅い一撃だったためすぐさま反撃が行われるも、トラは連続したバク転で避けつつ距離を取り──

　入れ替わりに橘たちばながメドラウトの懐に潜り込むなり龍りゆう哮こうノの衝しようの対となる秘拳を叩たたき込こむ。

「橘流──虎こ咆ほうノの衝しよう!!」

　外部破壊を目的とするそれは、《門鎖織インハリツト・リネージユ》も相まってかなりの威力を持つ。

　獣化したアキラをも吹き飛ばした技をまともに叩き込まれたメドラウトだが──

「蠅でも止まったか？」

　まるで意に介せず、巨大な拳を振るう。

「涓けん滴てき岩を穿うがつ──余裕を見せていられるのも今の内だ!!」

　拳を躱すとともにその腕を取り、片手一本背負いに持ち込もうとする橘。

　その際もう片方の腕で腹に肘ひじ打ちを入れるというえげつないおまけ付きで。

　──が、巨巌はまったく揺るがない。

「面白い、穿つまでその命があるか試してみるがいい」

「──っ、しまっ……!!」

　投げを仕掛けていたため橘の動きが遅れ、メドラウトの拳が迫り──

　ゴンッ!!　鈍にぶい音が響くと同時に拳が空を切る。

　間合いを詰めた俺が、咄とつ嗟さにアッパーで軌道を反らしたのだ。

「次は貴様か」

「いいや、残念ながら俺は次の次だ」

「ほう？」

　橘が前転をしつつ距離を取り、俺が上体を前に屈ませてダツキングで至近距離に飛び込むと同時、光が疾る。

　メドラウトは咄嗟に腕を突き出すも、光は分厚い掌てのひらを貫つらぬく。

　僅わずかだが目が見開かれたそのときには俺が懐に入り込んでいた。

　さっき橘が打ち込んだ箇所へ、俺も攻撃を集中して叩き込む。

　左右の突きを交互に、計七、八発ほど叩き込んだところでメドラウトの反撃が襲い来る。

《楯たて》でしっかりと受け止め、次の攻撃を──

「──っぐ!?」

　悪鬼は防がれたことなど構わずそのまま拳を振り抜き、俺の足は甲板から離れて十メートルほど飛ばされる。

　みやびの刺突進チャージを受け止めるほどの膂りよ力りよくだ。

　まともに喰くらったらただじゃすまないと背筋に冷たいものが流れる。

　そのメドラウトはと言うと、俺じゃなくリーリスを注視していた。

「豆鉄砲以外も持っているようだな。安心したぞ、ブリストル」

「《撃射承・芒フエイスピアースⅤ》──この光の銃弾シヨツトを防ぐなんて誰だれにも出来やしないわ」

　リーリスの《煉業リヴオルト》は七種の銃弾だと聞いてはいるのだが、見たところ今の型タイプは高出力の束光レーザーといったところだろうか。

（さて、どうする……？　俺や橘たちばなはどちらかといえば前衛で引きつける役割がベストか？）

　ここからどう攻めるべきかと思考を巡らせる中、メドラウトが不敵な笑みを浮かべて宣告する。

「次は俺の番だな」

　途端、場の緊張はこれまで以上に高まりを見せる。

「とはいえ貴様らは随分と捷はやい。逃げ回る貴様らを無様に追いかけ回すなど興が冷めるというもの」

「みんな、そいつから離れなさい!!」

　リーリスから警告が飛び、次いでメドラウトが号令を下すかのように大きく腕を振った。

「《跪祈ヒザマズケ》」

「「「──っ!!」」」

　指図するかのような言葉とともに、俺たちは見えない何かに押し潰されるかのような感覚に襲おそわれた。

「こ、れは……っ……あのとき、の……!!」

《修羅會グラデイエイト》開催直前の会見でメドラウトが使った《力》だ。

　不可視の圧力により、俺やトラ、橘、みやびの四人が膝を突く。

　リーリスやユリエたち、そして理事長らのように遠く距離を取っていた面々は影響が無いようだ。

（一定範囲に効果がある《力》ってことか……！）

　メドラウトは膝を突いたこちらの姿を見て満足げに嗤う。

「クク……。いい様だな、《超えし者イクシード》どもよ。さて、どいつから行くか……」

　獲物を狙う猛禽が如ごとき視線を俺へ、橘へ、トラへと順に移し──みやびで止まる。

「女、貴様からだ」

「──っ!!」

　標的と宣言されたみやびがその体をびくりと跳ね、これまで不動だった山のような巨体が歩み始める。

「逃げろ、みやび────っ!!」

「で、でも、体が……!!　だめ、なのっ……動かないのっ……!!」

　逃げるどころか立ち上がることすら適かなわず、みやびに悪鬼が迫る。

「させるかぁああああっっ!!」

　力を振り絞って立ち上がり、悪鬼の背中を追う。

　距離にして三十メートル弱──

　本来ならあっという間に詰められるはずの距離が遠い。

　無論、動いたのは俺だけじゃない。

　橘たちばなも、トラも力を振り絞ってみやびに向かって動き──

「させないわよ!!」

　圧力の圏外に居たリーリスが《撃射承・芒フエイスピアースⅤ》を放つ。

　しかしメドラウトは射線から僅わずかに体を動かし、束光レーザーを避ける。

「なっ……!?」

「悪いが俺は勘が鋭くてな。その距離から喰くらうような間抜けと思わんことだ」

「くっ、それでも多少の足止めくらいにはなるでしょ!!」

「リーリス、音おと羽はをお願いします……!!」

　二発目を放とうとリーリスが構えたその脇を、銀色の風が吹き抜けた。

「疾風はやての如ごとく──《天翔颯ヴインドイエールズ》!!」

　加速したユリエが、不可視の圧力圏へと突っ込んで来る。

　──が、途中で明らかに速度が落ちてしまう。

「ほう、ようやくお出ましか。……だが、遅かったようだな」

　俺も、ユリエも、橘も間に合わず、みやびの前に立ったメドラウトが拳こぶしを振り上げた。

　みやびの顔が恐怖に染まったそのとき──

「おぉおおおおっっ!!」

　トラが吼え、飛び込みながらメドラウトの頭部に蹴りを叩たたき込こむ。

　ここで初めて巨きよ躯くが僅かに揺れる。

　どうやら俺たちの体を襲おそい続ける圧力が、そのまま蹴りの威力を増加させたようだ。

「ユリエ、穂ほ高たかは任せる!!」

「ヤー!!」

　トラは指示を出し、自らはみやびの前に立つ。

「この超重力圏グラヴイテイでよく動けたものだが──退のけい。予定が変わってしまうではないか」

「貴様の予定など僕が変えてくれる!!」

「ならば仕方なし……!!」

　襲い来る拳をトラは躱かわす──次も、その次も。

　けれど圧力の影響で、回かい避ひする姿には先刻のような余裕は無くすれすれで凌しのぎ続ける。

　一瞬でも回避が遅れれば凶拳は体を捉え、一撃でも喰らえば致命的となるだろう。

「トラ!!　あなたも一旦距離を……!!」

　みやびを抱えてユリエが距離を取るも、トラは悪鬼が巻き起こす暴風の攻めから逃れられない。

　メドラウトが言う超重力圏グラヴイテイでは、ユリエを除いてあいつの方が俺たちよりも速い。

　追い足が上回る相手に距離を取ろうとするのは、逆に危機を招く事態になりかねない。

　絶え間なく襲おそう不可視の圧力のためか、メドラウトの攻めを凌しのぎ続けるプレッシャーのためか、次第に攻撃が掠かすり始める中でトラの表情が歪ゆがむ。

「くっ……《力》が、抜け……!!」

　あと僅わずかで俺たちも加勢出来るといった距離まで詰めたとき──

　トラの肩口をメドラウトが捉える。

　──否、捉えたように見えただけだった。

　回かい避ひ不可と判断したトラは失敗時のリスクを承知でカウンターを狙い、その賭けに勝つ。

　独楽のように小柄な体が回り、遠心力を加えた輝閃を繰り出す。

　攻撃を仕掛けたメドラウトに回避する手段はなく、凄すさまじい切れ味は勝負を決する。

　──はずだった。

「ク、クク……。超重力圏の中でよくぞ今の動きが出来たものだ。貴様、褒めてやるぞ」

　トラの《印短刀カタール》の刃やいばがメドラウトの掌てのひらに食い込んでいた。

　だがそこまでだ。

　受けることを許さないはずの《斬鐵閃コールブランド》は、その特徴的な刃の輝かがやきを失っていた。

「く、そ……時間、か……。あと、一秒あれば……」

「何を言っているのかわからんが、貴様はこれで終わりだ──ぬぅん!!」

　人が人を殴った──

　そんなレベルじゃ済まない音が轟とどろき、トラの体が激しく艦橋に叩たたきつけられる。

「トラ────っ!!」

　どれほどの威力だったかを歪んだ壁面が物語り、トラは血ち反へ吐どを吐く。

　──が、メドラウトの攻撃はまだ終わっていなかった。

「《來令キタレ》」

　メドラウトが腕を突き出し、掌から直径一メートル程の黒球が撃ち出される。

　同時に俺たちの体を押さえつけていた圧力が唐突に失せ──

　直後に黒球がトラにぶち当たった。

　しかしメドラウトの使った技は直接的なダメージを与えるようなものじゃなかったと、俺たちは目の当たりにする。

　メドラウトがこちらに来いといった感じに招き寄せるような動作を見せると、トラの体が勢いよく引き寄せられ──

　再び豪拳が叩たたき込こまれる。

　艦橋の壁面は更に歪みを大きくし、《印短刀》が《焔》となって消きえ失うせた。

　壁面にめり込んだトラは、ぴくりとも動かない。

「トラ────っ!!」

「まず一人だな」

　首をゴキゴキと慣ならし、次は誰だれを標的にするかとばかりに悪鬼は俺たちを見回す。

「その《力》──重力を操るってところか。まさか魔法を使うなんてな……」

　俺の問いに、メドラウトは低く笑い答える。

「重力操作能力こいつは魔法ではない。《異理の者ミユーテーシヨン》とやらが持つ原初の《力》と聞いている」

「《異理の者》だって……!?」

　その呼称から脳裏に甦よみがえったのは《冽戯の對姫カレント・デイーヴア》──ベアトリクス。

　音おと羽はを憎みつつも慈しんでくれたという二面性を持った翡翠の美姫だ。

「……お前も《異理の者》なのか？」

「この《力》は《圜冥主コキユートス》の座に着いた際に《第一圜カイナ》から貰もらった祝いでな。彼奴がかつて関わっていた原初の《力》を人工的に備わせるといった研究成果だそうだ」

「《第一圜》──クロヴィスはいったい何のためにそんな研究を……」

「さあな。知りたくば己自身で彼奴に確かめるといい。……もっとも、この闘いで生き残ることが出来ればの話だがな。さあて、仲間の生死も確認し終えたところでそろそろ続きを始めさせて貰もらおうか」

　問答を行うことでユリエにトラの状態を確認しに行って貰う時間を作っていたのだが、どうやらこちらの意図は見透すかされていたようだ。

　トラの様子を確認したユリエは、頷うなずくことで気絶しているとこちらに伝えてくると、そのまま抱えて音羽とリーリスの下へと向かう。

　最悪の事態は避さけられたと安あん堵どするも、前衛──それも敵の頑強さなど苦にしない主戦力のトラの戦線離脱は大きな痛手だ。

（雷神の一撃ミヨルニールや橘たちばなの技なら多少なりとも揺らがせることが出来るはずだ。どっちかをぶち込んで隙を作ったところに、リーリスが《撃射承フエイスピアース》で決めてくれるのが理想だけど──）

　問題はあの不可視の圧力──超重力圏グラヴイテイとやらの中で、どうやってメドラウトの攻撃を凌しのぎながら技を叩たたき込こむかだ。

　策という策が浮かばず、もはやこのまま闘うしかないと覚悟を決める。

　だがしかし、ここで銀と金──対照的な二人の少女が俺の左右に並び立った。

「ユリエ、リーリス……！」

「この状況で怪け我がの影響があるなどと言っていられませんので」

「こいつ相手に外から撃ってちゃ埒らちがあかなそうなのよね」

　二人の少女の姿に心強さを感じて僅わずかに笑みが浮かぶ俺だが、一方でメドラウトもまた口角を上げる。

　ただし向こうは昂たかぶりによるものだが。

「クク……。さすがに一人欠けた状況では双剣使いも前に出ざるを得ぬか。これで短刀使いの小僧と《紅ぐ蓮れん》が揃そろえば申し分ないところだが、闘いとはなかなかどうして思うとおりに事が運ばぬものだな」

「思いどおりにだと……？」

　メドラウトは低い笑い声を漏らしながらにみやびを見て言う。

「足枷を先に排除することで、双剣使いと《紅ぐ蓮れん》を引き摺り出すつもりだったのだがな。予定が少々狂いはしたが──」

「私の《絆双刃デユオ》は決して足枷などではない!!」

　みやびに向けられた侮辱に激昂し、橘たちばなが叫ぶ。

　ともに肩を並べて歩んできたからこそ、彼女の怒りは当然とも言える。

　だが、そんな橘をメドラウトは鼻で笑う。

「俺の超重力圏グラヴイテイで立てぬ者など足枷以外の何者でもないだろう」

「っく……!!　それでも彼女の存在は私に力を──」

「ご託は要らん。示したくば──暴力ちからで語れ」

「……いいだろう」

　橘の視線が離れた位置に立つみやびに向く。

　その後ろには音おと羽は、そして意識を失ったままのトラが倒れている。

「理解したのであれば再開と行くぞ《超えし者イクシード》ども!!　《跪祈ヒザマズケ》ェィッ!!」

　超重力圏が発生し、途端に体重が何倍もの重さに跳ね上がる。

　──が、今度は誰だれも膝を突かず悪鬼を見据えていた。

「ほう、耐えたか」

「来るとさえ分かっていれば耐えられるさ」

　とはいえ、まるで数百キロもの重しを乗せられたような状態に変わりはない。

　そんな俺たちの様子に、にたりと笑みを浮かべて悪鬼が一歩踏み出し──

　ユリエとリーリスが左右に散り、俺と橘が迎え撃つ。

　──はずだった。

　瞬時とまでは行かないまでも、橘が通常時のダッシュと変わらぬ速度でいきなりメドラウトの懐へ飛び込む。

「暴力ちからで語れと言ったな、メドラウト……！　ならば文字通り貴様の体に叩たたき込こむことで思い知らせてくれる!!」

「橘、一人で突っ込むな!!」

　だが橘に俺の言葉は届かない。

　大切な《絆双刃みやび》を侮辱されたことが彼女を冷静では居られなくしていた。

　しかし体に染みついた動きは、《門鎖織インハリツト・リネージユ》によって得た先達の技は、冷静さを欠いた者の動きにはまったく思えない。

　流麗な動きでメドラウトの拳こぶしを受け流し、更に踏み込んで連撃、そして龍りゆう哮こうノの衝しようを叩き込み──《鉄鎖チエイン》の薙鎌が斜め十字の軌跡を描く。

「橘流──交こう叉さノの刻きざみ!!」

　体内に直接闘気を叩き込む秘拳から一瞬二斬で《魂》を斬った橘の攻めは、悪鬼へ確実にダメージを与えた。

　誰だれもがそう思った瞬間、橘たちばなの体がくの字に折れる。

「ふぅっ、ぐぁっ……!!」

　攻撃直後にどうしても生まれてしまう隙に対し、メドラウトが膝蹴りを叩たたき込こんだのだ。

　まともに喰くらった橘からメキリと嫌な音がし、その場で崩くずれ落ちる。

「が、かふっ……かはっ、ぁっ……」

「巴ともえちゃん!!」

　悪鬼は橘を見下ろしつつ、顎に手で触れた。

「……クク、途中の技はなかなかのものだ──が、その刃やいばで俺を仕し留とめるにはちと小さすぎるな」

　腹部を押さえたまま立ち上がれずに呻うめく橘。

　メドラウトを彼女から離そうと俺が飛び込む。

「おぉおおおおおおっっ!!」

「軽いな」

　数発殴るも、メドラウトの体を揺るがすには至らない。

　だがメドラウトの意識を俺に向けることは成功し、拳こぶしの暴風が俺を標的に襲おそい来る。

　超重力圏グラヴイテイで満足に動けないとあって防戦一方となる俺に、悪鬼は高笑いをあげる。

「どうした、どうしたどうしたぁっ!!　攻めねば勝機は生まれぬぞ、《超えし者イクシード》!!」

「……同感だ。だけど俺の役目はお前を引きつけることなんでね」

「ぬぅっ……!?」

「──チェックメイトです」

《天翔颯ヴインドイエールズ》で素早く背後に回り込んだユリエが逆手に構えた剣を薙なぐも、首を狙ったその斬ざん撃げきが届くよりも速く、メドラウトが腕を間に挟み込む。

　刃は首に届かない。

　腕に食い込むがそれも途中までで、それどころか筋肉に銜くわえ込まれてしまう。

　本調子のユリエであれば結果は違ったかもしれないが、それは望むべくもないものだ。

「超重力圏でそれほどの動きを見せるとは驚きよう嘆たんに値するぞ、娘。だが──軽い」

「離れなさい、ユリエ!!」

　直後、銀色の少女は自ら《片刃剣セイバー》を手放し距離を取り、同時に俺も飛とび退のく。

　間髪入れずリーリスが銃弾を数発撃ち込むも、鋼のような筋肉の鎧に止められてしまう。

「やっぱり《撃射承・芒こつち》じゃないと厳しいわね!!」

　引き金を引いた瞬間、銃口が光ったかと思うと束光レーザーが放たれる。

　だが、中距離で放った束光すら悪鬼を仕留めるには至らない。

　リーリス最強の《煉業リヴオルト》──《撃射承・彗フエイスピアースⅦ》ほどではないにせよ《芒Ｖ》にも射出までのタイムラグが一瞬あり、メドラウトにとって急所を外すには十分な時間となる。

　結果、束光に肩を撃ち抜かれつつもメドラウトは黄金の少女を標的に迫る。

「ほんっと化け物ね──だったら《撃射承・榴こつち》でどうかしら!?」

　着弾した瞬間、爆発が起きて悪鬼の前身が止まる。

　──が、それも一瞬のこと。

「今のは悪くなかったぞ、ブリストル！　もっとだ、もっと俺を愉しませろ!!」

　もうもうと立ち上る爆煙の中、歓喜とともにメドラウトは再び大股でリーリスに距離を詰めていく。

「ああ、もうっ！　それならこれはどう!?　《撃射承・響フエイスピアースⅥ》!!」

　リーリスは俺たちも初見の《煉業リヴオルト》を数発放つ。

　内一発の弾丸をメドラウトは掌てのひらで受け止め、二発は掠かすることもなく夜や闇あんを貫つらぬくだけに終わる。

「透明の弾丸か。つまらんな」

　水晶のように透明な弾丸を握り潰し、メドラウトは大きな一歩を踏み込みあっという間にリーリスを間合いに捉える。

　大きく平手を振り回し、喰くらったリーリスの体がまるでボールの如ごとく弾け飛ぶ。

　咄とつ嗟さに腕で防御して直撃を回かい避ひしていたが、悪鬼の膂りよ力りよくを考えるとかなりのダメージを負ったことは間違いない。

（強い──想像以上の強さだ……!!　無策で突っ込んで勝てるような相手じゃないぞ……）

　何かしらの策が浮かぶまで守り凌しのぐしかないのか──

　その思惑は次に起きた予想外の展開によって変更を余儀なくされる。

「メドラウト……!!」

　悪鬼の足を掴つかみ、橘たちばながよろめきながら立ち上がる。

　ヘレン戦で受けた傷が開いたのか、頬ほおから血が流れ落ちていた。

　さっきの蹴りによるダメージからほとんど回復していないため、突けば倒れそうな状態だと傍目にもわかる。

「みや、びは……足枷、などでは……ない……。訂正、し──がふっ!!」

　彼女の首にメドラウトの喉のど輪わが入り、そのまま太い指が万力のように首を締め付けた。

　指を食い込まされたまま宙吊りにされ、橘が呻うめく。

「やめろ────っ!!」

　窒息──否、先に首をへし折られるであろう事態に飛び掛かるも、逆に蹴りを喰らってしまう。

「巴ともえを離して貰もらいます……!!」

　宙空から急降下する形でユリエが仕掛けるも《片刃剣セイバー》を振り下ろした腕を掴まれ、メドラウトの頭上で体を振り回された挙げ句に放り捨てられる。

　空中で体勢を立て直して着地するも、かなりの距離が空けられてしまった。

　俺とユリエが再び駆け出す間にもメドラウトが指にますます力を籠こめ、橘はもがき、足掻き、呻く。

　声すら出せないほどの状態は、もはや一刻の猶ゆう予よもないのだと俺たちに報しらせる。

　リーリスが《撃射承フエイスピアース》の《芒Ｖ》と《響Ⅵ》を放つも、束光レーザーは避けられ続く透明な弾丸も的を外してしまう。

「どうしたブリストル。俺はここだぞ、フハ──ッハハハッ!!」

　バンと己の胸を叩たたき、メドラウトは狙いを外したリーリスを煽あおる。

　けれどリーリスは口くち許もとに笑みを浮かべる──してやったり、とばかりに。

「あら、狙いどおりよ。だってあたしの役目はあんたの注意を引くことだもの」

「なんだと……？」

「二度も言わせないで──本命はあたしじゃないってことよ」

　そう、本命は別に居た。

　リーリスの攻撃は彼女自身に注意を引きつけるためのものだった。

「巴ともえちゃんを離せぇええええっ!!」

　振り返ったメドラウトが見た本命は、橘たちばなと《絆双刃デユオ》を誓ちかった少女──みやびだ。

　それも無手で突っ込んでいく。

（そうか、《騎兵槍ランス》さえ手放せばみやびでも動けるのか……!!）

　だが、気付かれるのが僅わずかに早い。

　メドラウトまでの距離、実に三メートル──

　その三メートルが超重力圏グラヴイテイの影響下においては果てしなく遠い。

「クク……。武器を捨てねば駆けることさえ出来ぬ足枷が何をするつもりだ!!」

　掌てのひらを頭上に振り上げ、悪鬼はみやびをはたき潰さんとする。

　もし、みやびが《騎兵槍》を手にして迫っていたなら結果は変わったかもしれない。

　メドラウトは何かしら別の対応を取っただろうし、何よりも──

　みやびを侮らなかったはずだ。

　みやびは今にも転びそうなほどに前傾姿勢となり、両の手を頭上に掲かかげ──

《力ある言葉》を叫ぶ。

「《焔牙ブレイズ》!!」

　夜風に《焔》が舞い、二メートルを優に超える《騎兵槍》が彼女の手の内に現れる。

　この瞬間、距離はほぼ無と化し──

「てぁああああああああ────っっ!!」

　超重力に逆らわず、むしろ受ける影響を逆手に取って振り下ろした一撃はメドラウトの肩に烈はげしく叩きつけられる。

「ぬ、ぐぅ……！」

　よほどの衝撃だったのだろう。

　メドラウトはよろめき、橘の首に食い込んでいた指が離れた。

　解放された橘は甲板上に落ちて倒れ伏す。

「巴ちゃんっ!!」

《騎兵槍》を《焔》と化して消すや、みやびは激しく咳き込む橘を抱き起こす。

「今すぐ安全なところに……!!」

「……足枷と見下したことを詫わびるぞ、娘よ。よもや俺の超重力圏グラヴイテイを逆手に取るとはな」

　振り向くみやびの視界には、まさに拳こぶしを振り下ろさんとするメドラウトが映り──

　直後、二人の命をまとめて奪うことを狙って振るわれたその拳を、俺の《楯たて》が受け止めた。

「透とお流るくんっ！」「こ、この、え……！」

「よくやったな、みやび!!」

　一声掛けると力比べ状態から拳をいなし、僅わずかに出来た隙を突いて俺がみやびを、ほぼ同時に駆けつけていたユリエが橘たちばなを抱えて大きく飛とび退のく。

　メドラウトは追撃を仕掛けて来る様子は無く、強打された腕を見て愉悦から口端を歪ゆがめていた。

「なかなかやるな。よろめかされるなど実に久しぶりのことだ。……クク、ク………フハハハハッッ!!　いいぞいいぞ、こうでなくては《修羅會グラデイエイト》の覇者とは言えぬ!!」

　昂たかぶる興奮に悪鬼が高笑いを上げる中、俺に抱えられたままのみやびが謝ってきた。

「ありがとう、透流くん。ごめんね、音おと羽はちゃんを置いて飛び出して来ちゃって」

　音羽は今、倒れたトラを介抱しつつこちらを見ている。

「謝る必要なんて無いさ。あの判断をしなけりゃ橘がやられていた」

「う、うん、ありがとう」

　礼を言ってみやびは俺の腕から降りると、橘の下へ近付いて行く。

「すまない、みやび。キミのおかげで命拾いを──」

　ユリエに解放され、甲板に片膝を突く橘は少し擦れ気味の声で礼を言い掛けるも──

「だめッ!!」

　唐突に否定の言葉を投げ掛けられ、橘は目を丸くする。

「わたしのことで怒ってくれるのは嬉うれしいけど、さっきみたいに一人で突っ走るのはだめだよ。和は輪なり、でしょ？　巴ともえちゃんにとって一番大切な《力つよさ》を忘れないで、ね」

「あ……。すまない、みやび。キミの言うとおりだ。……なんだかキミは私以上に私のことをよくわかっているような気がするよ」

「ふふっ。だって《絆双刃デユオ》だもん」

「……絆きずなを深めるのはいいけど今はそこまでね。そろそろ仕切り直しを始めるみたいよ」

　肩を押さえつつ寄ってきたリーリスが、視線をこちらに向かって大股で歩を進めてくる悪鬼へと向けながら二人を制す。

「……どうしますか、トール。このままでは──」

「ああ、ジリ貧だろうな。……このまま何の策も無く闘い続けたらの話だけどな」

「──っ！　何か思いついたのですか？」

「糸口って程度だけどな」

「……九ここの重え、聞かせてくれ」

　完全に冷静さを取り戻したらしい橘たちばなが、強い意志を秘めた瞳ひとみを向けてくる。

　迫るメドラウトを前に見つけた糸口を手早く伝えると、橘はみやびに視線を送ってなるほどと頷うなずいた。

「時間を稼ぐ！　橘、その先を頼む!!」

　次いでユリエとリーリスが俺のサポートに回る形でメドラウトに立ち向かう。

「……ほう、時間稼ぎだと？　何か面白いものを見せてくれるということか」

「そのつもりだから、しばらく俺たちに付き合って貰もらうぜ!!」

「フハハハハッッ、いいだろう！　幾いくらでも付き合ってやろうではないか！　貴様らが死ななければの話だがなぁ!!」

　十秒先か、一分先か、それとももっと必要とするのか──

　橘が策を見出すまでひたすら守りに徹し続けて時間を稼ぐ。

　僅わずかなミス一つが致命の一撃を招き、超重力圏グラヴイテイが変わらず続いて本来の動きができないという状況にあって、それでも耐え続けられているのはユリエたちの援護があってこそだ。

　そして──二分近くが経たとうとしたそのとき、均衡が崩くずれる。

　躱かわすか、受け止めるか──一瞬の迷いが次の行動の遅れに繋つながり、攻撃を受け損そこなう。

　直撃はしなかったもののバランスを崩し、体勢を立て直すよりも早く追撃──目の前に黒球が迫る。

「《來令キタレ》」

　回かい避ひすることは適かなわず、俺の体は磁石を寄せられた鉄のようにメドラウトに引きつけられ──そこにトラを倒した凶拳が待ち受けていた。

　咄とつ嗟さに《楯たて》で受けて直撃は防ぐも、衝撃までは防ぎきれず吹き飛ばされてしまう。

　その俺を、みやびと橘が自分たちの体をクッションとし、抱き止めてくれる。

「よく防いだものだ。ならばこれはどうする──《亡令ウセロ》」

　腕を振り上げるかのような動作とともに、無数の礫が俺たち目掛けて飛来する。

　暗い闇の礫つぶてを《楯》で止めると、拳こぶし大の鉄球がぶつけられたかのような衝撃があった。

　威力はそこそこだが、礫の数があまりにも多い。

　防ぎきれるものじゃないと、橘たちが巻き込まれてしまうと思ったところで、ユリエとリーリスがカバーに入り叩たたき落とし、撃ち砕いてくれる。

「大丈夫ですか、トール」

「ああ。だけど時間を稼ぐとか大見得切っておいて、五分と保たずにこのざまだ」

　文字通り体を張って抱き止めてくれた少女の一人──橘へ詫わびる。

「……いいや、十分に稼いで貰ったよ」

「──っ！　それじゃあ……！」

「九ここの重え、リーリス。キミたちはこちらの準備が整うまで十秒──いや、出来れば二十秒足止めして欲しい。そしてこちらが合図を送った後、数秒間あの男を行動不能にして貰えないだろうか。……難しい頼みであると承知している。だがそれでも──」

「出来ないなんて答えるはずないだろ。両方とも了解だ！」

　俺とほぼ同時にリーリスもまた承諾の旨むねを口にする。

「頼んだぞ、二人とも!!　ユリエ、キミはみやびを抱えて私について来てくれ!!」

「行くぞ、リーリス!!」

「オッケー。ここからは二人の共同作業ってわけね♪」

　それぞれの役割を果たすため、俺たちは二手に分かれる。

　俺はリーリスとともにこちらに近づいて来る巨きよ躯くに、橘たちばなたちは──なんとそびえ立つ艦橋に向かって駆けて行く。

「クク……。何やら秘策でも見出したか？」

　含み笑いをする悪鬼に何も返さず、立ち位置を調整しながらリーリスに呟つぶやく。

「さて、足止めは何とかなるだろうけど、どうやって動きを止めるかが問題だな」

「……もう一つ厄介な頼みを追加してもいいなら出来るわよ？」

「動きが止められるんだったら何でも来いだ」

「二発目の《芒Ｖ》を着弾させた位置にあいつを追い込んで頂戴」

　わかったと短く承諾するも、どんな手を用意しているのかは訊きかない。

　任された役割に集中しなければ、遂行など出来やしないのだから。

「行くぞ、メドラウト!!」

　決着に向け、すべてを消し飛ばす颶ぐ風ふうと化した悪鬼に向かって踏み込む。

　メドラウトの振るう拳こぶしが空を裂さき、次いで放たれた闇礫グラヴエルを防ぐも足が止まり、そこへ俺を捉えんと襲おそい来る黒球をすれすれで躱かわす。

　リーリスは動き回りながら牽けん制せいの銃弾を放ち、三度《撃射承・芒フエイスピアースⅤ》を挟み込む。

　二発目は予定通りに外して甲板上に窪みを作り、その位置を闘いながらに確認する。

　現在のメドラウトの立ち位置から七、八メートルほどに刻まれた印マーキングは、ここまでの攻防を振り返るに恐ろしく遠い。

「九ここの重え！」

　橘からの合図が飛び、次は俺がメドラウトを指定の位置に追い込むだけとなる。

（さあ、どうする!?）

　どういった方法でと様々な案を浮かべる最中も、悪鬼の攻撃が止やむことはない。

　内一つを避け損そこない、掠かすった手刀が胸を裂き、血が噴き出す。

　喰くらう直前、僅わずかだが後方に退いたおかげで深ふか傷でには至らず、けれどたたらを踏んだところへ追い打ちを掛けられる。

　既すんでのところで直撃は避けるも、今度は上腕から鮮血が飛び散った。

「透とお流る!!」

「どうした《超えし者イクシード》！　何をする気かは知らぬが先に貴様が死んでしまうぞ！　いくら秘策のためとはいえ誰だれも貴様を助けに来ないとは薄情なものだな、フハハハハハハッ!!」

　肩を上下させる俺に向かって歩を進めながら悪鬼が嗤う。

（くそっ、あいつを追い込むどころか逆にこっちが追い込まれてるじゃないか！　……いや、だったら……!!）

　リーリスの指定した印にメドラウトを動かす案が浮かぶ。

　それは多大なリスクを孕むも、可能性は十分に高い──はずだ。

　ならばこの状況で迷うことは無く、俺は決断を下す。

「……薄情と言ったな、メドラウト。それは違うぜ。みんなは俺を信じている。そして俺はその信頼に応えてみせる！」

「ファ──ッハハハハ!!　よく咆吼ほえる!!　信頼などで俺を倒せるとでも言うのか!!」

「ああ、そうだ。互いを信頼する想おもいが──《絆きずな》の《力》がこれまでの闘いすべてを乗り越えさせてくれた。だから今回も乗り越えてやるさ、絶対にな!!」

「ならば見せて貰もらおう、《絆》などと言う目に見えぬ《力》がどれ程のものかをな!!」

　拳こぶしの間合いに入る直前にメドラウトが腕を払い、数多あまたの闇礫グラヴエルが俺を襲おそう。

（これじゃない──けど……！）

　頭部に向かってきた礫を防ぐも肩と腹部に被弾し、よろめく俺を嗤わらいながら鋭い爪が振り下ろされた。

（こいつだ……!!）

　ぎりぎりで躱かわし、攻撃後の隙フオロースルーに反撃に転じると拳を固めるも、膝がかくんと折れる。

　直前のダメージの影響が出たのであろう隙を悪鬼が見逃すはずがなく、振り下ろして通り過ぎた腕が跳ね上がり──《楯たて》で防御しようとするも間に合わず裏拳が俺の側頭部を捉え、吹き飛ばされて甲板に倒れ伏す。

「ぐ、うぅ……」

　ユリエが、リーリスが、橘たちばなが、みやびが俺の名を呼ぶ。

「大丈夫、だっ……!!」

　ふらつきながら立ち上がり、顔を上げた先の視界に入ったのは、今にも泣きそうな表情でこちらを見る音おと羽はの姿だった。

（は、は……。妹にあんなに心配掛けちまって……兄貴失格、だな……。だけど──）

　キッとメドラウトを睨ねめ付つけ、肩を上下に動かしながらも構えを取る。

「クク……。立ち上がることすらやっとの体で、まだ闘志を失わんか」

　構える俺に重い足音を響かせて迫り、凶拳が繰り出される。

　今度は《楯》で防ぐも、踏ん張りきれずに後方へ倒れて転がり──

　片膝を突いて起き上がると、俺は指で銃を形作る

「……何のつもりだ？」

「今のでチェックメイトってことでいいんだよな──リーリス!!」

「ええ、そうよ。あの子の決めゼリフってのはちょっと納得いかないけどね!!」

　そう、すべてはメドラウトを印の上に立たせるための行動だった。

　追い込むのが困難であるのなら、俺自身を餌えさとして誘さそい込めばいい──

　だからこそあえて隙を作り、攻撃を喰くらったのだ。

　ダメージを負うというリスクは大きいが、来るとさえ分かっていれば打撃なら耐えられる──これまで鍛錬を積み重ねてきた己の体を信じてのものである。

「さあ、ショータイムよ!!　《撃射承・芒フエイスピアースⅤ》!!」

　黄金色の髪を海風になびかせながら、リーリスは引き金を引き──

「遠間から束光そいつをどれだけ撃とうと俺には当たらんと言っているだろう、ブリストル!!」

　喉のど元を狙い定めたその一いつ閃せんは、僅わずかに首を傾けることで避けられてしまう。

「クク……。だから言っ──がぁっ!?」

　メドラウトは最後まで言葉を発することが出来なかった。

　おそらくは何が起きたのかと理解すら出来ていなかっただろうが──俺は見た。

　躱かわされた先の宙空で突とつ如じよ束光レーザーが屈折し、再びメドラウトに狙いを定めてその巨きよ躯くを貫つらぬいたのだ。

　それも一回や二回どころではなく、七回も屈折し、その都度悪鬼を貫く。

「《撃射承・響フエイスピアースⅥ》──《芒Ｖ》を反射する水晶プリズムを撃ち出す《煉業リヴオルト》よ。途中であたしが何度も的あんたを外していたのはこのための布石だったってわけ」

「ぐ、ぅう……ブリス、トル……なかなか、やる……」

　七度も体を撃ち抜かれては、常じよう軌きを逸いつした頑強さを誇るメドラウトであろうと揺らぐ。

　巨躯がぐらつく様に、リーリスは《銃ライフル》を手元でくるんと回した。

「さあ、フィナーレよ！」

「決めるぞ、みやび、ユリエ!!」

　艦橋最上部に彼女たちの姿が在った。

　ユリエは無手のみやびを抱えたまま、橘たちばなに向かって駆け──

　橘は駆けてくる銀色の少女に向かって、バレーのレシーブを行うかのように構えた。

　ユリエが跳とび、橘は組んだ手を踏み台にさせ──

「行けぇええええええ────っ!!」

　二人の少女を夜空へ天翔とばす。

　超重力圏グラヴイテイの影響を受けつつも、橘という発射台によって空に向かうユリエは《天翔颯ヴインドイエールズ》によって加速し──

「みやび、お願いします!!」

　高度百メートルはあろう高さで銀色の少女は叫び、抱えた少女をさらに天翔ばせた。

　その先で頂に達したみやびが咆さ吼けぶ。

「やってみせる！　わたしを信じてくれた巴ともえちゃんのためにも、絶対に!!　《焔牙ブレイズ》!!」

　瞬く星々を背に《焔》が舞い、みやびの手に彼女の《魂》が武器となって顕現する。

　みやびは自由落下をしながら《騎兵槍ランス》を逆手に構え、咆ほう吼こうとともに──投擲なげた。

「うぁあああああああ────っ!!」

　メドラウトを狙った《騎兵槍》が超重力圏の影響範囲に入った瞬間──加速する。

　己を貫つらぬかんとする一撃にメドラウトも気付くが、躱かわせるような速度ではなく──

「ぐ、ぬぅうう、おぉおおおおおお────っ!!」

《騎兵槍ランス》は狙い違わずメドラウトの心臓を貫き、半ば近くまでが甲板に突き刺さった。

　轟音、一瞬遅れて爆風とすら思えるほどの衝撃波が艦かんの上を駆け抜ける。

　凄すさまじい──まさにその言葉が相応ふさわしい威力の投とう擲てきだった。

　俺の見つけた糸口は、超重力圏グラヴイテイは《焔牙ブレイズ》にも影響があるということで──

　橘たちばなは圏外の上空から投擲を行うことで、重さと速さを加えた一撃を叩たたき込こむという策に昇華させたのだ。

　ここでいきなり体が軽くなる。

「超重力圏が消えたってことは……やった！　──っと」

　俺と橘はそれぞれの《絆双刃デユオ》を空中で抱き止める。

「ありがとうございます、トール。助かりました」

「《天翔颯ヴインドイエールズ》を使い切ってたみたいだからな」

「ヤー。とはいえ、百メートルほどの高さでしたら問題ありませんが……」

　不調なんだから無理はしないでくれと苦笑していると、リーリスたちが集まってきた。

「何とか仕し留とめたわね」

　胸を貫かれて串刺し状態となった悪鬼の姿に、勝負は決したのだと黄金の少女が告げる。

「ふふっ、さすがはみやびだ」

「と、巴ともえちゃんの策戦がよかったんじゃないかなって……」

　我が事のように誇らしげな橘に対し、みやびは照れくさそうに返す。

「あら、あたしたちだって頑張ったわよね、透とお流る♡」

「く、くっつくなって……！」

　むにゅっと胸が押し付けられる形で腕を絡めてきたリーリスに慌てると、俺に抱えられたままのユリエが何とか引き剥がそうとする。

　見慣なれた光景に笑みが浮かんだそのとき、音おと羽はが駆け寄ってきた。

「お兄ちゃんっ！」

　ユリエを下ろして出迎えると入れ替わりに音羽が飛び込んできて、首に抱きついてくる。

　ぎゅっとお互いに抱き締め合い、そして体を離す。

「もうっ、無茶ばっかりするんだから……」

　遠目で状況を正確に把握出来ていないはずだろうに、音羽は俺がわざと攻撃を喰くらったと察していたようだ。

「心配かけて悪かった。他に方法が思いつかなくてな。だけどある程度攻撃を喰らわないと、あいつをハメられないだろうって──」

「……………………」

　涙目となった音羽に睨にらまれたのでもう一度謝ると、諦めたようなため息が返ってくる。

「……今後は絶対にしないでって言っても、お兄ちゃんはしちゃうよね。だから、出来る限り無茶なことはしないって約束してね。心配するのは私だけじゃないんだから」

　ユリエが、リーリスが、みやびが、橘たちばなが──ようはみんな揃そろって音おと羽はに同意する。

「わかったよ、約束する」

　苦笑しながら頷うなずくと、音羽は明るい表情を向けて確認してくる。

「これでみんな一緒に帰れるんだよね」

「ああ、約束どおりみんなでな……ところで、ここからどうやって帰ればいいんだ？」

「あ……。そう言えばそうだね……」

　ここは外界から切り離された海上であり、何より《６６６ザ・ビースト》の本拠地だ。

　たとえ頭を失ったとしても──いや、頭を失ったからこそ、これまで手出しをして来なかった奴らが揃って襲おそい掛かって来る可能性は十分に高い。

　艦橋最上階だけじゃなく、甲板の至るところから《獣ゾア》や《獣魔ヴイルゾア》と思われる乗組員がこちらの様子を窺うかがっている。

「もののついでにこの艦かんを制圧するってのはどうかしら？」

　リーリスが戯けるように口にした提案に答えたのは、闇の底から響いて来たかのような低く不気味な嗤い声だった。

「クク……ク、ククク……。とどめも刺さず、これからの話を始めるとはどこまでも甘い者どもだ……」

「「「────っ!!」」」

　闘いは終わっていなかった。

　俺たち全員が注視する中、悪鬼は己の体に突き刺さった《騎兵槍ランス》を力尽くで引き抜く。

「だが、今のはよかったぞ。感嘆させてもらった！　まさか足枷と断じた娘に二度もしてやられるとは思いもしなかったぞ!!　ファーッハッハハハハ!!」

「そんな……。心臓を貫つらぬかれて、どうして……!?」

《騎兵槍》を引き抜き、投げ捨てる姿はまさに有り得ない光景以外の何物でも無い。

　その俺に、トントンと指先で頭を叩たたきながらメドラウトはにたりと嗤う。

「いいや、惜おしかったぞ。貫いたのが心臓ではなく《獣髓ゾアプライム》であれば、さすがの俺でもどうにもならなかっただろうな」

「へぇ……。わざわざ弱点を教えてくれるなんて、甘いのはどっちの方なのかしら？」

　銃口を己の頭に狙い定めたリーリスに対し、悪鬼は口端を歪ゆがめたまま答える。

「知っていようがどうにもならぬ現実を知るがいい……。獣を総べる支配者がどれほどの《力》を持っているか、死に至る旅路の中で存分に味わうがいい!!」

　メドラウトの発する威圧が膨ふくれ上がる。

　これまでですら相当なものであったというのに、異常としか言えないレベルまで達する。

「この俺に真なる姿を──《覇獣ドラグーン》の姿を取らせた己を誇りに思うがいい!!」

　人非あらざる者に獣の王が変わってゆく。

　今まで幾いく度どとなく闘ってきた《獣》や《獣魔》とはまるで違う姿に。

　皮膚が鎧の如ごとく高質化していく様は同じだが、体躯が異様なまでに巨大化し始める。

　三メートル、五メートル、七メートル、十メートル──

「狙せばめ撃て──《撃射承・芒フエイスピアースⅤ》!!」

　巨体化していくメドラウトの眉み間けんに束光レーザーを撃ち込むも、弾かれてしまう。

「そんな、あたしの《撃射承フエイスピアース》が……!?」

　黄金の少女の驚きを前に──

　尾を含めて全長十三メートルはある、人非あらざる者の王が真の姿を現わした。

　その姿はあまりにも巨おおきく、そして誰だれもが知っているであろう形状フオルムだった。

　暴君竜テイラノサウルス──

　かつて生態系の頂点に君臨した覇者が六千万年以上もの時を越え、悪魔の王として甦よみがえる。

「嘘うそ……。夢、だよね……」

　信じられないものを目の当たりにし、傍そばでみやびが声を震わせる。

「遺伝子操作で人間がこんなものにまで変わるのかよ……」

　本などで描かれた暴君竜と違う点は、その皮膚が《獣ゾア》や《獣魔ヴイルゾア》と同様に高質化し、鎧を纏まとったかのような姿であること。

　そして全身が真紅色であることだ。

「クク……。この姿では手加減などしてやれぬが易々と死んでくれるなよ!!　グガルァアアアアアアアア────っ!!」

　昂たかぶる《覇獣ドラグーン》の咆ほう吼こうが大気を震わせ、唖然としていた俺たちを我に返す。

「くっ……！　来るぞ、気を引き締めて残った力を振り絞れ！　今度こそこいつを倒してみんなで帰るんだ!!」

「ヤー！」「当然よ！」「うむ！」「う、うんっ！」

　一歩歩く度に伝わる振動──その主が真の《力》を解放して襲おそい来る。

　十数メートルもの巨体が踏み出す一歩は大きく長く、俺たちとの距離をあっという間に詰め──一本一本が鋭い刀剣の如き牙きばによる噛みつきが、真の最終決戦の幕開けとなった。

　ガギィンッ!!　上下の牙がぶつかり合うも、そこに俺たちの姿は既に無い。

　俺は音おと羽はを抱え、橘たちばなはみやびを抱え、ユリエとリーリスはそれぞれ自力で散開し、着地と同時に反撃に転じる──はずだった。

　牙を躱かわしたリーリスに、樹齢数百年の大木を思わせる尻尾が激しく叩たたきつけられる。

「リーリス────っ!!」

　人では有り得ない攻撃に不意を突かれ、まともに喰くらってしまったリーリスは数十メートル吹き飛ばされて甲板に倒れた。

「呆あつ気けないものだな、ブリストル。先程までの大層な口ぶりはどうした。ククク……」

　リーリスの手から離れて落ちた《銃ライフル》が《焔》と化して闇に散る。

「貴様ぁっ、よくもリーリスを!!」

「冷静になるのだ、九ここの重え!!」

　怒りに震えた拳こぶしを叩たたきこまんと飛び掛かる寸前、橘たちばなに止められる。

「先に怒りに駆られて恥を晒さらした私が言うことではないが、この化け物は感情のままに仕掛けてどうにかなる相手ではないぞ!!」

「ぐ、くっ……!!」

　踏ふみ留とどまる俺に、真紅の暴君竜テイラノサウルスと化したメドラウトが嘲あざ笑わらう。

「掛かって来ないのか？　それとも威勢がいいのは口だけか？　仲間を殺されて仇かたきを討うとうとすらせんとは、貴様らの《絆きずな》とやらも大したものだ。ククク……」

　あからさまな挑発に、拳を震わせ歯を軋きしませ耐える。

「来ぬのであれば、こちらから行かせて貰もらうとしよう！」

　足音を響かせ、《覇獣ドラグーン》が俺と音おと羽はに狙いを定める。

（くそっ、せめて音羽だけでもこの場から離れさせないと……!!）

　音羽を離れたところへ再び避ひ難なんさせねばと思った直後のことだった。

《覇獣》が──跳とんだ。

　自らの巨体を上回る高さまで跳び上がり、空中からの強襲を仕掛けて来た。

　まさかの攻撃に虚きよを突かれるも、すぐさま我に返って踏み潰しを回かい避ひする。

　艦かんが揺れ動くほどの衝撃に脅威を覚える間もなく、リーリスを倒した尾の一撃が横薙なぎに振るわれ、そちらは飛び越えて躱かわす。

（くそっ、まさか跳ぶなんて……!!）

　あまりにも強い印象の外見により、まま暴君竜の闘い方を想定してしまったが──違う。

　敵は《６６６ザ・ビースト》を総べる王──《覇獣》なのだ。

「流石さすがにはしこいな……。怖じけて逃げ回られても興が冷める──」

「──っ！　まずい!!　みんな、距離を取──」

　警告を飛ばそうとするも一瞬遅い──

「《跪祈ヒザマズケ》」

　重厚な声とともに超重力圏グラヴイテイが再び発生し、俺たちの機動力が一瞬で奪われる。

　だがそれ以上に厳しい状況に追い込まれた人物が一人──

「うっ……ぁ、ぁあ……お兄、ちゃん……苦、し……よ……お兄ちゃ、ん……」

《星耀ルミナス》に覚かく醒せいしている俺たちイクシードやユリエエル・アウエイクはともかく、音羽の耐久力は常人と変わらない。

　何倍もの重さと化した自身の体が己の骨を軋ませ、内臓を押し潰さんとする。

「やめろ……！　やめろ────っ!!」

　絶ぜつ叫きようするも、敵である俺の願いを聞き届けるはずもない。

《覇獣》は俺を見下ろし僅わずかに口くち許もとを動かす──愉悦の笑みを浮かべたのだと悟る。

「待ってろ、音羽！　すぐ外に出してやるからな!!」

　踵を返して圏外へ向かって駆け出した俺を襲おそったのは原初の《力》──闇礫グラヴエルだ。

「ぐ、ぁ……！」

「透とお流るくん、逃げて────っ!!」

　背に受けた数発の衝撃によろめいた直後、悲鳴にも似たみやびの叫び声が響き渡り──

　後方に顔を向けると、大きく開かれた暴君竜テイラノサウルスの口が視界いっぱいに広がっていた。

　躱かわせない──

　瞬時に判断するや音おと羽はだけは牙きばの範囲外に逃がした刹せつ那なの後、胸に、腹に、背中に、腿ももに、鋭い牙が焼け付くような痛みとともに潜り込む。

「いや……だめ……お兄ちゃん……だめぇえええええ────っ!!」

　メドラウトは俺を銜くわえ込んだまま高く持ち上げ、甲板に転がった音羽が悲鳴をあげる。

「ああっ、うぐぁああああっっ!!　がふっ、ぐが、おぉああああああっっ!!」

　必死に抵抗するも、メドラウトは噛みついたまま俺を振り回す。

　突き刺さる牙の圧力が増し、みしみしと体中が軋きしみ、込み上げてきた血ち反へ吐どを吐く。

「トールを離してください……!!」

　飛び込んで来たユリエが頭部に斬り掛かるも、《獣ゾア》や《獣魔ヴイルゾア》と同様の皮ひ膚ふ鎧よろいに弾かれてしまい──けれどその反動で反転し、《片刃剣セイバー》の切っ先を爬虫類の目に突き刺す。

　これにはメドラウトもたまらず苦痛に身を捩ねじり、顎の力が緩ゆるんだため俺は放られる形で牙から逃れることが出来た。

　肩から甲板に落下し、仰向けとなった俺の呼吸にヒューヒューとおかしな音が混じる。

「透とお流るくんっ!!」

「……俺は、いいから……頼む、音羽を……！」

　駆け寄ってきたみやびに対し、少し離れた場所で倒れ伏したままの音羽を指す。

　視線の先では真紅の暴君竜に空中からユリエが、地上から橘たちばなが攻め込んでいた。

「頼む……!!」

　強く言うと、みやびは僅わずかに躊躇ためらう様子を見せ──

　何も答えず無言のまま俺に肩を貸し、血溜だまりから立ち上がらせた。

「み、みやび……」

　牙が食い込んだ足に力が入らないため、みやびに支えられなければ立ち続けることすら出来ない。

　無論、この場は超重力圏グラヴイテイの範囲内のため、今の俺の体重は数百キロに跳ね上がっている。

　いくら《黎明の星紋ルキフル》で筋力や体力が超過されていようと、《Ⅲレベル３》のみやびでは自身の体を支えているだけでも精一杯だろうに、それでも歩き出す。

　それも、俺の要望どおりに音羽に向かって。

「安心、してね、透流くん……。音羽ちゃんも、絶対に助けるから……！」

　歯を食いしばり、俺を支えながらみやびは歩を進める。

　ゆっくりとだが一歩一歩確実に、まるで彼女の歩んできた軌跡を描くかのように。

「ごめんね、待たせちゃったね、音羽ちゃん……」

「みやび、さん……。私は、大丈夫だから……。早く、お兄ちゃんの治療を……」

「ふふっ、本当に似たもの兄きよう妹だいだね……。でも、二人とも助けるって……決めたから……」

　優しく笑むとみやびは音おと羽はを背に乗せ、俺に再び肩を貸し──咆さ吼けびながら立ち上がる。

「ううっ、あっ、あぁっ……うぅうううああああああああっっ!!」

　膝を震わせながら、数百キロの重しとなった俺たち兄きよう妹だいを支え、背負い、圏外に向かう。

　苦しげな表情を浮かべ、歯を食いしばり、必死に歩を進める中──

　ビチィッ!!　何かが切れるような音がはっきりと耳に届く。

「ああぁあああああああっっっ!!」

　みやびのアキレス腱が断裂し、聞くに堪えない絶ぜつ叫きようが彼女の口から発せられた。

　膝を突き、腱の断裂した足を引き摺り、それでも残った足だけで前に歩を進め続ける。

「無理を、するな……！」

「透とお流るくんは、人のことを言えないんじゃないかなって……。でも、するよ。みんな、頑張ってるから、わたしも、頑張るもん……。あと少しだから……このくらいの、無茶なんて……へっちゃらだよ……！　う、あぁあああああ────っ!!」

　最後の一歩を踏み出したその先で──

　超重力圏グラヴイテイの範囲外に脱する。

　途端、体が軽くなり、勢い余ってみやびは倒れ込んでしまう。

　腱断裂の激痛と数百キロにも化した俺たちを支え歩いたことによる困憊で、荒い呼吸を繰り返すばかりで動かない。

「みやびさんっ、大丈夫ですか、みやびさんっ!?」

「だいじょ……ぶ……それ、より……とお、る、くんを……」

「……穂ほ高たか、そのまま休んでいるんだ。後は僕に任せろ」

　息も絶え絶えのみやびだったが、そんな彼女に意識を取り戻したトラが声を掛ける。

「トラ、くん……。うん……おね、がい……ね……」

　入れ替わるようにしてみやびは意識を失った。

　トラはすぐさま俺に応急処置を始め、裂さいた服を傷口に押し当て、手で圧迫する。

「トラ……。俺より、ユリエたちを頼む……。お前の《力》が必要なんだ……」

　そう言うと、何とも悔しそうな表情を浮かべ、トラは首を振った。

「……時間切れだ。今の僕はただの足手まといでしかない。闘う《力》は──《焔牙ブレイズ》を創り出す《力》は既に失われてしまったんだ……」

「失われ、た……？　どう、いう……意味──」

　答えは聞けずじまいとなる。

　闘いの舞台となっている艦橋側から、凄すさまじい音が響き渡ったために。

　見れば《覇獣ドラグーン》が艦橋に頭から突っ込んでおり、先の音はそれによるものだった。

　次いで気付く──凹くぼんだ壁面と《覇獣》との間に、銀色の髪が挟み込まれている、と。

「ユリ、エ……？」

　数トンもの重量から繰り出される体当たりが、また一人闘いの舞台から脱落させる。

　己が作った窪みからメドラウトがゆっくりと頭を引き抜くと、ぼろぼろの姿になったユリエが落下していく。

「ユリエ……!!」

　傷に響くのも構わず叫ぶと、声が届いたのか落下中にユリエが一瞬こちらを見る。

　その際名前を呼ばれた気はするも、距離と海風によって彼女の声が俺に届くことはなく、聞こえてきたのは受け身も取れず甲板に落ちる音だった。

　あまりにも圧倒的な強さを持つ真紅の暴君竜テイラノサウルスを前に、残ったのはただ一人──

「おのれ、よくも皆を……!!」

　それでも橘たちばなは臆することなく、流れるような黒髪をなびかせながら攻め入る。

　尾の薙なぎ払いを跳躍しつつ躱かわし、空中で無防備な状態を狙った噛みつきは《鉄鎖チエイン》をメドラウトの足に絡ませて強く引き、本来なら有り得ない動きで回かい避ひする。

　その上、着地した位置は《覇獣ドラグーン》の懐であり、橘の間合いでもあった。

《覇獣》の腹部に龍と虎が咆哮をあげて食らいつく。

「橘流奥義──鳳ほう凰おうノの奏そう!!」

　外と内とを同時に破壊する橘流最大最強の奥義が炸さく裂れつし、メドラウトの片足が浮く──

「──なっ!?」

　けれど次の瞬間、その足が橘に向かって勢いよく踏み下ろされる。

　全力で闘気を放った直後に生まれた隙は、橘にそれを躱すことを許さず──

　硬い甲板に足がめり込むほどの威力が起こす振動が、《覇獣》を中心として広がった。

　揺れが収まった直後に偶然海風が穏やかになり、場は一時の静寂に包まれる。

「橘は……どうなったんだ……」

　俺の疑問に答えるかのようにメドラウトは足をどけ、感心した口調で言う。

「虫の息とはいえまだ生きているとは……。《超えし者イクシード》というのは存外丈夫なものだな」

　最悪の状況は避さけられた。

　しかし場にメドラウト以外に立っている者は無く、最悪の一歩手前という状況だった。

「クク……。少々呆あつ気けなくもあるが貴様らはよくやった。さあ、一匹ずつ確実に仕し留とめて終わりとさせて貰もらうぞ」

「くっ……!!」

　終幕を宣言され、《力》を失ったと口にしたトラが怪け我がをおして駆け出す。

　しかし超重力圏グラヴイテイに足を踏み入れた途端に膝を突き、倒れてしまった。

「なぜ僕はこんなときに……！」

　無念から拳こぶしを強く固めるも、トラは立ち上がることすら出来ない。

　俺は這いつくばって向かおうとするも、メドラウトまでの距離はあまりに遠い。

　ユリエは倒れたままで、リーリスとみやびは意識を失っていて──

　もはや俺たちに待ち受ける運命は、全滅という結末しかなかった。

　だが──残された最後の一人が、絶望の運命に立ち向かう。

　俺の前に歩み出た少女の茶色がかった髪が、見る間に淡い桜色へと変わる。

「音おと羽は……!!」

「《獄焱ゲヘナ》!!」

　音羽が放った己の命を削る《焱ちから》──爆焱の光珠は狙い違わず《覇獣ドラグーン》に炸さく裂れつした。

　再び橘たちばなを踏み潰し、今度こそその命を奪わんとしていた巨きよ躯くが、轟音とともに退がる。

「……ようやくやる気になったようだな、《紅ぐ蓮れん》よ」

　爆発による煙が再び吹き始めた風で流される中、メドラウトは舞台に上がった桜色の少女の姿ににたりと口端を歪ゆがめる。

　対照的に、音羽は畏怖により体を震わせていた。

「巴ともえさんに──ううん、みんなに手を出さないで。あなたと闘う相手はまだここに居るんだから……！」

「よかろう。この俺を愉しませている限りは貴様に付き合ってやろうではないか」

　橘にとどめを刺さず、《覇獣》が一歩前に出る。

「おと、は……」

　叫びたかった。

《焱》を使うなと、命を削ってしまうのだと──けれど言葉が出て来ない。

　ここで音羽が闘わなければすべてが終わると、どうしようもなくわかってしまっているから。

「音羽、俺は……俺は……!!」

　桜色の少女は振り返り、顔を強こわ張ばらせながらも心配しないでとばかりに微笑む。

「みんなで一緒に帰ろうね」

　そう言ってメドラウトに改めて向き直ると、音羽は歩を進め始めた。

　超重力圏グラヴイテイ内に踏み入るとその足が一度止まるも、再び歩き出す。

「ほう……。先ほどまでとは違うようだな」

「この《焱》を使うとき、私の心臓──ううん、心臓の代わりになってる核がすごく熱くなるの。熱は血の代わりの霊マ輝ナを体中に駆け巡らせて、私に《力》を与えてくれる……。だから私は──闘える!!」

　熱は人に力を漲みなぎらせる。

　だがそれも限度を超えなければの話だ。

　音羽の《焱》は命を削る──今この瞬間も削り続けているに他ならない。

「《天熾エデン》!!」

　音羽の手が空くうを薙なぐと同時に灼熱の焱えん嵐らんが吹き荒れ、真紅の暴君竜テイラノサウルスを飲み込む。

　無論、その一撃だけで倒せるような生易しい相手でないということは、音羽も十分理解している。

　駆け出し、次なる《焱》を──アキラとの闘いで見せた焱の槍やりを放つ。

　頭上に出現した十数本もの焱は、すべてが吸い込まれるように《覇獣》へ突き刺さる。

「グガルァアアアアアアアア────っ!!」

　咆ほう吼こうとともに槍やりはすべて弾け飛び、《覇獣ドラグーン》が動き出す。

　十メートルを超す巨きよ躯くの化け物が襲おそい来る迫力かつ圧力に、音おと羽はは一瞬下がろうとするも再び灼しやく焱えん嵐らんで攻撃した。

　しかしまともに焱を喰くらいながらもメドラウトの進撃はまるで止まらず、巨大な口を広げて音羽の小さな体を食い千切らんとする。

　跳とんで躱かわした音羽の着地間際を狙って尾の一撃という連携が襲い来る。

　ユリエや橘たちばなのような躱し方など出来るはずもなく、目を覆おおいたくなるような一瞬先を想像せざるを得ない状況で音羽が取った選択は、爆焱えん珠じゆを炸さく裂れつさせることだった。

　それも《覇獣》の尾に向かってではなく、自分が着地するであろう位置目掛けて。

　爆焱珠の炸裂によって発生した爆風は、使い手である音羽自身に多少の火傷を負わせるも、軽い体を木の葉の如ごとく飛ばすことで尾の一撃を回かい避ひさせる。

　着地するなり音羽は息をつく間もなく《獄焱ゲヘナ》を続けざまに放ち、幾いく度どとなくメドラウトの巨体のあちこちで炸裂する。

　爆撃機が雨あられのように爆弾を降り注がせたような攻撃は凄すさまじいの一言に尽き、熱波がこちらにまで伝わってくるほどのものだった。

　繰り返される爆発によって《覇獣》がぐらつき──

　その姿を見て、音羽は自身が持つすべての《力》を頭上に集束させた。

　焱が渦を巻き、巨大な錐を形作る。

　その形を、俺は──俺たちは知っている。

　焱と水の違いはあれど、あの形状はかつて音羽を取り戻す際に闘った相手──

《冽戯の對姫ベアトリクス》の放った最大最強の技、《渦錐ヴオリユート》であると。

　たとえ道が分かたれようと、音羽は決して忘れることの出来ない人物の《力》を自身の《焱ちから》で再現し──今、悪魔の王へと放つ。

「《熾煌闐エンピレオ》!!」

　渦を成した焱の錐が《覇獣》に叩たたきつけられたその刹せつ那な──

　猛たけり狂う灼熱と烈はげしい爆熱とが混ざり合ってメドラウトの巨躯を飲み込み、天まで届くのではないかというほどの竜巻と化した。

（なんて威力だ……）

　轟音と咆吼が混じり合って地鳴りの如く響く様に、音羽が放った技がとてつもない威力を秘めていたのだと驚きを禁じ得ない。

　けれどすぐにさっきの技が桜色の少女の小さな体をどれほど蝕むしばむものであったのか、膝を突き胸を押さえる姿を目にして俺は知る。

「音羽────っ!!」

「はぁっ……はぁっ……はぁっ……！　だ、いじょう、ぶ……。こ、これで、終わった、から……だから、みんなで、一緒に……帰ろ……ね……」

　酷ひどく辛つらいだろうに、それでも音羽は少しでも俺に心配を掛けないようにと笑顔を見せる。

　胸が酷ひどく痛む。

　命を削らせるような真ま似ねは絶対にさせないという誓ちかいは、あまりに強大な敵を前に脆くも打ち砕かれてしまった。

（俺は……俺はどうしてこんなに……）

　己の無力さに悔恨の念を抱く。

　音おと羽はを護まもれず、逆に護られたあの夏の日から、ずっと強くなったはずなのに。

　今度こそ護ると誓ったはずなのに、また護られてしまった。

「と、透とお流る……」

　俺に呼び掛けて思考を遮さえぎったのはトラで、見れば何かを指していた。

　音羽もトラの様子に気づき、どうかしたのかと指し示す方向に顔を向け──

　その顔色が変わる。

　いまだ天を焦がす灼焱の竜巻──その中心に浮かび上がった巨大な影を目にして。

「そ、んな……。《熾煌闐エンピレオ》で……ダメ、なんて……」

「ヴゥルルルグゥァァアアアアアアアアア────────ッッッ!!」

　音羽が命を削ってまで放った焱が四散し、その内より《覇獣ドラグーン》が現われ出でる。

　体中の至るところから黒煙が上がり、左腕はだらんと力無く下がるも、その眼から力は失われていない。

　それどころか、不気味に口端を歪ゆがめる姿からは狂喜の感情すら伝わってくる。

「クク、ク……！　今のはひやりとさせられた。いいぞ、闘いとは今のように灼熱の刻ときでなければならぬ!!　ファーッハハハハハハハッッ!!」

　死すら己を昂たかぶらせる《覇獣》を、音羽は呆ぼう然ぜんと見上げていた。

「その様子からするに、どうやら先のもので手は尽きたか。……素晴らしかったぞ。僅わずかな時間だが満ち足りた刻を過ごさせて貰もらったことに感謝しよう。では──死ぬがいい」

　メドラウトは大きく息を吸うような動作をした後──

「事象の彼方かなたへ消し飛ぶがいい──《星壊ホロビヨ》」

　死の宣告を、次いで口から雷を纏まとう球状の闇を放った。

「逃げろ、音羽────っ!!」

　必死の叫びは届かない。

　周囲に発生する雷を中心の黒点が喰くらいながら、闇は音羽の姿を飲み込み、甲板に触れた瞬間に大きく音も無く膨ふくれ上がり、再び集束して──

　消えた。

　何も残らなかった。

　膨れ上がった闇の雷珠は触れたものすべてを削そぎ落とし、残ったものは甲板に空いた球状の穴という痕こん跡せきだけで、動くものは何一つ見当たらない。

「そん、な……。音羽が……」

「超重力で作り出した歪渦ブラツクホールは範囲内のすべてを喰らい、無に還かえす。飲み込まれて生き残る術は無い。だが──」

　メドラウトはぎょろりと視線を動かし、続きを口にした。

「まさかまだ動けたとはな。ククククク……」

「──っ!!」

　感心するかのような言葉にメドラウトの視線を追い──その先に、音おと羽はの姿が在った。

　そして音羽を抱える銀色の少女の姿もまた。

　その体に彼女自身が発した《黒こく焔えん》を纏まとう様は、《魂》を灼やかれているかのようだ。

「ユリエ、さん……」

「間に合って……よかった、です……」

「《紅ぐ蓮れん》を助ける余裕があったのならば、この俺に斬り掛かれば少なからず手傷を負わせたであろうに……」

「あなたに手傷を負わせ、たとえ倒せたとしても……。大切な人を見捨てた時点で、私は、私たちは敗者と、なります、ので……」

　満身創痍のユリエは音羽を抱え、メドラウトを睨ねめ付つけるもそれが精一杯だった。

《黒焔》は消え去り、もはや動けそうにない。

　音羽を助けるためにすべての《力》を使い切ったのだと、誰だれの目にも明らかだった。

「《絆きずな》、か……。実に愚かなものだ」

　ユリエと音羽から視線を外し、メドラウトは俺たちに訊きく。

「今度こそ終わりか？　それともまだ貴様らのいずれかが俺を愉しませてくれるのか？」

　闘える者が居るのであれば闘いを優先させ──

　闘える者が居ないのならば幕を下ろす、と《覇獣ドラグーン》は言う。

「俺が……相手だ……!!」

　震える腕で体を起こし、片膝を突き、立ち上がる──が、そこまでが限界だった。

　足に力が入らず、再び膝を突いてしまう。

「そのような状態でまだ抗うつもりか」

「ああ、当然だ。だから──掛かってこい」

「クク……。この期に及んで命乞いどころか挑発とはな」

　片膝を突いたまま手招きをする俺を見て、メドラウトは愉しげに笑った。

　先の人間形態を相手にしたときとは違い、策があるわけじゃない。

　それでも諦めるわけにはいかない。

（考えろ……！　手持ちで何が出来る？　どんな手を使えばこの状況を突破出来る……!?）

　雷神の一撃ミヨルニールはまだ一発、無理をすれば二発打てるし、ヘレン戦から多少間が空いたおかげで《絶刃圏イージスデイザイアー》も一度くらいなら使えるはずだ。

　立てずとも魔術を使うことだって出来る。

　体は動かずとも、頭を必死に働かせる中──死の宣告が下される。

「よかろう、ならば《星壊こいつ》を凌しのいでみるがいい、《超えし者イクシード》!!」

　動けない今、考え得る限り最悪の一手を打うととする。

　触れたものすべてを削り取るというあの技は、《絶刃圏イージスデイザイアー》で防げるだろうか。

「……しばし、お待ちを」

　そこへ割って入った人物に俺はもちろんのこと、意識のある面々は誰だれもが驚く。

　割り入ったのが、ここまで傍観を決め込んでいた漆黒の衣装ゴシツクドレスを纏まといし少女だったからだ。

「《操焔の魔女ブレイズ・デアボリカ》よ、如い何かなる理由で水を差す。よもや貴様がこの俺の相手をするなどと言い出すのではないだろうな？　それとも、まさか教え子の命乞いでもするつもりか？」

「残念ながらどちらも外れですわ。さほどお待たせしませんので、ひとときお時間を頂いても？」

「……構わぬ。だが気は長い方ではないのでな。手短にしてもらうぞ」

　漆黒の衣装を摘つまんで持ちあげ、理事長は優雅に頭を下げた。

「寛大なる《圜冥主コキユートス》に感謝の意を。御礼としてとびきりの時間をご用意致しますわ」

　くすくすと妖しく笑むと、理事長はかつかつと靴音を立てて歩み──俺の正面に立つ。

《魔女デアボリカ》はすっと手を伸ばし、俺の頬ほおに触れてくる。

「無様ですわね、九ここの重え透とお流る」

　蔑みの言葉に始まり、理事長はため息をつかんとばかりに呆あきれた様子を見せる。

「私は言いましてよ。今の貴方あなたたちに手に負える相手ではない、と。そして辿たどり着ついた結末は、もはや勝利の可能性などゼロに等しいという現実──」

　淡々と、けれど辛しん辣らつに状況を述べる理事長──

　だがその表情はどこか愉しげに見えるのは俺の気のせいだろうか。

「それでも尚なお闘う意志を捨てず、勝利を諦めずに足掻き続ける……」

　気のせいではなかった。

　一拍置き、《魔女》は恍惚の表情を浮かべて笑んだ。

「嗚あ呼あ、そのような貴方の姿はとても愛おしく思いますわ」

　俺は理解する。

　彼女はこの状況を待っていたのだと。

　絶体絶命の窮きゆう地ちに陥おちいり、もはや死を待つだけの状況を。

　それでも諦めない《魂》を。

　こちらがすべてを理解したと悟り、黒衣の少女はその手の内に特殊噴射式注射ジエツトインジエクターを持つ。

　俺は《操焔の魔女》へと言い渡す。

「《力》を──寄越せ!!」

　黒衣の少女は悦びの笑みを浮かべ、俺の首筋にインジェクターを当て、言った。

《黎明の星紋ルキフル》の《力》を手にした始まりの日と同じように。

「九重透流──願わくば、汝がいつか《絶対双刃アブソリユート・デユオ》へ至らんことを」

　俺の頬を撫で、《魔女》がトリガーを引く。

　俺の意志とは関係無く《星紋アスター》が浮かび上がり、そこから発した《蒼そう焔えん》が荒れ狂う。

　吹き荒ぶ《蒼そう焔えん》は俺たちの姿を飲み込み、穹きゆう窿りゆうと化し──《焔》の色が変わる。

　かつて紅から蒼へ変わったように《焔》の色は今、蒼から紫へ。

　そして俺は、更なる領域へと昇華する。

　新たなる《力》を手にして。

《紫し焔えん》が爆はぜたその中心地で俺とともに立つ少女が笑む。

「さあ、見せて差し上げなさいな、メドラウトあの方に。貴方あなたの《魂》の《力》を──私の《黎明の星紋ルキフル》の《力》を」

「ああ、言われなくてもな」

　全身に漲る《星耀ルミナス》を感じながら、俺は《覇獣ドラグーン》へ向かって歩を進め──

　その歩みを黒衣の少女が止める。

「一つ警告を」

　振り返る俺に黒衣の少女は言い聞かせるように述べた。

「《Ⅶレベル７》に至ったとはいえ、貴方がその域に達しているのは《魂》のみ──加えて、《Ⅵレベル６》への《位階昇華レベルアツプ》を行ってから今に至るまで、まだ日は浅くありますわ……」

　それは《黎明の星紋》の投与で起こり得る二つのデメリット──

「故ゆえにお気を付けを。今の貴方は《過剰昇華オーバードーズ》と《星紋狂衡デイスオーダー》──どちらをいつ発症してもおかしくありませんわ。それが一分先か、一月先ひとつきか、この私にもわかりませんけれど」

　後出しにリスクを告げられるも、先であったとしても俺は選択を迷わなかっただろう。

　あのまま《操焔の魔女ブレイズ・デアボリカ》が介入しなければ、何も出来ずにすべてが終わったかもしれないのだから。

　だがそれでも、俺は吐き捨てるように返す。

「《魔女デアボリカ》め」

「存じていますわ」

　黒衣の少女は本望だとばかりに妖艶な笑みを浮かべた。

「……待たせたな、メドラウト」

「クク……。待った甲か斐いはあるのだろうな？」

「さっき後ろの《魔女》が言っただろ。とびきりの時間を用意するとな。……ただし、お前にとっては悪夢のような時間になるだろうがな」

「フッ……ククッ、ファーッハハハハハ!!　これ程の大口を叩たたかれたのは久しく無いぞ!!　いいだろう、悪魔の王に悪夢を見せることが出来るのであれば歓迎するぞ!!」

　真紅の暴君竜テイラノサウルスが大きく息を吸うような仕草を見せる。

　闇の雷珠──超重力で作り出す瞬間的な歪渦ブラツクホールが来ると察した瞬間、超重力圏グラヴイテイに突入する。

　真まっ直すぐに、正面から、メドラウトに向かって疾駆かけていく。

「《星壊ホロビヨ》!!」

「牙きばを断て──《絶刃圏イージスデイザイアー》!!」

　放たれた闇の雷珠に向かって結界を展開し、二つが接触した瞬間に闇が膨ふくれ上がる。

　だが、俺は構うことなくその脇を駆け抜けていく。

　肩の肉が僅わずかに削り取られるも、負ったダメージはそれだけだ。

（体が軽い……！　これが《Ⅶレベル７》か!!）

　超重力圏グラヴイテイの影響を受けているとは思えない速さで《覇獣ドラグーン》の巨体に迫る。

「臆することなく駆け抜けるとは──ならばこいつはどう対処する!!」

　リーリスを一撃で戦闘不能に陥おちいらせた巨大な尾の一撃が振るわれる。

　唸りを上げ、尋常じゃない破壊力を持つ尾が目前に迫ったその刹せつ那な──

　俺は新たなる領域に至ったことで覚かく醒せいした《力》を解き放つ。

「禍さいかを祓え──《絶双谺イージスリフレクター》!!」

「なん……だと……!?」

　刹那の後、かざした《楯たて》で尾の一撃を完璧に受け止めた俺に《覇獣》は驚きよう愕がくする。

　そう、完璧に。

　数トンもの体重を乗せた一撃は、百分の一も無い体重の俺を吹き飛ばすどころか一ミリたりとも動かすことは適かなわなかった。

　刹那という瞬刻、《楯》で受け止めた攻撃の威力全てを呑のみ込む。

　それが覚醒した新たなる《力》──《絶双谺》の《力》だ。

　では、呑み込んだ攻撃の威力はどうなるのか。

　俺の右腕に宿る。

　それも、威力を倍化して。

「おぉおおおおおおおおおっっ!!」

　瞬刻の後、受け止めた尾を殴り飛ばして跳ね上げる。

　真紅の暴君竜テイラノサウルスはその勢いで大きく後方に揺らぐ。

「ぐ、っく……この《力》……先とは比べものにならんこの《力》は一体……!?」

「《絆きずな》を結んだみんなを護まもる──その意志が《黎明の星紋ルキフル》に呼応し、俺に新たな《力》を覚め醒ざめさせた。全てを受け止め全てを還かえす。威力を倍にしてな。それが俺の第二の《煉業リヴオルト》──《絶双谺》だ!!」

「クク……ハハハハッッ!!　随分と厄介な、だが心躍る《力》に覚め醒ざめたものだ!!　いいぞ、血湧き肉躍るとはまさにこのことよ!!　ならば《亡令こいつ》もすべて還してせるがいい!!」

《覇獣》はここまで幾いく度どとなく俺たちを苦しめてきた闇礫グラヴエルを放つ。

　それも人間形態のときとは比べものにならない数で、俺は咄とつ嗟さに飛とび退のいた。

　そこへ再び尾の一撃が襲おそい来るも、《絶双谺》によってまたしても受け止め、殴り弾き飛ばす。

「ク、ク……。素晴らしい痛みだ……。流石さすがは俺の《力》を利用しただけはある──が、わかったぞ!!」

　巨体が後方に大きく跳とび、《覇獣》が距離を取る。

「これで終わりだ、《超えし者イクシード》!!」

　三発目の闇の雷珠かと思うも違う。

《覇獣ドラグーン》はその体躯に最も理に適かなった攻撃を──突進を仕掛けてきた。

　地響きを立て、凄すさまじい勢いで突っ込んでくる姿はさながら真紅の砲弾で──

　けれど《絶双谺イージスリフレクター》で迎え撃つタイミングは完璧だった。

　巨大な尾が甲板を叩たたき、《覇獣》の巨体を宙に浮かび上がらせなければ。

「──なにっ!?」

　刹せつ那なという瞬刻はミリ単位の秒数すら誤差が許されず──

　拍子を変えて襲おそい掛かった空中からの突進に、《絶双谺》が打ち破られる。

　突進の威力も加えた数トンもの圧力が、そのまま俺にのし掛かった。

　隕石が落ちたかのように甲板が広範囲に渡って歪ゆがむ。

「……まだ立てるとは、つくづく《超えし者イクシード》とはしぶといものだ。もっとも、その状態ではもはや《絶双谺》とやらを使いこなすなど到底無理だろうがな」

　歪みの中央で立ち上がる俺の姿に、《覇獣》は低い嗤い声を漏らした。

　額ひたいが割れ、流れ落ちる流血が片目に入り、体中の至るところが痛む。

　だがそれでも俺は己の足で、揺らがぬ意志で、みんなを護まもるために立つ。

「……たった、二発で……《絶双谺》を見切られるなんて、な……」

「二度も見れば十分よ。俺は強者であり、貴様には想像も出来ぬ程に数多あまたの闘いで勝利を収めてきたのだからな。俺を倒したければ最初の一撃で仕し留とめるべきだったのだ」

《絶双谺》はタイミングがすべての鍵を握る──

　その点を、二度目の闇礫グラヴエルを交えた攻撃でメドラウトは見極めていた。

　今一度狙おうと、同じようにタイミングをずらしてくることは間違いないだろう。

　加えて目に入った血は遠近感を狂わせ、もはや刹那の見切りは不可能に等しい。

　しかもこのとき、俺は強い目眩めまいと吐き気に襲われていた。

　先刻のダメージではなく、この症状は《星紋狂衡デイスオーダー》によるものに違いない。

（闘える時間はほとんど残されてなさそうだな……。だとしたら──）

　俺はさっきのメドラウトと同様に距離を空け、残された《力》を一点に集中させる。

「雷らい精せいよ……!!」

「ほう、まだそのようなものを残していたか。つくづく愉しませてくれるものだ──が、既に限界だろう。この俺をここまで追い詰めた褒美だ……。ひと思いにあの世へ送ってやろう!!」

《纏雷アドベント》を発動させ、真っ白な雷で輝かがやく俺の右腕を見て、メドラウトは歓喜とともに待つ。

　こちらの全力を遙かに上回る《暴力ちから》で叩き潰すつもりなのだろう。

　なればこそ、遠慮なく《纏雷》を最大の七段階目まで強化する。

（《覇獣こいつ》を確実に仕留めるなら、《煌霆の雷撃エルデインガルソール》以上の《力》をぶち込むしかない……!!）

　それは必ずや《絶双谺》を成し遂げ、《煌霆の雷撃》に上乗せする他無いということだ。

　成功は万に一つにも満たないだろうが、それでもやるしかないと腹をくくる。

　その意志はメドラウトにも伝わり、決着の刻ときが来る。

「覚悟を決めたようだな。では──死ぬがいい!!」

《覇獣ドラグーン》が地を蹴るとほぼ同時──

「タイミングが合えばいいんだよね」

　そう口にしたのは、海風に淡い桜色の髪を揺らす少女だった。

「音おと羽は、何を……!?」

　俺の問い掛けに応えることなく音羽は両の手を掲かかげる。

「ナイ！　だめです、音羽！　それ以上《焱ちから》を使ってはいけません……!!」

　傍そばで膝を突く少女が銀色の髪を振り乱し、制止の声をあげるも音羽は首を振り──

　微笑ほほえみを浮かべて告げる。

「これが最後ですから」

　それは何らかの決意を秘めた笑顔だった。

　大切なものを護まもるために、何かを失う覚悟を決めたものだった。

　音羽が両腕を天にかざし、焱が渦を成して現われる。

　同時に、俺は目にした。

　その両腕に、頬ほおに、首筋に、ヒビが入っていく様を。

「やめろ、音羽……。やめるんだ、やめてくれ、音羽────っ!!」

《覇獣》が猛たけり迫り来る中で俺の絶ぜつ叫きようが響き渡るも──

　その願いが聞き届けられることはなかった。

　焱の渦は勢いを更に増していき、錐を作り出す。

「きちんと受け止めてね、お兄ちゃん。みんなを護るために、私の《焱想い》を──絶対に!!」

　音羽はすべての《焱》を振り絞り、放った。

「《熾煌闐エンピレオ》!!」

　焱の《渦錐ヴオリユート》が俺に目掛けて放たれる。

　そう、メドラウトではなく俺に。

　心が引き裂さかれるかのような痛みを感じながらも、俺は覚かく醒せいした《力》を発して完璧なタイミングで受け止めた。

　ミスなど有り得ない。

　ずっと一緒だった妹と、呼吸が合わないなどということは有り得ないのだから。

　右腕に宿る白い雷に紅蓮の焱が混じり、二度と放つことはないだろう一撃を繰り出す。

「闇を絶たて──《紅蓮の雷牙レーヴアテイーン》!!」

　かつて平和な日常時に銀色の少女が語りし炎の神剣の名を拝借した一撃は、狙い違わず《覇獣》の眉み間けんを穿うち砕く。

　メドラウトはこの世のものとは思えないほどの絶叫をあげ、苦しみ悶えてのけぞる。

「ク、クク、クククククク……。素晴らしい、痛みだ……灼やけつく、ような……これぞ、まさに……真の、灼熱の刻、よ……。愉し、ませて、貰もらった、ぞ……《超えし者イクシード》……。さらば、だ……ククッ……ファ──ッハハハハハッッ!!」

《覇獣ドラグーン》は後方へよろめいていき──

　やがて甲板の端はしまで到達し──

　高笑いとともに艦上から落ち、夜の海に呑のまれ、深淵の闇の中に──消えた。

　そして、悪魔の王の最期を見届けると俺たちは光に包み込まれた。







　光が失われると、周囲の景色は完全に様変わりしていた。

「ここは……昊こう陵りよう学がく園えん……？」

　そう、目の前に広がるのは俺たちが日常を送る中で見慣なれた景色──昊陵学園の象徴である時計塔がそびえ立っていた。

　どうしてここにと戸惑うも、ぱんぱんと手を打ち鳴らして現われた男の姿で理解する。

「あのまま《第四圜ジユデツカ》の艦かんに残しておくわけにはいかなかったのでね。僭越ながら送り届けさせて頂いたよ」

「クロヴィス!!」

　身構える俺を見て、肩を竦すくめながらに軍服の青年は言う。

「私の相手をしている暇ひまなど君には無いのではないかね。彼女に残された刻ときはあまりにも少ないのだから」

「彼女……？」

　俺の疑問に答えたのはクロヴィスじゃなく、ユリエの口にした悲痛な叫びだった。

「音おと羽は……!!」

　振り返って目にしたのは、倒れたままの音羽を揺さぶる銀色の少女の姿だ。

　一も二もなく、俺は敵に背を無防備に晒さらしながら二人の下へ駆け寄る。

「トール……！　音羽が、音羽が……!!」

　音羽の姿を見て絶句する。

　その頬ほおに、首に、腕に、腿ももに、露出した肌の至る部分にヒビが入っていたために。

　それだけに留とどまらず、シュウシュウと蒸気のようなものが音を立てて体中から上がる。

　あきらかに《焱ちから》を使った反動が、小さな体を蝕むしばんでいた。

　抱き抱えるとその体は異常なほどの高熱を発しており、触れた手が灼やけるように痛む。

「音羽……音羽、音羽ぁっ！　大丈夫か、目を開けてくれ、音羽っ!!」

「あ……。お兄、ちゃん……」

　弱々しい声とともにその瞳ひとみが開き、苦しいだろうにそれでも音羽は笑顔を浮かべた。

「えへへ……やった、ね……。かっこ、よかったよ……」

「お前のおかげだ……。あいつメドラウトを倒すことが出来たのは、音羽の《焱》のおかげだよ……」

「私だけじゃない、よ……。トラちゃんやユリエさん、リーリスさんたちもみんなが……。あ……。みん、なは……無事……？」

「あたしたちは無事よ……！　顔向け出来ないくらい無様を晒さらしちゃったけど、ね……」

　いつの間にかリーリスが──トラやみやび、橘たちばなも全員が集まってきていた。

　誰だれもがぼろぼろの姿で、立っているのがやっとといった状態だ。

「音おと羽は、お前のおかげで僕も命を救われた。……感謝する」

　トラが礼を述べると、音羽は苦しげながらも嬉うれしそうな表情を見せる。

　そこに満身創痍の橘が、次いで橘の肩を借りなければ立てずに居るみやびが話し掛けた。

「音羽、キミにはどれほど感謝の言葉を述べても足りないくらいだ。あのときキミが助けてくれなければ、私はここに居ることはなかっただろう……」

「わたしからもお礼を言わせて。大切な《絆双刃デユオ》を、友達を護まもってくれてありがとう」

　どういたしましてと、無事で良かったですと音羽が返す。

「音羽。こうしてみんな揃そろって昊こう陵りよう学がく園えんに戻って来ることが出来たのも貴女あなたのおかげよ。どんな言葉でも伝えきれないくらい感謝しているわ」

「そう、なんだ……。ここ、昊陵学園だったんですね……。あ……本当だ、あのおっきな時計塔がある……」

　視線を動かして視界に時計塔が入ると、音羽はようやく自分がどこに居るのかに気づく。

「よかった……。みんなで一緒に帰るって約束は、守れたんだね……」

　満足したような表情を浮かべ、次の瞬間音羽は咳き込む。

「音羽!?　大丈夫か、音羽!!」

「う、ん……。だいじょう、ぶ……。まだ、少しだけ……保つから……」

「少しだけ保つって……何を言い出すんだ、保つって何の話だよ……」

「私、ね──」

　耳を塞ふさぎたかった。

　信じたくなかった。

　嘘うそだと──叫びたかった。

「もうすぐ、死んじゃうの」

　誰もが息を呑のみ、しんと場が凍り付く。

「何を言ってるんだよ、お前……。そんな冗談、ぜんぜん笑えないぞ……。約束どおりみんなで昊陵学園に戻って来たんだぞ……。明日からはまた、いつもの日常に還かえれるってのに……何でそんな嘘を言うんだよ……」

「嘘だったら、よかったのにね……。でも──ごめんね、お兄ちゃん……本当、なの……」

　苦しさに何度も息をつきながら、音羽は語る。

《修羅會グラデイエイト》を前にユーゴと会っていたことを、そこで《焱ちから》が自身の体を蝕むしばんでいると告げられたことを、そしてもはや寿命はほとんど残されていなかったということを。

「一日でも長く、一緒に居られたらいいなって、思ってたんだけど……。あの島で、もっと大切なことに気がついたんだ……。みんなが、無事に昊陵学園に帰って来て……また、あの楽しい毎日を過ごして欲しいって……」

「ナイ。その中にはあなたも一緒でなくてはいけません……！」

「あはは……そう言って貰もらえると嬉うれしい、です……。また、みなさんと一緒に、美味しいアップルティーが飲みたかったですね……」

「何を言ってるの、これからも毎日お茶会を開くのよ。貴女あなたも参加しないとだめじゃないの……!!」

「お茶会……。お喋しやべりしながら、美味しいお菓子を食べて……楽しかったですもんね……。あ……。また、サラさんの淹れてくれたミルクティーも飲みたかったなぁ……」

　自身に待ち受ける運命を語る音おと羽はにユリエが、リーリスが認めないと首を振る。

「彼女の淹れたミルクティーは絶品だからな。もう一度キミとともに舌鼓を打ちながらあの時間を過ごしたい。いや、何度でもだ。だから音羽……」

「音羽ちゃん。また一緒にお菓子を作って、すごく美味しいって透とお流るくんをびっくりさせちゃおうよ。まだいっぱい教えてあげられるレシピがあるから。お願い、教えさせて……」

　未来をともに歩みたいと願う橘たちばなとみやびに対し、音羽はありがとうございますと、ごめんなさいと、嬉しさと哀しさが入り交じった表情を浮かべた。

「どうして謝るのよ……。だめだってこのあたしが言ってるじゃないの……！」

「リーリス、さん……。ふふっ、いっぱいお世話になりました。何だか、お姉ちゃんができたみたいで嬉しかったです……。サラさんにも、私がお礼を言っていたって、伝えておいてください……。それと、いつまでも、お元気でって……」

「自分で……言いなさい、よ……。それに、出来たみたいって何よ……。いつか、本当にあたしの妹になるんだから、その日まで、その先も……生きないと、許さないわよ……」

　息を詰まらせ、蒼玉の瞳ひとみからぼろぼろと雫しずくを零こぼれ落としながら黄金の少女は首を振る。

「トラ、ちゃん……」

　痛ましげな表情で自身を見つめる幼なじみの少年に、音羽は話しかけた。

「今も、昔も……。いつも仲良くしてくれて、ありがとう……。前にも言ったけど、もう一人のお兄ちゃんみたいに思ってたよ……。前のときは、お別れを言えなかったから……今度は、きちんと言えるね……」

「僕も、同じだ。妹のように思っていたさ。ずっと、これからもずっと変わらずな……」

　トラは笑みを浮かべるも、今にも泣き出しそうな悲痛な表情だった。

「ユリエさん。あの騎士の人に襲おそわれたとき、その後も、ずっと護まもってくれてありがとうございました……。ユリエさんが一緒で……すごく、心強かったです……」

「ヤー。そう言って頂けると、私も嬉しいです。嬉しいですが──あなたとお別れなんて、全然嬉しくありません。だから──」

「二つ、大事なお願いをしていいですか……？」

　ユリエの言葉を遮さえぎり、音羽は願う。

「私は過去よりも明日が大切だって、すごく強く思います……。出来れば、ユリエさんにもそう思って欲しいです……。お願いします……。ユリエさんにとって何が一番大切なことなのか……いっぱいいっぱい、考えてください……。それと──お兄ちゃんを、よろしくお願いします……」

「音おと羽は……」

　口数の少ないユリエは悔しそうに、辛つらそうに、ただ音羽の名を口にする。

　おそらく伝えたいことは多くあるのだろうに、言葉として伝えられないもどかしさに苛まされて。

　重苦しい雰囲気の中で、音羽が自身を抱き抱える俺を見上げる。

「ちょっとだけ、待っててね……。もう一人、お別れを言いたかった人が……来て、くれたから……」

「もう一人……？」

　じゃりっと石畳の上に散らばる小石を踏む音が、時計塔前の広場に響く。

　顔を上げ、音羽の視線を追い──俺は息が詰まり、次いでこれ以上ないほどに怒りを籠こめて声を荒げた。

「どのツラを下げてここに来た──さかき!!」

　夜や闇あんを薄明かりで照らす外灯の下、そこに真の闇が現われたかの如ごとく──

　かつて音羽の命を奪った張本人が、軍服の青年を従えた闇色の剣士──鳴なる皇かみが俺たちの前に姿を現わす。

　冥くらく、惺しずかな瞳ひとみを向けながら。

「答えろ……!!」

「だ、め……今だけは……。きーくんと……話をさせて、欲しいの……お願い……」

　怒りに打ち震える俺を止めたのは他ならぬ音羽だった。

　自分を斬ったのことを昔と変わらぬ呼び方で呼び、弱々しく俺の服を掴つかんだまま力無く首を振る音羽に望まれては怒りを抑えこむしかない。

「久しぶりだね、音羽ちゃん」

「うん……。きーくんが、元気そうで……嬉うれしい、かな……。ちょっと、辛そうにも見えるけど……」

「少し、ね……」

　何が辛いのだと、ふざけるなと叫びたくあったが、音羽の望みを重んじたいという想おもいが怒りに勝る。

「あのね、きーくん……。あんまり時間が残ってないから……今から私の言うことに、正直に答えて欲しいの……」

　わかったとが頷うなずき、音羽は何度か息を大きく吸っては吐いた。

　その表情は少しばかり緊張の面持ちで、俺にはこれから音羽が口にしようとしていることが何であるのか分かったような気がした。

「私ね……。きーくんのことが好き。友達としてじゃなくて、好き。ずっと、一人の女の子として、きーくんという男の子が好きです」

　当時、もしかしたらと思ったことはあった──だからこそ、どうしてと思う。

　俺を庇かばったからとはいえ、一度は自分を手に掛けた相手だというのに。

　告げられた想おもいに、さかきは静かに微笑む。

「ありがとう。僕も音おと羽はちゃんのことが好きだよ」

「……本当に？」

「正直に答えるって約束だったよね。だから、本気だよ。ずっと君のことが好きだった」

「あ……。えへへ、やったぁ……両想い、だね……」

「うん。そうだね、両想いだ」

　どこまでも優しい笑顔を向けるの姿は、まるで三年前に戻ったかのようだった。

「だから、音羽ちゃん──ごめん」

「ううん、いいよ……。最期に……きちんと告白、できて……両想いになれたから……」

　満足そうに笑むと、音羽は俺を見上げた。

「お兄ちゃん、待たせちゃってごめんね……」

「もう……やめてくれ……」

　擦れるような声を絞り出し、俺は首を振る。

「どうして一人一人に別れを告げるような話ばかりするんだよ!!　今度こそ俺は……お前を、これからずっと……護まもるって……俺は、俺はもうお前を……!!」

　熱いものが頬ほおを伝う。

　とめどなく涙が零こぼれ続ける。

　そんな俺の濡ぬれた頬を音羽が触れた。

　気がつけば、音羽の手はほとんど体温を感じないくらいに冷たくなっていた。

「泣かないで、お兄ちゃん。夢が醒めるだけだから……。神様がくれた、お兄ちゃんときちんとお別れするための時間が……終わるの……。おまけに……いっぱい、いっぱい……楽しい思い出も作れちゃった……」

「どうして、笑えるんだよ……。怖くないのかよ……辛つらくないのかよ……！　もう、お前は──死んじまうんだぞ……」

　ああ、言ってしまった。

　この先で待ち受ける、認めたくない運命を。

　どうしようもなく避さけられない離わ別かれを。

「死ぬのは、ね……すごく怖い、よ……。お別れは寂さびしくて、とっても辛いよ……。でも、楽しい思い出があるから……幸せな思い出がいっぱいあるから、こうして笑えるの……」

　パキンッ──何かが割れるような音が響く。

「見て、お兄ちゃん……。星が、あんなに綺き麗れいに見えるよ……。憶おぼえてるかな……昔、お兄ちゃんとトラちゃんときーくんと……みんなで見た星空みたいだね……」

　ピシッ、パキッ──それは音羽の体から響いてくる。

「ロマンチック、だよね……。こんな星空の下で、お別れなんて……」

　ピキンッ、パキッ、パキッ──音は止まらず、ますます増えてくる。

「お兄ちゃんにも最期に一つお願い──ううん、これは我が侭、かな……。きーくんを、よろしくね……」

　死の間際に音おと羽はは想おもい人を、自分を殺した相手を案じ、その未来を俺に託す。

　迫る刻限を前に、しばしの沈黙を経て──音羽にだけ聞こえる声で短く答えを告げた。

　音羽はただ頷うなずき、次いで全員の顔を見回しながら名を口にしていく。

「トラちゃん、ユリエさん、リーリスさん……。みやびさん、巴ともえさん……。たくさんお世話になりました。みなさん、ずっと元気でいてください……」

　音羽の手に、新たなるヒビが発する。

　手だけじゃなく、その他の部分にも、もうどうしようもなく全身に広がり──

「お兄ちゃん、私、幸せだったよ……。お兄ちゃんの妹でよかったって思ってる。だから──ありがとう」

「音羽っ、音羽ぁぁあああ────っ!!」

　感謝の言葉を最後に、砕けた。

　跡形も無く。

　九ここの重え音羽という名の少女は星屑の如ごとく、光の粒となり──散った。













■第七章『大好きな人と一緒に』









　音おと羽はが死んだ後の記憶は飛び飛びとなっていて、酷ひどく曖昧だ。

　気がつけば天井を見上げていた──医療棟の病室だ。

　目を開けて最初に見た顔は意外にもユーゴだった。

　何を話したのかはほとんど憶おぼえていないが、音羽のことだったと思う。

　去り際に『また俺は間に合わなかったんだな……』と呟つぶやく背中は酷く辛つらそうに見えた。







　それから一週間近くが過ぎただろうか。

　この頃には既に歩けるまで回復し、廊下でお喋しやべりをするみやびと橘たちばなに会った。

　みやびは松葉杖を手にしていて、しばらくは走れそうにないかなと残念そうに言った。

　リーリスには、音羽と離わ別かれた日から会っていない。

　トラは一度だけ顔を見せ、今後について短く話をした後すぐに帰っていった。







　傷もだいぶ癒いえ、まだしばらくは安静が条件ではあるも、寮に戻っていいとの許可が下りた日──

　同じく退院許可が下りたユリエが顔を出し、着替えなど荷物をまとめる手伝いをしてくれていたときだった。

　先日のユーゴ以上に珍しい見舞客が部屋に訪れた。

「リーリスは一緒じゃないのか、サラ」

「……ええ、お嬢様は支度中ですから」

　何の支度だろうかと訊きくよりも早く、サラは手に持った何かを俺に差し出してくる。

「これは……」

「……音羽さんの使っていたタブレットです。こちらで用意したものですが、中に私用の写真が大量に入っていますので……。今となっては彼女が持っていた数少ない品物ですから家族である貴方あなたに、と……」

　礼を言って受け取ると、サラは「音羽さんと過ごした日々は、私にとっても大切な時間でした。……お悔やみ申し上げます」と言い残して部屋を去った。

　もしかしたら音羽の昊こう陵りよう学がく園えんにおける生活の中で、もっとも一緒に過ごしたかもしれない彼女の瞳ひとみは少しばかり潤んでいた。

　残された病室は静寂に包まれ、やがて俺はユリエに訊く。

「見てもいいか？」

「ヤー。……私もいいでしょうか？」

　遠慮がちに問い返してくるユリエに勿もち論ろんと頷うなずく。

　九ここの重え音おと羽はという少女と過ごした思い出は、銀色の少女の中にも在るのだから。

　タブレットの電源を入れ、デスクトップ上に置かれた『思い出』というフォルダを開くと、数千ものファイルが表示される。

「はは……。撮りすぎだろ、音羽のやつ……」

　一番最初の画像を開き、指で操作スライドさせながら一つ一つ写真を見始める。

　春先からの毎日がそこに在った。

　俺たちを撮ったものもあれば、花や草木を写したものもあり、学園内の至るところで撮影をしていたのだと教えてくれる。

　スライドしていく内に、みんなで集合した写真が表示されて手が止まる。

　俺たちの部屋でお茶会をした後に音羽の希望で撮ったもので、ユリエがくすりと笑う。

「このときは大変でしたね」

「まったくだ。リーリスにまたからかわれたんだよな……」

　しかも呼んでもいないのに何な故ぜか月見まで混ざっていた。

「って、サラ怖っ!!」

　呪われそうなオーラを放ちながら俺を睨にらんでいる様に背筋がぞっとする。

　さらにスライドしていくと、ダディ牧場やＤＮＬなどといった外で遊んだ写真もあった。

　あのときはどうだった、このときはこんなことがあったと話しながら過ごす中で、ユリエには深く感謝の思いを抱く。

　一人で見るにはまだ辛つらかっただろう。

　けれど二人ならば、胸の疼きを感じつつもこうして音羽の居た日常を振り返り、懐かしみ、時折笑みさえ零こぼすことが出来る。

　どれくらい時間が過ぎただろうか──

　写っている景色は夏になり、そろそろ終わりなのだろうと思っていると、突然写真が動き出した。

　途中にも何度かあったが、ムービーだった。

　これまでは賑にぎやかな日常を映したものがほとんどであったが、それは違った。

　音羽が過ごしたリーリスの部屋を背景に映されたもので──

『んっと……きちんと映ってるかな？』

　画面の中央で、イスに座った音羽がこちらを見ながら話し始めた。

『これはお兄ちゃんへのメッセージです』

「音羽……！」

『もしサラさんだったら、お兄ちゃんに見せてあげてください。お願いします』

　ぺこりと頭を下げる姿はひどく懐かしく思えた。

　音羽はしばらくじっとこちらを見つめ、十秒ほど経たつと再び話し始める。

『お兄ちゃんへ。これを見ているということは、私はもうこの世界に居ないんだよね……。哀しまないで、なんて言いません。もし私がお兄ちゃんと同じ境遇に立たされたら、絶対に泣いちゃうから……』

　寂さびしそうな笑顔を浮かべ音おと羽はは胸に手を当てる。

『この前ね、ユーゴさんに会ったんだけど、そのときにいろいろ訊きいたんだ。私、ね……。もうすぐ寿命が尽きるんだって……。あの《焱ちから》を使わなくても、あと一ヶ月くらいしか生きられないみたい……。正直に言うと、怖いかな……。前のときはよくわからない内に意識が無くなっちゃったけど、今は残ってる時間が少ないって知っちゃったから……』

　しばし視線を足元に移して沈黙するも、やがて再び顔を上げて語り始めた。

『今度の闘いでどうなるかわからないし、もしものときにきちんと伝えられるかもわからないから……。だから、こうやってビデオメッセージを残すことにしようって思ったの』

　音羽の遺のこしたメッセージは、最期に口にしたものとほとんど変わらなかった。

『ありがとう、お兄ちゃん』

　離別れの刻ときと同じく、画面の中で音羽は満面の笑みを浮かべて言った。

　けれど──メッセージにはまだ続きがあった。

『……最後に余計なお世話なことかもしれないけど、ちょっと言わせてね』

　こほんと咳せき払ばらいをすると、音羽の表情はこれまでの笑顔から少し申し訳なさそうなものへと変わる。

『私ね……。全部ってわけじゃないんだけど、お兄ちゃんのいろんなことを知ってるんだ。あ、こっそり後を付けてたとかじゃないからね？　お兄ちゃんが私のことを思ってくれたときの記憶が、私の中にもあるの』

　それは俺の記憶を音羽の記憶に重ねたことが理由だった。

《十三秒ノ雷命サーテイーンリミツト》で見せた俺の記憶は音羽のことを想おもったときのものである。

　記憶群メモリーズは選別して見せるなど出来ず、様々な思い出を音羽は見た。

　その中には、昊こう陵りよう学がく園えんに入学してからの記憶も入り交じっていて──

　音は無くとも、感情は伝わってきたらしい。

『それでね。私、何となくわかっちゃったんだ──お兄ちゃんが誰だれを好きなのかって』

　息を飲むも、それが誰なのかを音羽は口にしなかった。

　俺が自分自身の気持ちに気付いていないかもしれないし、これから先で好きという気持ちが別の誰かに向くかもしれないから、名前を出すことで想いを縛りたくない、と。

『そのことも踏まえて──最後に私からお兄ちゃんへのお願いです』

　音羽の口から、最後の言葉が告げられる。

『幸せになってください。大好きな人と一緒に、いっぱいいっぱい……幸せに、なってね』

　そして、ビデオメッセージは終わった。

　大きく息を吐き、そのまましばらく病室内は静けさに包まれた。

　やがて、隣に座るユリエがその小さな手を俺の手に重ねてくる。

「我が侭とお願い──どちらも成し遂げなければなりませんね」

「ああ、そうだな。先に向こうで待ってる音おと羽はを心配させないためにも、絶対にな」

「では──両方を成し遂げる日まで、ずっとご一緒します」

「《絆双刃デユオ》、だからか？」

「ヤー。《絆双刃》、だからです」

　仄ほのかに笑むユリエに、俺はこれからもよろしくなと言って笑みを返す。

「だけど──」

　笑みが崩くずれ、視界がぼやける。

「今だけ、もう一度だけ……」

　ユリエに優しく抱き締められ、俺はその胸の中で──泣いた。

《絆きずな》は静かに深まる。

　やがて来る激動の冬を前に、秋の足音が近づく穏やかな日に。

　そして──もう一つの離わ別かれが、やってくる。






■エピローグ









『リーリス＝ブリストル。君は──いいや、君だけじゃない。透とお流るも、トラも、他の誰だれであろうと全ての《超えし者イクシード》が《絶対双刃アブソリユート・デユオ》へ至ることはない──そう、絶対に』

　あの日、鳴なる皇かみさかきはそう言い残し、軍服の青年とともに去った。

　ガンッ!!　亀き裂れつが入るほどに激しい音を立て、リーリスは特注の机を叩たたく。

　その脳裏には、音羽との離別の日以降幾いく度どとなく同じ言葉が繰り返されていた。

「《超えし者》が至らなくちゃならないのに、どうして……」

「あいつの言葉は絶対だ。それは貴様にもよく分かっているのだろう？」

「……淑女レデイの部屋に入るならノックの一つくらいしなさいよね」

　いつの間にかドアの内側に佇たたずむ人物に、リーリスは苛いら立だちを隠さず文句を言う。

「物事など予定どおりに行くことなど稀だ──なればこそ貴様は、別の手も用意していたのだろう」

「……出来れば取りたくない手だったけれどね」

　リーリスは頭かぶりを振ると、ため息をつく。

　それは彼女にとって、よくない形であると理解しているからだ。

「でも、それしか方法が無いのなら、それが深淵に射さす救済の光芒アビス・レイとなるのなら──あたしはそれを選ぶしかない。他の誰だれでもなく、あたし自身がそう決めたんだもの」

「ならば僕も貴様に付き従おう──それが契約だからな」

「……本当にあんたはそれでいいの？」

　たとえ契約があろうとも、それで意志を縛るつもりは無いと黄金の少女は言外に告げる。

　ドアの前で佇たたずむ少年──虎崎葵トラはその問いに答えず、数日前の出来事を語った。

「あいつの意志を──さかきをどうしたいかと、訊きいてみた」

「透とお流るは何て？」

「ふん……。闘うつもりだ、とな」

「そう……」

　今は亡き少女を思い出し、黄金の少女は哀しげに再び頭を振る。

「本当にいいのね」

「くどい。あいつの心が変わらないと言うのであれば──」

　この日を境にし、リーリス＝ブリストル、及び虎崎葵の二名は昊こう陵りよう学がく園えんから姿を消す。

　それは運命の岐路であり──

　やがて分かたれた道は、ぶつかり合うことで再び一つとなる。














『僕は──透流の敵だ』






■あとがき






　ども、半年ぶりのご無沙汰となります、柊★たくみです。

　このあとがきを書いている日は一月（自主規制）日です。

　どう考えても通常ではありえない入稿日です。

　半年も空いていたのに何をしていたんでしょうか、僕は。

　電話越しの担当さんの声が死にそうで、心の底から大変申し訳無く思っております。

　次巻こそはきちんとスケジュールを守れるようにしたいですね……。




　というわけで『アブソリュート・デュオⅩ dust to dust.』をお届けします！

　さていきなりですが、Ⅹ巻のサブタイトルと前巻のサブタイトルは、合わせると葬儀の際に用いられる『灰は灰にashes to ashes,、塵は塵にdust to dust.』というとても有名なフレーズからのものです。

　どうしてこのサブタイトルを付けたのか、言うまでもないことかなと。

　また、超今さらですがアブソは各章毎のタイトルを作中のセリフにしています。

　そのため、Ⅸ＆Ⅹ巻は意図的に一人のセリフに統一しました。

　気が向いたらでいいので、その辺りを見返して頂ければ幸いです。




　さてさて今巻をもって第二部《人に非ざる者》編が終了となり、いよいよ次のⅪ巻から第三部《●に●●し者》編が開始となります！　伏せ字の部分は微妙にネタバレも入るのでまだ言えないため、次巻で明らかにしますということで。

　ちなみにタイトルであるアブソリュート・デュオの意味も出すつもりです。シリーズ開始して四年くらいしてようやくってのもあれですが、次巻もお付き合い頂ければ幸いです。




　さてさてさて。今巻をもってⅢ巻からずっとアブソの担当をしてくださってきた神長さんから、Ⅵ巻からずっとサポート担当としてお手伝いしてきて頂いている駒井さんに担当さんが交代です。神長さん、３年間ありがとうございました！　駒井さん、早速デッド入稿で申し訳ありません！　今後は頑張りますって３年間神長さんには毎巻言ってました！

　謝辞。浅葉さんありがとー。また美味しいお肉食いにいきましょい！




　最後に。アブソのアニメ化がきっかけで、七年前に僕が企画＆シナリオを担当したＰＣゲーム『Ａｓｔｅｒ』の版権を取得することが出来ました。とても大切な思い入れある作品が手元に帰ってきてくれて心から嬉うれしく思います。こういった機会に恵まれたのも、読者の皆さんがアブソを応援してきてくださったおかげです。ありがとうございました！

　それではまた、次は……暑くなってきた頃ですかね？（つまり未定）のしのし。


柊★たくみ











　著者

　柊★たくみ（ひいらぎぼし・たくみ）

　　運動不足です。

　　ライター業をしている人が陥りがちな話ですね。

　　自宅作業ともあって食料買い出し以外で出掛ける機会がなかなかないので仕方ないと言えば仕方ないのですが。

　　というわけで運動をしようと思います。




　　おっぱい！おっぱい！




　　…腕を振ったぞ、と。




　イラスト

　浅葉ゆう（あさば・ゆう）

　　肩こりがひどいイラストレーター。

　　マッサージチェア購入を夢見る今日この頃。

















　　カバー・口絵・本文イラスト／浅葉ゆう

　　装丁／AFTERGLOW
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